
本製品は住宅用太陽光発電システム向け製品です。

もくじは裏面 P.2 にあります。➡

●この製品の性能 ･機能を十分に発揮させ、また安全を確保するために、正しい据付工事が必要です。
●据付工事の前に、この据付工事説明書を必ずお読みください。
●据付工事は、必ず、第二種電気工事士の資格を有する販売店様・工事店様が行ってください。
●この据付工事説明書に記載されていない方法で工事された場合、また当社指定部品を使用せず工
事された場合に生じた故障や事故については責任を負いかねます。

別冊の「取扱説明書」および「保証書」※1 はお客様用です。
据付工事が完了しましたら、この「据付工事説明書」と共に、お客様に必ずお渡しください。

●出力制御に対応する、または対応する予定がある場合は、施工前に「出力制御の設定について」 
P.99  を必ずお読みください。

●施工後にインターネットが開通する場合は、インタ―ネット開通後、販売店様・工事店様または
お客様による「インターネット接続が開通した後の作業」 P.90  の実施が必要です。

※ 表示ユニットの画面表示および本書の説明において「パワコン」の表記があります。これは「パワーコンディショナ」
を意味しています。

※ 画面イメージは予告なく変更することがあります。
※ 文中に記載しているページ番号が黒文字 ページ  は「用語などの参照ページ」、白文字 ページ は「指定したペー
ジに移動する」ことを表します。

※1 情報収集ユニットの取扱説明書（保証書付）は別になっております。
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 安全のために必ず守ること
● 据付工事は、販売店様または専門の工事店様が行う。
間違った工事は、故障や事故の原因になります。

● 据付工事部品は、必ず付属品および指定の部品を使用する。
当社指定部品を使用しないと、故障や事故の原因になります。

● お客様ご自身での工事は、故障や事故の原因になります。

誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。

配線途中の電線や端子の充電部を素手で
触らない
感電の原因になります。

住宅用太陽光発電システム以外に
使用しない
火災・けがの原因になります。

誤った取扱いをしたときに死亡や重傷などに結びつく可能性があるもの 

表示ユニットを1.8m以上の高さに設置
しない
落下したとき、けがの原因になります。

分解・改造をしない
火災・感電・けがの原因になります。

計測ユニットを2.8m以上の高さに設置
しない
落下したとき、けがの原因になります。

情報収集ユニットの通風孔をふさがない
横向きに寝かせて使用すると内部に
熱がこもり、火災の原因になります。

情報収集ユニットは付属の電源アダプ
ター以外は使用しない
火災・感電の原因になります。

製品に水をつけたり、水をかけたり
しない
ショート・感電の原因になります。

ぬれた手で本製品を扱わない
感電・火災の原因になります。

浴室など湿気の多い場所には
据付けない
漏電のおそれがあり、火災・感電の原因
になります。

計測ユニットの電源は交流100Vを
使用する
交流100V以外を接続すると、火災・
感電・故障の原因になります。

分電盤などのブレーカー端子台のネジを
緩めた場合は、締め直し、増し締めする
火災・ショートの原因になります。

電流センサーの電線への取付けは、必ず
電線の被覆のついた部分にはさみ込む
充電部が露出した部分に取付けると、
感電・故障の原因になります。

分電盤およびパワーコンディショナ内の
作業は、低電圧用ゴム手袋を使用して
配線作業を行う 
感電のおそれがあります。

心臓ペースメーカーなどの医療用電気機
器を使用する場合は、医師の指示にした
がう 
医療用電気機器の動作に影響を与える
おそれがあり、事故の原因になります。

次の場所では本製品を使用・保管しない
・ 直射日光が当たる場所
・ 風通しや換気の悪い場所
・ 雨、霧などが直接入り込む場所
・ 極端に高温、低温の場所
・ ほこりの多い場所
・ 油煙、有機溶剤、可燃性ガスのある場所
火災・感電の原因になります。

浴室での
使用禁止

禁止

指示に従い
必ず行う

水ぬれ禁止

分解禁止

ぬれ手禁止

指示を守る

異常および不具合が発生したときは、ただちに運転を停止し、当社にご相談ください。
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誤った取扱いをしたときに軽傷または家屋・家財などの物的損害に結びつくもの 

幼児の手の届く場所には取付けない
けがの原因になることがあります。

据付工事は製品質量に耐える壁面に
確実に据付ける 
落下によりけがの原因になります。

石膏ボードなど壁材が弱い場合は、
ボード用アンカーなどで補強する
落下によりけがの原因になります。

電源電線の接続は確実に行う 
接続部が過熱して発火する原因になりま
す。

配線工事は電気設備技術基準や内線規程
に従って第二種電気工事士の資格者が安
全・確実に行う  
接続不良や誤った配線工事は感電・火災
の原因になります。

製品同梱の付属品および指定品以外は
使用しない、改造しない  
火災・感電・故障の原因になります。

内部配線の作業時は鋭い角部に注意する  
けがの原因になることがあります。

計測ユニットのコードクリップ、端子台
カバーを確実に固定する 
火災・感電・故障の原因になります。

指示に従い
必ず行う

指示に従い
必ず行う

禁止

指示に従い
必ず行う

カラーモニターの設置は下記のことを守る 
火災・感電・故障の原因になります。

● 屋外または車庫、納屋など屋外に近い環境の場所には据付けないでください。
● 過度の水蒸気、油蒸気、煙、可燃性ガス、砂塵、じんあい、塩分、腐食性物質などが存在する場所には据付
けないでください。

● 電気配線が高温部分や鋭い角部に触れないようにしてください。
● パワーコンディショナとの通信ケーブルは、電力線（直流側ケーブル、交流側ケーブル）やこの製品以外の
通信線と300mm以上離し、同一管内への配線は行わないでください（通信異常の原因になります）。

● 表示ユニットは、直射日光や強い照明などがあたるところに設置しないでください。
● 周囲温度0～ 40℃、湿度30～ 85%以内（情報収集ユニットは20～ 80％以内）、温度変化で結露し
ない屋内に据付けてください。

● 計測ユニットを脱衣所、台所に据付ける場合は、直接蒸気のかかる場所（浴室側扉の上部、洗面台の上部）
には据付けないでください。

● 天井裏には据付けないでください。
● 標高2000mを超えるところには据付けないでください。
● 振動または衝撃を受けるところには据付けないでください。
● 表示ユニット、計測ユニットを木ネジで固定する際、木くずなどがユニット内部に残らないように取り除い
てください。

● 計測ユニットのケーブルを埋設配線する場合には壁内の結露水が製品内部に浸入しないようにトラップをも
うけてください。

● 計測ユニットを設置する壁は製品質量1kgに耐えられる強度があることを確認してください。
● 内部配線の作業時はコネクタの向きに注意してください。
● 必要に応じて情報収集ユニットの取扱説明書の「ご利用時のお願い」を参照ください。

  安全のために必ず守ること　つづき
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 同梱品のなまえと数量

品名 数量 用途 チェック
A　

表
示
ユ
ニ
ッ
ト
関
連

表示※1（表示ユニット） 1

計測ユニットで収集した電力情報
を表示します。
また、パワーコンディショナを操
作します。
（適合機種パワーコンディショナは 
P.14  を参照ください。）

 壁取付用木ネジ（4.1 × 16mm）※2 4 表示ユニットを木壁に固定します。※3

 
B　

計
測
ユ
ニ
ッ
ト
関
連

計測ユニット

（H-1M, IFU-1:無線）

1

電力情報を収集します。
無線 LANで情報収集ユニットと
接続します。

（H-1Y: 有線）
電力情報を収集します。
有線 LANで情報収集ユニットと
接続します。

電力計測用電流センサー接続ケーブル
（2.5m） 1 電力計測用電流センサー（別売）

を接続するケーブルです。

太陽光発電
モニター用

854C856A10

施工時、電力計測用電流
センサーのボディに、下の
ラベルを貼り付けてください

太陽光発電
モニター用

854C856A10

施工時、電力計測用電流
センサーのボディに、下の
ラベルを貼り付けてください

電力計測用電流センサーラベル 1

他のセンサーと見分けやすくする
ために、電力計測用電流センサー
（別売）に貼ります。 P.46  を参
照ください。

計測ユニット用分岐ブレーカーラベル 1
他のブレーカーと見分けやすくす
るために、カラーモニター専用の
ブレーカーに貼ります。

壁取付用木ネジ（4.1× 16mm）※2 3 計測ユニットを木壁に固定します。※3

※1 製品に貼り付けしてある銘板の品名は「表示」となっていますが、本紙内の説明は「表示ユニット」となります。
※2 表示ユニットと計測ユニットの木ネジは、同じ袋にまとめて入っています。
※3 コンクリートや石膏ボードなどの壁に使用しないでください（表示ユニットを市販のスイッチボックス 

P.7  に取付ける場合は P.27  を参照ください）。

形名ごとに同梱品が異なります。梱包箱のラベルで形名を確認し、下表で同梱品をチェックしてください。
形状がイラストと異なる場合があります。

○：同梱あり　×：同梱なし

形名
同梱品の有無

A B C D
HQ-D-M06H-1M(H-1Y) ○ ○ ○ ○
HQ-D-M06IFU-1 ○ ○ × ○

それぞれの形名についているH-1M, H-1Yや IFU-1 は LAN接続の種類を表しています。
H-1M, IFU-1 は計測ユニットと情報収集ユニットを無線 LANで接続します。
H-1Yは計測ユニットと情報収集ユニットを有線 LANで接続します。
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品名 数量 用途 チェック

 
C　

情
報
収
集
ユ
ニ
ッ
ト
関
連

情報収集ユニット（HM-GW03） 1 システム制御情報を収集します。

スタンド 1 情報収集ユニットを縦置きまたは
壁掛け設置するための器具です。

電源アダプター 1 コンセントから電源を供給します。

壁掛け設置用ネジ（2.9× 16mm） 2 スタンドを木壁に固定します。※1

LANケーブル（2m） 1
別途ご準備のブロードバンドルー
ター（市販） P.8  と接続するケー
ブルです。

取扱説明書（保証書付）※2

（HM-GW03） 1

情報収集ユニットの取扱説明書で
す。
スマートフォンやタブレットなど
（市販）を情報収集ユニットに接続
する場合に使用します。

取扱説明書（初期設定編）※2

（HM-ST03-E、HM-ST03-W） 1

三菱HEMSの取扱説明書です。
スマートフォンやタブレットなど
（市販）をモニターとして使用する
場合に使用します。

三菱 HEMS

据付工事説明書 販売店・工事店様用
形  名 HM-GW03  HM-ST03-E  HM-ST03-W   

この製品の性能 ･機能を十分に発揮させ、また安全を確保するために、正しい据付工事が
必要です。
この据付工事説明書は、据付工事に関わるシステムの設定について記載しております。シ
ステムの設定をする前に、この据付工事説明書を必ずお読みください。
この説明書に記載されていない方法や保証書と適合しない内容で工事された場合、また当
社指定部品を使用せず工事された場合、事故や故障が生じたときには責任を負いかねます。
システム構成機器の据付けについては、各機器の据付工事説明書をご覧ください。

 ● 据付工事説明書は予告なしで変更する場合があります。 
最新の据付工事説明書については、下記のホームページをご覧ください。 
http://www.MitsubishiElectric.co.jp/hems

＜HM-ST03-E　HM-ST03-W　セット構成＞

情報収集ユニット
（HM-GW03）

エネルギー計測ユニット
HM-EM03-E
HM-EM03-W)(

2017年8月

※ 情報収集ユニット単体、またはエネルギー計測ユニットの代わりとして計測機能内蔵型分電盤
（ホーム分電盤）との構成でも使用できます。

基本編 据付工事説明書（基本編）※2

（HM-ST03-E、HM-ST03-W） 1

三菱 HEMSの据付工事説明書で
す。
三菱HEMS P.16  と併設する
場合に使用します。

※1 コンクリートや石膏ボードなどの壁に使用しないでください。
※2 本製品の取扱説明書（D 説明書）を先にお読みになり、必要に応じてお読みください。

D　

説
明
書

● ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、ご家族全員で正しく安全にお使いください。
● 保証書はお買上げの販売店・工事店の記入をお受けください。
● 取扱説明書、保証書※1 および据付工事説明書は大切に保管してください。
● お買上げの販売店、工事店より正しい使い方の説明を受けてください。
 （詳細は据付工事説明書の「お客様への説明」を参照ください。）
● 出力制御に対応する、または対応する予定があるお客様は巻末の「出力制御ありの場合のお願い」
をお読みください。

● お客様ご自身では据付および施工設定を行わないでください（安全や機能の確保ができません）。

表示ユニット 計測ユニット 情報収集ユニット

この製品は日本国内用ですので日本国外では使用できず、またアフターサービスもできません。
This appliance is designed for use in Japan only and can not be used in any other country.
No servicing is available outside of Japan.

本製品は住宅用太陽光発電システム向け製品です。

※ 表示ユニットの画面表示および本書の説明において「パワコン」の表記があります。これは「パワーコンディショナ」
を意味しています。

※ 画面イメージは予告なく変更することがあります。
※ 文中に記載しているページ番号が黒文字 ページ  は「用語などの参照ページ」、白文字 ページ  は「指定したページ
に移動する」ことを表します。

※1 情報収集ユニットの取扱説明書（保証書付）は別になっておりますので、一緒に保管してください。

もくじは裏面 P.2 にあります。➡

2019年 2月版

住宅用太陽光発電システム カラーモニター 
形  名

HQ-D-M06H-1M
HQ-D-M06H-1Y
HQ-D-M06IFU-1
取扱説明書 お客様用

取扱説明書 1 お客様に本製品の取扱いを説明し
ます。

本製品は住宅用太陽光発電システム向け製品です。

もくじは裏面 P.2 にあります。➡

●この製品の性能 ･機能を十分に発揮させ、また安全を確保するために、正しい据付工事が必要です。
●据付工事の前に、この据付工事説明書を必ずお読みください。
●据付工事は、必ず、第二種電気工事士の資格を有する販売店様・工事店様が行ってください。
●この据付工事説明書に記載されていない方法で工事された場合、また当社指定部品を使用せず工
事された場合に生じた故障や事故については責任を負いかねます。

別冊の「取扱説明書」および「保証書」※1 はお客様用です。
据付工事が完了しましたら、この「据付工事説明書」と共に、お客様に必ずお渡しください。

●出力制御に対応する、または対応する予定がある場合は、施工前に「出力制御の設定について」 
P.99  を必ずお読みください。

●施工後にインターネットが開通する場合は、インタ―ネット開通後、販売店様・工事店様または
お客様による「インターネット接続が開通した後の作業」 P.90  の実施が必要です。

※ 表示ユニットの画面表示および本書の説明において「パワコン」の表記があります。これは「パワーコンディショナ」
を意味しています。

※ 画面イメージは予告なく変更することがあります。
※ 文中に記載しているページ番号が黒文字 ページ  は「用語などの参照ページ」、白文字 ページ は「指定したペー
ジに移動する」ことを表します。

※1 情報収集ユニットの取扱説明書（保証書付）は別になっております。

表示ユニット 計測ユニット 情報収集ユニット

1

2

3

4

5

9

6

10

11

12

7

8

13

2019年 2月版

14

住宅用太陽光発電システム カラーモニター 
形  名

HQ-D-M06H-1M
HQ-D-M06H-1Y
HQ-D-M06IFU-1
据付工事説明書 販売店様・工事店様用

据付工事説明書 1
本書
販売店様・工事店様に本製品の据
付け工事方法を説明します。

  同梱品のなまえと数量　つづき
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 ■ 別途準備が必要なもの

電力計測用電流センサー（別売）
P.46

以下のいずれかが必要です（全量買取制度で、かつ消費電力を計測しない場合は
必要ありません）。
● PV-DC10A-HQ（取付け電線外径がφ10未満の場合）
● PV-DC16A-HQ（取付け電線外径がφ16未満の場合）
● PV-DC24A-HQ（取付け電線外径がφ24未満の場合）

通信ケーブル（市販）
P.27

PVC線 2芯（単線φ0.65～φ1.2、二重被覆）
（最大長は「パワーコンディショナ機種による仕様の違い」 P.14  を確認くだ
さい。）
計測ユニットと表示ユニット間で1本、計測ユニットと適合パワーコンディショ
ナ1台目で1本、以降適合パワーコンディショナが1台増えるごとにパワーコ
ンディショナ間で1本ずつ必要となります。

LANケーブル（1）（市販）
P.28  P.37

本製品の形名にH-1Yがついている計測ユニットと情報収集ユニットを接続する
ケーブルです。市販の LANケーブル（ストレートケーブル、カテゴリー5e以上）
が必要です。

LANケーブル（2）（市販）
P.28  P.32

ブロードバンドルーターと情報収集ユニットの接続に同梱のLANケーブル（2m）
で長さが足りないときには、市販の LANケーブル（ストレートケーブル、カテ
ゴリー5e以上）が必要です。

計測ユニット配線用ケーブル
（AC100V）（市販） P.35 VVF線 2芯（単線φ1.6）

分岐ブレーカー（5～20A）
（市販） P.36

分電盤に計測ユニット電源専用（AC100V）の空きブレーカーがない場合に必
要です。

ボード用アンカー（市販） 石膏ボードなど壁材が弱い場合の補強として使用します。
シールパテ（市販） P.29 埋設配線のすき間を埋めるのに使用します。
壁の穴あけ工具（市販）
P.29  P.54 埋設配線時、壁に丸や四角い穴あけ加工をするのに使用します。

SDカード（市販）
P.95  P.107  P.110

「SDカードを使用した固定スケジュールの入力」 P.107 、「SDカードを使
用した固定スケジュールの更新」 P.110 、「表示ユニットのアップデート実施」
P.95  を行う場合に必要になります。

絶縁被覆付き閉端接続子（1）
（市販） P.38 複数台のパワーコンディショナを接続する場合に使用します。

絶縁被覆付き閉端接続子（２）
（市販） P.49

電流センサー接続ケーブルを延長する場合に使用します。
（推奨品　ニチフ製　EC05-1。圧着工具はニチフ製「NH5」を使用します。）

スイッチボックス（市販）
P.27  P.44

埋設配線で表示ユニットを壁に取付けるときに使用します。
（JIS C 8340　スイッチボックス2個用サイズ）

ロックナット・ブッシング
（市販） P.27  P.44

上記のスイッチボックスを使用するとき、配線口による通信ケーブルの傷付を防
止するために使用します。
（JIS8330　ロックナット・ブッシング）

スイッチボックス取付用ネジ
（M4×30mm）（市販）
P.27  P.44

表示ユニットのスイッチボックスを固定するのに使用します。ネジは４本必要で
す。

 別途必要なもの
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別途必要なもの　つづき

■ オプション品（別売）
品名 形名 取付け電線外形 用途

発電
電力計測用
電流センサー
P.50

PV-DC01-HQ φ 10未満

電流センサー1個入
センサー1個用接続ケーブル（2.5m）付属
使用例は下記の「■発電電力計測用電流センサーの必要数
と使用例」を参照ください。

個別
電力計測用
電流センサー
P.52

PV-DC06J1-HQ φ 6未満

電流センサー1個入
センサー1個用接続ケーブル（2.5m）付属
使用例はシステム構成の応用例4 P.21  P.24  を参照
ください。

PV-DC06J2-HQ φ 6未満

電流センサー2個入
センサー2個用接続ケーブル（2.5m）付属
使用例はシステム構成の応用例4 P.21  P.24  を参照
ください。

■ 発電電力計測用電流センサーの必要数と使用例
発電機 必要数 使用例

適合外パワーコンディショナ※１

P.14
1台設置 1個 システム構成の応用例1 P.20  P.23  を参

照ください。2台設置 2個

外部発電機（エコウィル・エネファームなど） 2個 システム構成の応用例2 P.20  P.23  を参
照ください。

定置型蓄電池 P.14 2個 システム構成の応用例3 P.21  P.24  を参
照ください。

※ 適合外パワーコンディショナ、外部発電機（エコウィル、エネファームなど）、定置型蓄電池、個別電力計測用
電流センサーは併設できません。

※１ 適合パワーコンディショナを11台設置、12台設置する場合、適合外パワーコンディショナとして接続し
ます（11、12台目は詳細な運転状況やエラーは表示されません）。

 ■ 無線 LANの中継器（市販）（形名にH-1M, IFU-1 がついている製品のみ。必要に応じて）
P.28 P.97  

情報収集ユニットと計測ユニットが10mより離れていたり電波を通しづらい壁や床などで仕切られたり電波が届
きにくい場合に無線 LANを中継します。

■ インターネット回線（必要に応じて）
• FTTH（光ファイバー）
• ADSL
• CATV（ケーブルTV）などのブロードバンド
ダイヤルアップ回線ではご利用いただけません。インターネット接続については、プロバイダーや回線業者との契
約を確認してください。インターネット通信料はお客様のご負担になります。

■ ブロードバンドルーター（市販）（必要に応じて） P.28  P.32  
IP アドレスの自動割り当て機能（DHCP）があるブロードバンドルーターをご使用ください。
情報収集ユニットとブロードバンドルーターとの間は有線 LANにて接続を行います。

■ 無線 LANイーサネットコンバータ（市販）（必要に応じて） P.28 P.98  
情報収集ユニットとブロードバンドルーター（市販）を無線 LANで接続する場合に使用します。
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正面 　表示ユニット正面各部のなまえおよび機能を説明します。

③ホームボタン

①液晶画面

②機能ボタン

④売電ランプ（緑）

⑤買電ランプ（赤）

■ 液晶表示
なまえ 機能説明

①液晶画面 各種画面を表示します。
※ 一定時間何もしないと消灯します（消灯時間の設定は取扱説明書を参照ください。常時点灯のモードはありませ
ん）。

■ ユーザーインタフェース
なまえ 機能説明

②機能ボタン 液晶画面下部に示された機能を実行します。

③ホームボタン ホーム画面 P.80  を表示します（設定画面で設定中
だった場合は設定がキャンセルされます）。

 ■ ランプ表示
各状態におけるランプの表示を示します。
省エネモードにより液晶画面が消灯しているときのみ表示となります。

買取制度種別 状態
ランプ種類

正常時 お知らせ（パワーコンディショナの異常など）
または計測ユニット停止

余剰買取
④売電ランプ 売電時に緑点灯します。

緑赤点滅します。
⑤買電ランプ 買電時に赤点灯します。

全量買取
（消費計測あり）

④売電ランプ 発電時に緑点灯します。
緑赤点滅します。

⑤買電ランプ 買電時に赤点灯します。

全量買取
（消費計測なし）

④売電ランプ 発電時に緑点灯します。
緑赤点滅します。

⑤買電ランプ 点灯しません。
※ 起動時に一度、買電ランプ、売電ランプが同時に点灯します。

底面 　表示ユニット底面各部のなまえおよび機能を説明します。

 各部のなまえ
表示ユニット

お知らせ  SDカードは付属されていません。

なまえ 機能説明
 ① SDカードスロット SDカードを挿抜します。

①SDカードスロット
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計測ユニット

計測ユニットの各部のなまえおよび用途を説明します。

＜カバーを取付けた状態＞ ＜カバーを取りはずした状態＞
カバー 

本体 本体 

端子台カバー

コードクリップ

クランパ

保護チューブ

クランパ

H-1M, IFU-1（無線 LAN） H-1Y（有線 LAN）

カバーを取りはずした内部図

CN10

CN11

CN12

TRM1

TRM1

TRM1端子を拡大した図

CN703

CN1

CN10

CN11

CN12

TRM1

CN1

通信ケーブル 通信ケーブル 

⊕→ ←⊖

（＋）（－）（無極性）

表示ユニットへ
（極性なし）

適合パワー
コンディショナへ
（極性あり）

H-1M, IFU-1（無線 LAN） H-1Y（有線 LAN）

端子・コネクタ 用　途
CN1 AC100V電源
CN10 電力計測用電流センサー

CN11

● 適合外パワーコン
ディショナ1の発電
電力計測用電流セン
サー

● 個別電力計測用電流
センサー1

外部発電機の発電電
力計測用電流セン
サー（CN11、CN12
同時に使用する）

定置型蓄電池の発電
電力計測用電流セン
サー（CN11、CN12
同時に使用する）

※ 必ず 2つ使用して
ください。

CN12

● 適合外パワーコン
ディショナ2の発電
電力計測用電流セン
サー

● 個別電力計測用電流
センサー2

TRM1
（左側2端子） 適合パワーコンディショナ通信（極性あり）

TRM1
（右側2端子） 表示ユニット通信（極性なし）

CN703
（H-1Yのみ） 情報収集ユニット通信（有線 LAN）

   各部のなまえ　つづき
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情報収集ユニット
情報収集ユニット正面と背面各部のなまえ、機能およびランプの状態を説明します。

正面 背面

②再起動ボタン

⑥USBポート

③初期化ボタン
⑧WANポート

⑨電源アダプター端子

⑤LINKランプ

④100/1000
BASE-Tランプ

⑦LANポート

①WPSボタン

■ ボタン
なまえ 表示 機能説明

①WPSボタン
P.94 P.75  P.78 WPS 計測ユニット※1 との「無線自動設定」を起動するためのボタンで、起動さ

せるには「登録ランプ」 P.12  が点滅するまで押し続けます。
②再起動ボタン 再起動 情報収集ユニットを再起動するボタンです。
③初期化ボタン 初期化 情報収集ユニットを工場出荷状態に初期化するボタンです。

お願い  
● WPSボタン以外は施工では使用しません。誤って押した場合、再度の施工設定が必要になる場合があります。
● 初期化ボタンを5秒程度の長押しで初期化が始まる場合がありますので、ボタンに物が当たらないようにし
てください。

 ■ ランプ表示
なまえ 表示（色） 状態

④100/1000
 BASE-Tランプ（4個）

－ 消灯 －
橙 点灯 1Gbps/100Mbps でデータ送受信できます。

⑤ LINKランプ（4個）
－ 消灯 LANが利用できません。

緑
点灯 LANが利用できます。
点滅 LANでデータ通信中です。

 ■ ポート名など
なまえ 表示 機能説明

⑥USBポート USB
カラーモニターでは使用しません。
三菱HEMS P.16  での使用方法については三菱HEMSの取
扱説明書を参照ください。

⑦ LANポート※2 LAN1～ LAN4 LANケーブルを使用して計測ユニット※3 などと接続するための
ポートです。

⑧WANポート WAN LANケーブルを使用してブロードバンドルーター（市販）と接
続するためのポートです。

⑨電源アダプター端子 DC IN 12V 電源アダプターのコードを差し込みます。

※1 無線タイプの計測ユニット（形名にH-1M, IFU-1 が付いている製品）のみ対応です。
※2 計測ユニットおよび三菱HEMS対応機器 P.16  以外は接続しないでください。
※3 有線タイプの計測ユニット（形名にH-1Yが付いている製品）のみ対応です。
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側面 　情報収集ユニット側面各部のなまえを説明します。

①電源ランプ
②アラームランプ
③回線状況ランプ
④オプション1ランプ
⑤WANランプ
⑥登録ランプ
⑦オプション2ランプ
⑧オプション3ランプ

お知らせ

● 本製品に電源を入れた際に一度、全ラ
ンプが点灯します。

● ⑦オプション２ランプが赤点灯してい
る場合は、ブロードバンドルーターが
インターネットに接続できることを確
認してから情報収集ユニットの電源を
入れ直してください。

 
 ■ ランプ表示

なまえ 表示（色） 状態

①電源ランプ － 消灯 電源が入っていません。
緑 点灯 電源が入っています。

②アラームランプ

－ 消灯 正常な状態です。
橙 点灯 情報収集ユニットの起動中です。

赤 点灯 情報収集ユニットのソフトウェアのアップデート中です。
点滅（10秒間）「無線自動設定」での設定に失敗しました。

③回線状況ランプ

－ 消灯 オフライン状態です。
緑 点灯 WAN回線が利用できます。
橙 点灯 WAN回線が利用できません。

赤 点灯 情報収集ユニットとブロードバンドルーター間で障害が発
生しています。※1

④オプション1ランプ
－ 消灯 三菱HEMS P.16  機能が動作していません。
緑 点灯 三菱HEMS P.16  機能が動作しています。

⑤WANランプ
－ 消灯 WANポートにケーブルが接続されていません。

緑 点灯 WANポートにケーブルが接続されています。
点滅 WANポートでデータ送受信中です。

⑥登録ランプ
－ 消灯 正常な状態です。

橙 点滅 「無線自動設定」で設定のため通信中です。
点灯（10秒間）「無線自動設定」での設定が完了しました。

⑦オプション2ランプ

緑 点滅 各機器の無線 LANアダプターと設定のため通信中です。
点灯 各機器の無線 LANアダプターの設定が完了しました。

赤 点滅 各機器の無線 LANアダプターの設定に失敗しました。
点灯 情報収集ユニットの時刻が未設定です。

橙 点灯 機器（計測ユニット）のネットワーク接続がされていません。

⑧オプション3ランプ

－ 消灯 通常の状態です。

緑
点灯 USBポートにUSBメモリが接続されています。
点滅 USBメモリに電力データをコピー中です。

赤 点灯 USBメモリへのコピーに失敗しました。

青
点滅 情報収集ユニットのソフトウエアのダウンロード中です。
点灯 情報収集ユニットのアップデート準備が完了しました。※2

お知らせ  上記のランプ状態は2019年 2月時点の仕様のため情報収集ユニット（HM-GW03）の取扱説明書
に記載してある内容と異なる場合があります。

※1 情報収集ユニットの取扱説明書の「故障かな？と思ったら」を参照ください。
※2 夜中に情報収集ユニットが自動再起動することで、アップデートが実施されます。

   各部のなまえ　つづき
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外形寸法図
表示ユニット

単位（mm） 

23 120.5

1
2
5

計測ユニット
単位（mm） 

2
4
0

120 53.5

情報収集ユニット
単位（mm） 

80

172.9 40

145

1
6
8

1
7
3
.5
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システム概要

 ■ 適合パワーコンディショナ〔2019年 2月現在〕
出力制御対応パワーコンディショナ P.16
＜屋内タイプ＞
HQ-D-K40-1 HQ-D-K55-1

＜屋内・屋外兼用タイプ＞
HQ-D-RA45-1 HQ-D-RA55-1 HQ-D-RA55-1E

最新の適合パワーコンディショナはお買上げの販売店または当社にご相談ください。

 ■ 適合外パワーコンディショナ
上記の適合パワーコンディショナに記載されていない当社製および他社製パワーコンディショナなど

 ■ パワーコンディショナ機種による仕様の違い

パワーコンディショナ
※形名は上記に記載

パワー
コンディショナ
最大接続台数

通信ケーブル
総延長 ※1

パワーコンディショナ
操作

保護機能動作
履歴表示
P.73

出力制御
P.16

切 /入 連系 /自立

適合パワーコンディショナ 10台
（12台※2） 100m 操作可 操作可 表示可能 対応可

適合外
パワーコンディショナ※3 2台 － 操作不可 操作不可 表示不可 対応不可

※1 表示ユニットから一番遠いパワーコンディショナまでの通信ケーブルの長さの合計です。
※2 「出力制御あり」 P.16  の場合は10台までとなります。11台目、12台目を適合外パワーコンディショ

ナとして接続することにより最大12台まで接続可能です。ただし、11台目、12台目は発電と発電量の
みの表示となります。

※3 カラーモニターの設定 P.55  は運転可能な適合パワーコンディショナが1台以上必要です。また適合外パ
ワーコンディショナをカラーモニターに接続するには発電電力計測用電流センサー P.8  が必要です。

 ■ 定置型蓄電池
10kW以下の定置型蓄電池を接続可能です。
10kW超の定置型蓄電池は充放電電力を正しく計測することができません。

 システムの概要説明



15

 ■ 買取制度とオプションセンサーの対応についてシステム構成例 P.19̃24 を参照ください。
電力会社が、余った発電電力のみを買取る余剰買取制度と、すべての発電電力を買取る全量買取制度に対応します。
全量買取制度の場合は、消費計測あり／なしが選択できます。全量買取制度で消費計測なしの場合は、外部発電機（エ
コウィル、エネファームなど）、定置型蓄電池、分岐ブレーカー個別の消費の計測ができません。

買取制度 出力制御
P.16 消費計測

オプションセンサー（以下の4つから1つを選択、同時選択不可）
適合外

パワーコンディショナ 外部発電機※1 定置型蓄電池※2 分岐ブレーカーの
個別消費計測

余剰
あり あり 設置不可※3 設置可（1台） 設置可（1台） 計測可（最大2箇所）
なし あり 設置可（最大2台） 設置可（1台） 設置可（1台） 計測可（最大2箇所）

全量
あり

あり 設置不可※3 設置可（1台） 設置可（1台） 計測可（最大2箇所）
なし 設置不可※3 設置不可 設置不可 設置不可

なし
あり 設置可（最大2台） 設置可（1台） 設置可（1台） 計測可（最大2箇所）
なし 設置可（最大2台） 設置不可 設置不可 設置不可

※1 外部発電機はエコウィル、エネファームなどの発電機のことです。
 外部発電機の発電量計測は正確な消費量を計測するために使用し、カラーモニターの発電（データ）には表

示されません。
※2 一般負荷（エアコン、洗濯機、電子レンジなど）に対する充放電電力を計測することができます。重要負荷（照

明、テレビ、冷蔵庫など）に対する充放電電力を計測することはできません。
 （一般負荷、重要負荷の詳細は、蓄電池の取扱説明書を参照ください。）
※3 適合外パワーコンディショナは、「出力制御あり」 P.16  の場合、使用できません。

お知らせ  
 ご家庭内にて適合外パワーコンディショナ、適合パワーコンディショナ（11、12台目）、外部発電機、定置型
蓄電池のいずれかをご使用の場合、オプションセンサーを適切に設置していないと消費電力、売買電力を正しく
計測することができません。

■ システム共通のお願い事項
● 外部発電機（エコウィル、エネファームなど）または適合外パワーコンディショナが電力消費している状態
においては、発電電力および消費電力の計測誤差が大きくなります。

● 各機器の据付場所は「据付場所の選定」 P.27̃30  に従ってください。
● 電力計測用電流センサー P.7  は、太陽光発電用ブレーカーおよび主電源用漏電ブレーカーよりも必ず系統
電源側に取付けてください（電力計測用電流センサーを分電盤に接続する際のお願い P.47 を参照くださ
い）。

お知らせ  
 出力制御に関するお願い事項は「システムの設計および設定に関するお願い事項」 P.99  を参照ください。
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システム概要　つづき

 ■ 据付工事説明書に記載されている出力制御関連および三菱HEMS関連の用語
 用語 説明

契約容量
（制御対象容量）

お客様の発電設備の発電電力容量のことです。
契約容量は電力会社との契約書に記載されています。

出力制御
（出力制御あり／なし）

パワーコンディショナで発電する電力を電力会社が指示した値に制御することです
（【例】お客様の契約容量が5kWで出力制御指示が90%のとき、最大発電電力を
4.5kWにするようにパワーコンディショナを制御します）。
「出力制御あり（出力制御が必要）」／「出力制御なし（出力制御が不要）」の判断
は電力会社が行いますので契約する電力会社へお問い合わせください。

 出力制御対応
パワーコンディショナ 出力制御機能を備えたパワーコンディショナのことです。

出力制御非対応
パワーコンディショナ 出力制御機能を備えていないパワーコンディショナのことです。

固定スケジュール
（固定スケジュールファイル）

電力会社が作成する出力制御を行うためのスケジュールのことです。
スケジュールは発電所ごとに設定された30分単位の出力制御指示の情報であり、
約13ヶ月先まで設定されています。

更新スケジュール 電力需要などの電力事情により出力制御のスケジュールを変更したスケジュール
のことです。

発電所 ID

お客様の発電所で使用するスケジュールを特定するための26桁の任意の数値の
ことです。
発電所 IDは電力会社が決め、電力会社からお客様へ通知されます。
発電所 IDの発行などについてはご契約される電力会社にお問い合わせください。

出力制御スケジュール
配信サーバー

お客様の発電所に対応する出力制御のスケジュールを配信するサーバーのことです。
サーバーにアクセスするには発電所 IDが必要です。
カラーモニターは、出力制御のスケジュールを「インターネット経由で自動で取
得する」、「手動で取得する」の2種類の方法があります。
出力制御スケジュール配信サーバーの電力会社は、ご契約されている電力会社と
は異なる場合があります。ご不明の場合は、ご契約されている電力会社にお問い
合わせください。

三菱HEMS※１

HEMS（ヘムス）とは、家のさまざまな家電製品をネットワークでつないで、ス
マートフォンやタブレットなど（市販）によりエネルギーの「見える化」をしたり、
状況に応じて機器をコントロールすることにより快適で省エネな暮らしを実現す
るシステムのことです。三菱HEMSはHEMSの機能に加え、「太陽光で発電し
た電気」、「電気自動車（EV）に蓄えられた電気」などをトータルでマネジメント
する機能のことです（三菱HEMSを使用するためには、カラーモニターを三菱電
機クラウドサーバーに接続する※２、※３ことが必要です）。

三菱HEMS対応機器 ※１を参照ください。

三菱電機クラウドサーバー

カラーモニターなどの三菱HEMS対応機器※１の情報を管理するサーバーのことです。
カラーモニターを三菱電機クラウドサーバーに接続する※２、※３ことで、下記のこ
とが可能になります。
・三菱HEMSを使用してスマートフォンやタブレットなど（市販）による発電情
報の確認※4

・情報収集ユニットおよび計測ユニットのソフトウェア自動アップデート
・カラーモニターの日付時刻の自動調整

ネットワーク
（ネットワークあり／なし）

本紙に記載されている「ネットワーク」とは、情報収集ユニットをお客様が準備
する市販のブロードバンドルーターを介してインターネットに接続※３し、三菱電
機クラウドサーバーに接続することです。
「ネットワークあり（三菱電機クラウドサーバーに接続する）／ネットワークなし
（三菱電機クラウドサーバーに接続しない）」の判断はお客様が行います。

お知らせ 　※1～4の注釈は次ページを参照ください。

 据付工事説明書に記載されている用語について
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 用語 説明

 運用種別
※5、※6

カラーモニターの運用設定状態を下記の４つの種類に分類したことを指します。
出力制御なし／
ネットワークなし※9

・電力会社との売電契約が「出力制御なし（出力制御が不要）」で契約。
・三菱電機クラウドサーバーに接続しない。

出力制御なし／
ネットワークあり

・電力会社との売電契約が「出力制御なし（出力制御が不要）」で契約。
・ 三菱電機クラウドサーバーに接続し、三菱HEMSを使用してスマートフォ
ンやタブレットなど（市販）により発電情報を確認する。※4  ※ 7

出力制御あり／
ネットワークなし※9

・電力会社との売電契約が「出力制御あり（出力制御が必要）」で契約。
・ インターネットに接続せず、固定スケジュールをSDカードにより手動で
取得する。※8

・三菱電機クラウドサーバーに接続しない。

出力制御あり／
ネットワークあり

・電力会社との売電契約が「出力制御あり（出力制御が必要）」で契約。
・インターネットに接続※3 し固定スケジュールおよび更新スケジュールを
  自動取得する。
・三菱電機クラウドサーバーに接続し、三菱HEMSを使用してスマート
  フォンやタブレットなど（市販）より発電情報を確認する。※4  ※ 7

※ 1 三菱HEMSの詳細および対応機器については三菱HEMSの取扱説明書（初期設定編）、据付工事説明書ま
たは三菱HEMSの下記のホームページを参照ください。

 HM-GW03対応機器（http://www.mitsubishielectric.co.jp/home/hems/product/st03/list.html）
※ 2 カラーモニターをインターネット※３に接続した場合、お客様の「発電情報」、「電力データ」、「発電所 ID」（「出

力制御あり」の場合のみ）、「情報収集ユニットと計測ユニットの機器情報」が三菱電機クラウドサーバーに
登録されます。

 また、お客様の承諾によりパワーコンディショナなどの故障解析に使用する場合があります。
※3 お客様によるプロバイダーとのインターネット接続のご契約が必要です。
※4 表示タイミングによってカラーモニターの表示ユニットに表示される発電情報と異なる場合があります。
 スマートフォンやタブレットなど（市販）による発電情報の確認方法は三菱HEMSの取扱説明書（初期設定編）

を参照ください（スマートフォンやタブレットにアプリケーションをインストールする必要があります）。
※5 「出力制御あり」 P.16  の場合、「運用種別の設定と作業」 P.102  を参照して運用種別を設定してくだ

さい。
※6 運用種別を変更する場合は、販売店様・工事店様による施工設定が必要です（お客様による運用種別の変更

はできません。手順は「施工設定の初期化」 P.88 を参照ください）。
※7 インターネット接続を後日行う場合も「ネットワークあり」で設定してください。インターネット接続が「未

開通」の場合でも宅内でのタブレットによるWiFi 接続で三菱HEMSをご利用になれます。
※8 手順は「SDカードを使用した固定スケジュールの更新」 P.110~111  を参照ください。
 （ 固定スケジュールは年１回以上定期的に実施する必要があります。）
※9 インターネットに接続する予定がない場合でも、情報収集ユニットが接続され、宅内でのタブレットによる

WiFi 接続で三菱HEMSをご利用になられる場合は、「ネットワークあり」（未開通）にしてください。
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システム概要　つづき

形名別のシステム構成例
新規設置の場合

計測ユニット
（IFU）表示ユニット

（MRC）

HQ-D-M06(IFU-1) のご購入（計測ユニットと表示ユニット 2機器セット）

適合パワーコンディショナ
P.14

　※スマートフォンやタブレットなど（市販）から発電状況の確認をする場合

計測ユニット
（IFU）表示ユニット

（MRC）

情報収集ユニット
（GW）

ブロードバンド
ルーター（市販）

HQ-D-M06(H-1M, H-1Y) のご購入（計測ユニットと情報収集ユニットと表示ユニット 3機器セット）

インターネット
※インターネット接続
の環境が必要です

※1

適合パワーコンディショナ
P.14

三菱HEMSの情報収集ユニット［HM-GW03］を併設する場合

計測ユニット
（IFU）

表示ユニット
（MRC）

情報収集ユニット
（GW）

ブロードバンド
ルーター（市販）

HQ-D-M06(IFU-1) のご購入（計測ユニットと表示ユニット 2機器セット）

三菱HEMS
情報収集ユニット
HM-GW03

インターネット
※インターネット接続
の環境が必要です

ソフトウェア
アップデート※1

※2

適合パワーコンディショナ
P.14

 お知らせ

 「出力制御あり」 P.16  の場合は、「出力制御に対応する場合の形名別のシステム構成例」 P.100̃101  を参
照ください。

※1 計測ユニットと情報収集ユニットの接続
  H-1M, IFU-1 は無線 LANによる接続
  H-1Yは有線 LANによる接続
※2 情報収集ユニットのソフトウェアのアップデートはインターネットを介して自動で行われますので、あらか

じめインターネット環境をご準備ください。
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 ＜余剰買取制度の場合＞　（全量買取制度の場合は P.22̃24 を参照ください。）
※ 「余剰買取制度」とは、余った発電電力を電力会社が買取る制度です。

 基本構成（標準）
適合パワーコンディショナは10台まで通信ケーブル接続となり、11台目、12台目は適合外パワーコンディショ
ナの1台目、2台目として接続してください。詳細は P.20 「応用例1」を参照ください（別売の発電電力測定
用電流センサー P.8  の設置が必要です）。

計測ユニット

AC100V電源 

系統電源 

主電源用漏電
ブレーカー

カラーモニター用
ブレーカー 

通信ケーブル 

LAN
ケーブル
（市販）

通信ケーブル 

契約
ブレーカー 

太陽電池モジュール 

適合パワーコンディショナ 適合パワーコンディショナ 

L1またはL2

L2またはL1
N

各負荷へ 

電力計測用電流センサー  PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ（別売） 

S

L

太陽光発電用
ブレーカー

S

L

S

L

表示ユニット 情報収集
ユニット

ブロード
バンド
ルーター

CN101CN101

極性なし

極性あり

極性
あり

形名にH-1M, IFU-1 がつく製品は無線
LANタイプであり、LANケーブルは不要。
形名にH-1Yがつく製品は有線 LANタ
イプであり、LANケーブルが必要。

CN
70
3

CN10 TRM1

CN1

CN11
CN12

LAN
ケーブル
（同梱2m）

P.14

 買取制度別の基本システム構成と応用システム構成例

P.7 P.46
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システム概要　つづき

P.8

＜余剰買取制度の場合＞
 応用例1 　この構成は「出力制御なし」 P.16  の場合のみとなります。
 ■ 適合外パワーコンディショナ P.14 、または適合パワーコンディショナ11、12台目と混在させる場合

電力計測用電流センサー  PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ（別売） 

主電源用漏電
ブレーカー

S

L

S

L

太陽光発電用
ブレーカー

契約
ブレーカー

S

L

 発電電力計測用
電流センサー
PV-DC01-HQ

（別売）
S

L

適合外パワー
コンディショナ 

カラーモニター用
ブレーカー

AC100V電源 

太陽電池モジュール 

系統電源※1 

L1またはL2

L2またはL1
N

通信ケーブル 適合パワーコンディショナ 適合パワーコンディショナ （11、12台目の適合
　パワーコンディショナ）

CN101CN101 極性あり

極性
あり

計測ユニット

通信ケーブル 

表示ユニット 情報収集
ユニット

ブロード
バンド
ルーター

極性なし

形名にH-1M, IFU-1 がつく製品は無線
LANタイプであり、LANケーブルは不要。
形名にH-1Yがつく製品は有線 LANタ
イプであり、LANケーブルが必要。

CN
70
3

CN10 TRM1

CN1

CN11

CN12

LAN
ケーブル
（市販）

LAN
ケーブル
（同梱2m）

P.14

※1 適合外パワーコンディショナは、カラーモニター用ブレーカーを接続した系統電源と同じ位相である必要があります（位相が異なると正
しく計測はできません）。

 応用例2
 ■ 外部発電機（エコウィル、エネファームなど）と併設する場合※2

系統電源 

契約
ブレーカー

太陽電池モジュール 

L1またはL2

L2またはL1
N

外部発電機 

発電電力計測用
電流センサー 
PV-DC01-HQ（別売） 

AC100V電源 

カラーモニター用
ブレーカー

S

L

電力計測用電流センサー  PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ（別売） 

太陽光発電用
ブレーカー

主電源用漏電
ブレーカー  

S

L

S

L

S

L

通信ケーブル 

※2

適合パワーコンディショナ 適合パワーコンディショナ 

CN101CN101 極性あり

極性
あり

計測ユニット

通信ケーブル 

表示ユニット 情報収集
ユニット

ブロード
バンド
ルーター

極性なし

形名にH-1M, IFU-1 がつく製品は無線
LANタイプであり、LANケーブルは不要。
形名にH-1Yがつく製品は有線 LANタ
イプであり、LANケーブルが必要。

CN
70
3

CN10 TRM1

CN1

CN11

CN12

LAN
ケーブル
（市販）

LAN
ケーブル
（同梱2m）

P.14

※２ 外部発電機の発電量計測は正確な消費量を計測するために使用し、カラーモニターの発電（データ）には表示されません。

P.7

P.8

P.46

P.50

P.7 P.46

P.50P.8



21

P.8

P.7

 ＜余剰買取制度の場合＞
 応用例3
 ■ 定置型蓄電池 P.14 と併設する場合

系統電源 

契約
ブレーカー 

太陽電池モジュール 

L1またはL2

L2またはL1

電力計測用電流センサー  PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ（別売） 

AC100V電源 

カラーモニター用
ブレーカー  

発電電力計測用
電流センサー
PV-DC01-HQ（別売）   定置型

蓄電池

一般負荷
電源ライ
ン※1

太陽光発電用
ブレーカー  

主電源用漏電
ブレーカー 

S

L

S

LL

N

S

通信ケーブル 適合パワーコンディショナ 適合パワーコンディショナ 

CN101CN101 極性あり

極性
あり

計測ユニット

通信ケーブル 

表示ユニット 情報収集
ユニット

ブロード
バンド
ルーター

極性なし

形名にH-1M, IFU-1 がつく製品は無線
LANタイプであり、LANケーブルは不要。
形名にH-1Yがつく製品は有線 LANタ
イプであり、LANケーブルが必要。

CN
70
3

CN10 TRM1

CN1

CN11

CN12

LAN
ケーブル
（市販）

LAN
ケーブル
（同梱2m）

P.14

※1 重要負荷電源ラインは計測できません。

 応用例4
 ■ 個別電力計測用電流センサー（別売）で分岐ブレーカーの個別消費（最大2ヶ所）を計測する場合

太陽電池モジュール 

太陽光発電用
ブレーカー 

主電源用漏電
ブレーカー 

S

L

S

L

電力計測用電流センサー  PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ（別売） 

個別電力計測用電流センサー  PV-DC06J1-HQ/J2-HQ（別売） 

各負荷へ 

AC100V電源 

カラーモニター用
ブレーカー 

系統電源 

契約ブレーカー  

L1またはL2

L2またはL1
N

S

L

通信ケーブル 適合パワーコンディショナ 適合パワーコンディショナ 

CN101CN101 極性あり
極性
あり

計測ユニット

通信ケーブル 

表示ユニット 情報収集
ユニット

ブロード
バンド
ルーター

極性なし

形名にH-1M, IFU-1 がつく製品は無線
LANタイプであり、LANケーブルは不要。
形名にH-1Yがつく製品は有線 LANタ
イプであり、LANケーブルが必要。

CN
70
3

CN10 TRM1

CN1

CN11
CN12

LAN
ケーブル
（市販）

LAN
ケーブル
（同梱2m）

P.14

P.8

P.7 P.46

P.50

P.46

P.52P.8

P.7
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システム概要　つづき

 ■ 消費を計測しない場合

AC100V電源 

各負荷へ S

L
主電源用漏電
ブレーカー

太陽電池
モジュール

太陽光発電用
ブレーカー

カラーモニター用
ブレーカー

契約
ブレーカー

S

L

S

L

系統電源 

L1またはL2

L2またはL1

系統電源 

L1またはL2

L2またはL1

N

N

通信ケーブル 適合パワーコンディショナ 適合パワーコンディショナ 

CN101CN101 極性あり
極性
あり

計測ユニット

通信ケーブル 

表示ユニット

極性なし

形名にH-1M, IFU-1 がつく製品は無線
LANタイプであり、LANケーブルは不要。
形名にH-1Yがつく製品は有線 LANタ
イプであり、LANケーブルが必要。

CN
70
3

CN10 TRM1

CN1

CN11
CN12

情報収集
ユニット

ブロード
バンド
ルーター

LAN
ケーブル
（市販）

LAN
ケーブル
（同梱2m）

P.14

 ＜全量買取制度の場合＞　（余剰買取制度の場合は  P.19̃21  を参照ください。）
※ 「全量買取制度」とは、すべての発電電力を電力会社が買取る制度です。

 基本構成（標準）
適合パワーコンディショナは10台まで通信ケーブル接続となり、11台目、12台目は適合外パワーコンディショ
ナの1台目、2台目として接続してください。詳細は  P.23  「応用例1」を参照ください（別売の発電電力計測
用電流センサー P.8  の設置が必要です）。

■ 消費を計測する場合

AC100V電源 

各負荷へ 

電力計測用電流センサー  PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ（別売） 

S

L
主電源用漏電
ブレーカー

太陽電池
モジュール

太陽光発電用
ブレーカー

カラーモニター用
ブレーカー

契約
ブレーカー

S

L

S

L

系統電源 

L1またはL2

L2またはL1

系統電源 

L1またはL2

L2またはL1

N

N

通信ケーブル 適合パワーコンディショナ 適合パワーコンディショナ 

CN101CN101 極性あり

極性
あり

計測ユニット

通信ケーブル 

表示ユニット 情報収集
ユニット

ブロード
バンド
ルーター

極性なし

形名にH-1M, IFU-1 がつく製品は無線
LANタイプであり、LANケーブルは不要。
形名にH-1Yがつく製品は有線 LANタ
イプであり、LANケーブルが必要。

CN
70
3

CN10 TRM1

CN1

CN11
CN12

LAN
ケーブル
（市販）

LAN
ケーブル
（同梱2m）

P.14

P.7 P.46
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＜全量買取制度の場合＞

 応用例1 　この構成は「出力制御なし」 P.16  の場合のみとなります。
 ■ 適合外パワーコンディショナ P.14 、または適合パワーコンディショナ11、12台目と混在させる場合

S

L

AC100V電源 

S

L

電力計測用電流センサー  PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ（別売） 

S

L

太陽光発電用
ブレーカー

主電源用漏電
ブレーカー

カラーモニター用
ブレーカー

発電電力計測用電流センサー
PV-DC01-HQ（別売）

契約
ブレーカー

太陽電池
モジュール

S

L

適合外パワーコンディショナ 

系統電源※1

L1またはL2

L2またはL1
N

系統電源※1 

L1またはL2

L2またはL1
N

通信ケーブル 適合パワーコンディショナ 適合パワーコンディショナ 

CN101CN101 極性あり

極性
あり

計測ユニット

通信ケーブル 

表示ユニット 情報収集
ユニット

ブロード
バンド
ルーター

極性なし

形名にH-1M, IFU-1 がつく製品は無線
LANタイプであり、LANケーブルは不要。
形名にH-1Yがつく製品は有線 LANタ
イプであり、LANケーブルが必要。

CN
70
3

CN10 TRM1

CN1

CN11
CN12

（11、12台目の適合パワーコンディショナ）

LAN
ケーブル
（市販）

LAN
ケーブル
（同梱2m）

P.14

※1  適合外パワーコンディショナは、カラーモニター用ブレーカーを接続した系統電源と同じ位相である必要があります（位相が異なると正
しく計測はできません）。

P.7

P.8

P.46

P.50

 応用例2
 ■ 外部発電機（エコウィル、エネファームなど）がある場合※2

太陽光発電用ブレーカー

太陽電池
モジュール

系統電源 

L1またはL2

L2またはL1

系統電源 

L1またはL2

L2またはL1
N

S

L

契約
ブレーカー

S

L
S

L

主電源用漏電
ブレーカー

電力計測用電流センサー  PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ（別売） 

N

S

L

発電電力計測用
電流センサー
PV-DC01-HQ（別売）   

外部発電機 

AC100V電源 

カラーモニター用
ブレーカー

通信ケーブル 適合パワーコンディショナ 適合パワーコンディショナ 

CN101CN101 極性あり

極性
あり

計測ユニット

通信ケーブル 

表示ユニット 情報収集
ユニット

ブロード
バンド
ルーター

極性なし

形名にH-1M, IFU-1 がつく製品は無線
LANタイプであり、LANケーブルは不要。
形名にH-1Yがつく製品は有線 LANタ
イプであり、LANケーブルが必要。

CN
70
3

CN10 TRM1

CN1

CN11

CN12

LAN
ケーブル
（市販）

LAN
ケーブル
（同梱2m）

P.14

※2 外部発電機の発電量計測は正確な消費量を計測するために使用し、カラーモニターの発電（データ）には表示されません。

P.7

P.8

P.46

P.50
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システム概要　つづき

 ＜全量買取制度の場合＞

 応用例3
 ■ 定置型蓄電池 P.14  と併設する場合

発電電力計測用
電流センサー
PV-DC01-HQ
（別売）   

電力計測用電流センサー  PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ（別売） 

主電源用漏電
ブレーカー

S

L

カラーモニター用
ブレーカー

AC100V電源 

 一般負荷
電源ライン 定置型

蓄電池

太陽光発電用
ブレーカー

S

L

L1またはL2

L2またはL1
N

L1またはL2

L2またはL1
N

系統電源 

系統電源 

太陽電池
モジュール

契約
ブレーカー

S

L

通信ケーブル 適合パワーコンディショナ 適合パワーコンディショナ 

CN101CN101 極性あり

極性
あり

計測ユニット

通信ケーブル 

表示ユニット 情報収集
ユニット

ブロード
バンド
ルーター

極性なし

形名にH-1M, IFU-1 がつく製品は無線
LANタイプであり、LANケーブルは不要。
形名にH-1Yがつく製品は有線 LANタ
イプであり、LANケーブルが必要。

CN
70
3

CN10 TRM1

CN1

CN11

CN12

LAN
ケーブル
（市販）

LAN
ケーブル
（同梱2m）

P.14

P.7

P.8

P.46

P.50

 応用例4
 ■ 個別電力計測用電流センサー（別売）で分岐ブレーカーの個別消費（最大2ヶ所）を計測する場合

AC100V電源 

カラーモニター用
ブレーカー

各負荷へ 

電力計測用電流センサー  PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ（別売） 

個別電力計測用電流センサー  PV-DC06J1-HQ/J2-HQ（別売） 

主電源用漏電
ブレーカー

S

L

S

L契約
ブレーカー

太陽電池
モジュール

太陽光発電用
ブレーカー

S

L

系統電源 

L1またはL2

L2またはL1
N

L1またはL2

L2またはL1
N

系統電源 

通信ケーブル 適合パワーコンディショナ 適合パワーコンディショナ 

CN101CN101 極性あり

極性
あり

計測ユニット

通信ケーブル 

表示ユニット 情報収集
ユニット

ブロード
バンド
ルーター

極性なし

形名にH-1M, IFU-1 がつく製品は無線
LANタイプであり、LANケーブルは不要。
形名にH-1Yがつく製品は有線 LANタ
イプであり、LANケーブルが必要。

CN
70
3

CN10 TRM1

CN1

CN11

CN12

LAN
ケーブル
（市販）

LAN
ケーブル
（同梱2m）

P.14

P.7

P.8

P.46

P.52
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 据付工事全体のながれ

指示に従い
必ず行う

● 電源電線の接続は確実に行う
接続部が過熱して発火する原因になります。

● 配線工事は電気設備の技術基準や内線規程に従って第二種電気工事士の資格者が安全・確実に行う
接続不良や誤った配線工事は感電や火災の原因になります。

据付工事およびカラーモニターの設定は下表の手順により作業を行います（各作業完了後に作業チェックの項目に
レ点を入れるなどして、作業漏れがないようにしてください）。

お知らせ
 複数のカラーモニターを同一場所に設置される場合、カラーモニターの設定完了後に各ユニットの組み合わせを
変更することはできません。

■ 据付工事全体のながれ
○：必須作業　△：オプション作業　－：作業不要

項目 作業 ページ 作業区分
作業
チェック

1. 据付場所の選定
1-1. 各ユニットの配線方法 P.27

○
1-2. 各ユニットの設置スペース P.29

2. 情報収集ユニットの
設置

2-1. 情報収集ユニットの設置 P.31
○ (※ 1)

2-2. ブロードバンドルーター（市販）に接続 P.32

3. 計測ユニットの設置

3-1. 計測ユニットの固定 P.34

○3-2. AC100V電源ケーブルの接続 P.35

3-3. AC100Vブレーカーに接続 P.36

3-4. LANケーブルの接続 P.37 △ (※ 2)
3-5. 通信ケーブルを適合パワーコンディショナに接

続 P.38 ○

4. 表示ユニットの設置
4-1. 通信ケーブルを計測ユニットに接続 P.42

○
4-2. ケーブルの接続 P.43

5 電流センサーの接続

5-1. 電力計測用電流センサーの接続 P.46 △ (※ 3)
5-1(a) 電流センサー接続ケーブルの延長 P.49 △
5-2. 発電電力計測用電流センサーの接続 P.50 △ (※ 4)
5-3. 個別電力計測用電流センサーの接続 P.52 △ (※ 5)
5-4. 計測ユニットカバーの取付け P.54 ○

次ページへ続きます。

※1 ● お買上げ製品の形名が「HQ-D-M06H-1M(H-1Y)」の場合に作業が必要です。
 ● 情報収集ユニットのソフトウェアの自動アップデートが必要になる場合があります。アップデートは30～ 50分の

時間がかかります。
※2 計測ユニットと情報収集ユニット間を有線 LAN接続する場合（本製品の形名にH-1Yが付く製品）のみ、作業が必要です。
※3 買取制度が「余剰買取」、「全量買取でかつ消費を計測する」場合は、消費電力を計測するために電力計測用電流センサー

（別売）を使用しますので、作業が必要です。
※4 「適合外パワーコンディショナ」、「11台目、12台目の適合パワーコンディショナ」、「外部発電機」、「定置型蓄電池」の

いずれかを接続する場合は、発電電力計測用電流センサー（別売）を使用しますので、作業が必要です。
※5 任意の分岐ブレーカーの消費電力を計測する場合は、個別電力計測用電流センサー（別売）を使用しますので、作業が

必要です。
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○：必須作業　△：オプション作業　－：作業不要

項目 作業 ページ 作業区分
作業
チェック

6. カラーモニターの設
定（施工設定モード）

カラーモニターの設定をする前に P.55 ○
6-1. 日付・時刻の設定 P.57

○6-2. 運用種別 P.17  の設定 P.58

6-3. 適合パワーコンディショナの検出 P.59

6-4. 適合パワーコンディショナの整定値一括設定 P.60 △ (※ 1）
6-5. 制御対象容量 P.17  の設定 P.63 △ (※ 2）
6-6. 買取制度の選択 P.64 ○
6-7. オプションセンサーの選択 P.65 ○
6-8. オプションセンサーの判定 P.66

△ (※ 3）

6-8(a). 外部発電機用の発電電力計測用電流セ
ンサーの方向判定 P.66

6-8(b). 定置型蓄電池用の発電電力計測用電流
センサーの方向判定 P.67

6-8(c). 適合外パワーコンディショナ用の発電電
力計測用電流センサーの方向判定 P.68

6-8(d). 個別電力計測用電流センサーの方向判
定 P.69

6-9. 電力計測用電流センサーの方向判定 P.70 △ (※ 4）
6-10. 保護機能動作履歴表示設定 P.72 ○
6-11. 設定確認 P.74 ○

 ■ ネットワークを使用
する場合の設定

運用種別 P.17
出力制御なし／ネットワークなし － － (※ 5)
出力制御なし／ネットワークあり （※6） ○
出力制御あり／ネットワークなし － － (※ 5)
出力制御あり／ネットワークあり （※6） ○

■ 出力制御に対応する
場合の発電所 ID の
設定

運用種別 P.17
出力制御なし／ネットワークなし

－ － (※ 5)
出力制御なし／ネットワークあり
出力制御あり／ネットワークなし

P.102 ○
出力制御あり／ネットワークあり

８. 据付工事後の確認 試運転 P.80 ○

９. お客様への説明 P.82 ○

※１ パワーコンディショナで整定値の設定を行っていない時、または整定値の変更が必要な場合、作業が必要です。
※２ 「運用種別の設定」 P.58 で [出力制御あり／ネットワークなし ]または [ 出力制御あり／ネットワークあり ]を選択し

た場合のみ、設定画面が表示されますので設定を行ってください。
※３ オプションセンサーを使用する場合のみ、設定画面が表示されますので設定を行ってください。
※４ 「買取制度の選択」 P.64 で「余剰」または「全量（消費計測あり）」を選択した場合のみ、設定画面が表示されますの

で設定を行ってください。
※５ 設定の必要がないので設定画面が表示されません。次の作業にお進みください。
※６ インターネット接続が開通済みの場合は「インターネット接続が「開通済み」の場合」 P.75  を、「インターネット接

続が「未開通」の場合」は「インターネット接続が「未開通」の場合」 P.78  を参照ください。

 据付工事全体のながれ　つづき
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据
付
場
所
の
選
定

1

 1. 据付場所の選定
 1-1. 各ユニットの配線方法
■ 通信ケーブルおよび電力計測用電流センサーケーブルの配線

適合外パワーコンディショナ
外部発電機など

表示ユニットを壁に直接取付ける場合

表示ユニットをスイッチボックスに取付ける場合通信ケーブルを埋設配線
する場合

通信ケーブルを露出配線
する場合

通信ケーブル（PVC線2芯）※１

計測ユニット 極性なし

極性なし

極性あり

極性あり

下ケース

木ネジ

表示ユニット本体

下ケース

表示ユニット本体
スイッチ
ボックス
（市販）

スイッチボックス
取付用ネジ（市販）

通信ケーブル
（PVC線2芯）※１

通信ケーブル（PVC線2芯）※１ 通信ケーブル（PVC線2芯）※１

ロックナット・ブッシング
（市販）適合パワーコンディショナ

適合パワーコンディショナ

契約ブレーカー 

（通信ケーブルを埋設配線）

（通信ケーブルを露出配線）

電力計測用電流センサー 

電力計測用電流センサー
接続ケーブル
（2.5m、最大25mまで　　　　　） 

P.43

P.43

P.49

P.50

※１ 総延長は「■パワーコンディショナ機種による仕様の違い」 P.14  を参照ください。

P.7

P.7

P.7
P.7

P.7

P.7

P.7

P.7

P.14

P.14

P.46

P.5

P.14

P.7
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1. 据付場所の選定　つづき

※1 計測ユニットと情報収集ユニットの無線 LAN接続は「ネットワーク接続」 P.75~79  の施工設定時に実施
します（2回目以降の接続は「WPS（無線）接続を行う」 P.94  にて実施します）。

※2 ネットワークハブ（市販）を使用することで、最大500mまで延長可能です。
 （ネットワークハブの使用方法などについては、ネットワークハブの取扱説明書などを参照ください。）
※3 情報収集ユニットに LAN接続された計測ユニットは、施工設定により三菱電機クラウドサーバーに登録さ

れます。複数台のカラーモニターを設置されているなどで、施工設定後に、LAN接続配線先を入れ替えるな
どの変更をされるとサーバー通信障害エラーになりますので、LAN接続配線を変えないでください。

■ 無線 LAN（電波）について
● 無線 LANと電波法について
• 本製品は2.4GHz 周波数帯の無線 LAN通信（IEEE802.11 b/g/n 準拠）を行います。
• 本製品に内蔵する無線LANアダプターは工事設計認証を取得しているため免許を申請する必要はありません。

● 電子レンジの近くでのご使用は、無線 LANの通信に影響を及ぼす場合があります。
● 本製品とコードレス電話機や電子レンジなどの電波を放射する機器との距離が近すぎると、データ通信速度が低
下したりデータ通信が切れる場合があります。また、コードレス電話機の通話にノイズが入ったり、発信・着信
が正しく動作しない場合があります。このような場合は、お互いを1m以上離してお使いください。

● 計測ユニット内の無線 LANアダプター（形名にH-1M, IFU-1 がつく製品のみ）のボタンは使用しませんので、
無線 LANアダプターを計測ユニットから取り外さないでください。

 ■ LANケーブルの配線

有線LANで接続する場合
（形名にH-1Yがつく製品）

無線LANで接続する場合
（形名にH-1M, IFU-1がつく製品）情報収集ユニット

※１

インターネット

LAN WANWAN

LAN

計測ユニット

計測ユニット

ブロードバンドルーター
（市販）

LANケーブル（市販）※3

（ストレートケーブル　カテゴリ5e以上
　最大100m※2）

LANケーブル
（同梱2m）※3

（ストレートケーブル
　カテゴリ5e以上
　最大100m※2）

H-1M, IFU-1（無線 LAN）

H-1Y（有線 LAN）

電波が届きにくい、または
距離が10m以上ある場合は、
無線 LAN中継器（市販）を
使用します。 
　　　を参照ください。

ブロードバンドルーター（市販）
と情報収集ユニットを無線 LAN
で接続する場合は、無線 LAN
イーサネットコンバータ（市販）
を使用します。
　　　 を参照ください。

インターネット接続を後日行う場合も
情報収集ユニットを設置してください。

情報収集ユニットをブロードバンド
ルーターに接続する前にブロードバ
ンドルーターがインターネットに
接続可能であることを確認してくだ
さい。

情報収集ユニットと計測ユニッ
ト間の距離を1m以上空けてく
ださい。
最大距離は見通しのよい所で
10m程度です。

メモ

メモ

P.8

P.7

P.7

P.98

P.97

お願い

P.32

P.37

お願い
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据
付
場
所
の
選
定

1

 1-2. 各ユニットの設置スペース
「安全のために必ず守ること」 P.3̃4  を参照して据付場所を選定してください。
計測ユニット

ネジ締め作業の
スペースを確保  

カバー 

空間離隔距離
50mm以上  

カバー固定ネジ 

 
計測ユニットは、下記の場所に設置してください。
● 計測ユニットは分電盤の近くに設置してください
（分電盤の中に据付けできません）。
● 各ユニットに接続可能な場所を選定してください。
P.27 を参照ください。

● 左図のスペースを確保してください。

お願い
● 計測ユニットを設置する壁は製品質量1kgに耐
えられる強度があることを確認してください。

● 計測ユニットを回転させたり、寝かせて設置し
ないでください。また、配線口（埋設配線口）
は本体下側にしてください。

● 計測ユニットはユニットバス上や、天井裏など
の密閉された場所に設置しないでください。

● 屋外または車庫や納屋など、屋外と同程度の場
所に設置しないでください。

 埋設配線をする場合
左図寸法を参照して壁穴を開け、壁内にトラップを
もうけて各ケーブルを引き込むことで埋設配線を行
うことができます。壁から外気が進入すると結露を
おこし故障につながるおそれがありますので、各配
線を壁から引き出したら、配線口のすき間をシール
パテ（市販）で必ずふさいでください。

ケーブル引き出し範囲
（壁穴開口寸法） 

埋設配線口

単位（mm）

本体外形
イメージ  

7

17
.5

32

20 57

計測ユニット
本体裏側 

禁止

計測ユニットを2.8m以上の高さに設置
しない
落下したとき、けがの原因になります。

禁止

幼児の手の届く場所に取付けない
けがの原因になることがあります。
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表示ユニット

表示ユニットは、下記の場所に設置してください。
● 左図のスペースを確保してください。
● 壁に直接据付けたり、2 個用スイッチボックス
（JIS C 8340）を埋込み据付けることができます
（ P.27  を参照ください）。
● 壁に直接据付ける場合は平らな壁に据付けてくださ
い。凸凹があると液晶表示部の割れや故障の原因と
なります。

お願い

 直射日光が当たるところには設置しないでくださ
い。単位（mm）

表示ユニット周囲
との離隔距離

30 30

1
2
0

3
0

禁止

表示ユニットを1.8m以上の高さに設置
しない
落下したとき、けがの原因になります。

情報収集ユニット

情報収集ユニットは、下記の場所に設置してください。
前後左右50mm、上50mm以内に、パソコンや壁な
どの物がない場所に設置してください（壁掛けの場合
は、壁掛け面を除く上下左右に50mmの空間を作っ
てください）。

お願い
● 冷蔵庫や TVなど、ノイズ源となる可能性のあ
る機器の近くには設置しないでください。

● 情報収集ユニットを横置きや重ね置きしないで
ください。横置きや重ね置きすると内部に熱が
こもり、故障の原因になることがあります。

● 情報収集ユニットと計測ユニット間の通信が無
線 LAN接続の場合、情報収集ユニットと計測ユ
ニットの設置場所は1m以上の距離を空けてく
ださい。

50

単位（mm）

5050

50

50

禁止

通風孔をふさがない
横向きに寝かせて使用すると内部に熱が
こもり、火災の原因になります。

禁止

幼児の手の届く場所に取付けない
けがの原因になることがあります。

禁止

幼児の手の届く場所に取付けない
けがの原因になることがあります。

 1. 据付場所の選定　つづき
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2. 情報収集ユニットの設置

縦置き設置の場合

● 本施工は情報収集ユニットが同梱している製品（形名が「HQ-D-M06H-1M(H-1Y)」）が対象です。
● 情報収集ユニットに関する同梱品の一覧は P.6  を参照ください。

 2-1. 情報収集ユニットの設置

1  情報収集ユニットに付属のスタンドを底
面が壁側になるように、付属の壁掛け設
置用ネジで取付けます
あらかじめ、スタンドを情報収集ユニットに装
着して設置方向および設置スペースを確認して
からスタンドを取付けてください。

2  情報収集ユニットを下にスライドさせて
固定させます。このとき、力をかけすぎ
ると情報収集ユニットおよび壁が破損す
るおそれがありますのでお気をつけくだ
さい
お願い
● 壁掛け時には落下すると危険ですので、大
きな衝撃や振動などが加わる場所には設
置しないでください。

● 壁掛け設置されている状態でケーブルな
どの接続などを行う際には、落下すると危
険ですので必ず情報収集ユニット本体を
手で支えながら行ってください。

● 壁掛け設置用ネジの先端が壁から突き出
ないようにお気をつけください。

● スタンドの取付けおよび情報収集ユニッ
トがしっかり取付けされていることをご
確認ください。

開口部を上向きにして
壁に取付ける

図のように、情報収集ユニット本体に付属のスタンド
を付けて縦置きでご使用ください。

壁掛け設置の場合

指示に従い
必ず行う

据付工事は製品質量に耐える壁面に確実
に据付ける
落下によりけがの原因になります。
石膏ボードなど壁材が弱い場合は、ボー
ド用アンカーなどで補強する
落下によりけがの原因になります。
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 2-2. ブロードバンドルーター（市販）に接続

LANケーブル

情報収集ユニット

①WANポートに接続

②LANポートに接続

③

ブロードバンドルータ
（市販）

電源アダプターの
コード

LANケーブル

1  情報収集ユニットのWANポート①とブ
ロードバンドルータ（市販）のLANポー
ト②をLANケーブルで接続します
お願い

● LANケーブルは同梱のもの P.6  を使
用、または市販の LANケーブル（ストレー
トケーブル、カテゴリー5e以上）を使用
してください。

● WANポートと LANポートの接続間違い
にお気をつけください（間違えると正しく
通信できません）。

● ブロードバンドルータの LANポートの位
置はブロードバンドルータの取扱説明書
を参照ください。

2  電源アダプターのコード③を情報収集ユ
ニットに接続します

禁止

付属の電源アダプター以外は使用しない
火災・感電の原因になります。

3  電源アダプターの電源プラグを電源コンセント（交流100V）に接続します
情報収集ユニットのランプ P.12  が一度全点灯した後、約１分後に機器の状態を表すランプの点灯になり
ますので、機器の状態が正常であることの確認をしてください。

 ランプの表示から機器の状態を確認
回線状況
ランプ

WAN
ランプ 機器の状態 対処

緑点灯
緑点灯
または
緑点滅

正常。
次ページの手順４にお進みください（手順４は手順３までを行って
から約10 分後に行う必要があります。「計測ユニットカバーの取付
け」 P.54  まで先に施工を行うことができます）。

橙点灯 消灯
情報収集ユニットのWAN
ポートに LANケーブル
が接続されていません。

お客様のインターネット接続が「開通済み」の場合
以下のことをご確認ください。
・ LANケーブルが正しく接続されている
・LANケーブルが断線していない
・ブロードバンドルーターの電源が入っている
お客様のインターネット接続が「未開通」の場合
「計測ユニットの設置」 P.34  にお進みください。

橙点灯
緑点灯
または
緑点滅

情報収集ユニットの IP
アドレスが取得できませ
ん。

お客様準備のブロードバンドルーター（市販）の IPアドレス割当設
定が正しくできているかをご確認ください（設定についてはブロー
ドバンドルーターの取扱説明書を参照ください）。

お願い  
● お客様のインターネット接続が「開通済み」の場合
 本手順に従って設置してください。手順1の前に、手順2および手順3を行うと、設定に時間がかかる場合
があります。

● お客様のインターネット接続が「未開通」の場合
 手順２および手順3のみを行ってください。また、必要に応じてインターネット接続可能な環境にて、情報
収集ユニットを予めアップデートしておいてください（作業詳細は手順４～６ P.33 を参照ください）。

2. 情報収集ユニットの設置　つづき
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 4  情報収集ユニットのソフトウェアのアップデート有無を確認します
手順１～３を行ってから10分以上経過後、情報収集ユニットのオプション３ランプ P.12  の表示を確認
します。

お知らせ
 情報収集ユニットの電源を入れてから10分経過する前だと、正しいランプ状態になっていない場合があ
ります。

ランプの表示から情報収集ユニットのソフトウェアのアップデート有無および完了を確認
オプション３
ランプ状態 対処

消灯 アップデートの必要はありません。「計測ユニットの設置」 P.34  にお進みください。

青点滅 アップデート中ですので、オプション３のランプが「青点灯」になるまでお待ちください。
（アップデート完了までに20分～30分の時間がかかります。）

青点灯 アップデートが完了したので手順５の作業を行ってください。

5  電源アダプターのコードを情報収集ユニットから抜き、10秒以上経過してから再び差しま
す

6  情報収集ユニットのランプ表示で情報収集ユニットの状態を確認します
情報収集ユニットの電源を入れてから、再度10分以上経過後、ランプ表示で情報収集ユニットの状態を確
認します。

お知らせ
 情報収集ユニットの電源を入れてから10分経過する前だと、正しいランプ状態になっていない場合があ
ります。

 ランプの表示から情報収集ユニットの状態を確認（各ランプの位置は P.12  を参照ください。）
回線状況
ランプ

オプション１
ランプ

WAN
ランプ

オプション3
ランプ 機器の状態　⇒　対処

緑点灯 緑点灯
緑点灯
または
緑点滅

消灯 正常⇒「計測ユニットの設置」 P.34  にお進みください。

上記以外 異常⇒手順３および４をご確認ください。

※ オプション2ランプなど上記以外のランプ表示は確認不要です。
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 3. 計測ユニットの設置

カバー 

下側から
はずす  

計測ユニット
カバー固定ネジ 

 3-1. 計測ユニットの固定

1  計測ユニットカバー固定ネジ2本をはず
し、計測ユニットのカバーをはずします

2  付属の木ネジ（4.1×16mm）3本で、計
測ユニットを壁に固定します

お願い
● 木ネジで固定する際、木くずなどが計測ユニッ
ト内部に残らないように取り除いてください。

● 固定後、計測ユニットがしっかり固定されてい
ることをご確認ください。

お知らせ  
 付属の木ネジ以外を使用すると、落下などのおそれ
があります。

計測ユニットに関する同梱品の一覧は P.5 を参照ください。

本体 本体 

木ネジ  木ネジ  

H-1M, IFU-1（無線 LAN） H-1Y（有線 LAN）

指示に従い
必ず行う

分電盤およびパワーコンディショナ内の作業は、低電圧用ゴム手袋を使用して配線作業を行う
感電のおそれがあります。

計測ユニットの電源は交流100Vを使用する
交流100V以外を接続すると、火災・感電・故障の原因になります。

指示に従い
必ず行う

据付工事は製品質量に耐える壁面に確実に据付ける
落下によりけがの原因になります。

石膏ボードなど壁材が弱い場合は、ボード用アンカーなどで補強する
落下によりけがの原因になります。
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端子台 

黒

NL

保護
チューブ 

電源
ケーブル 

白 

端子台のネジ 

電源ケーブル

保護チューブ
（付属）

コードクリップ
固定ネジ  コードクリップ

端子台カバー

端子台カバー
止めネジ

保護チューブに通した
電源ケーブル

 3-2. AC100V電源ケーブルの接続

コードクリップ
固定ネジ  

端子台カバー

端子台カバー
止めネジ

コードクリップ
固定ネジ  

端子台カバー

端子台カバー
止めネジ

コード
クリップ

コード
クリップ

本体 本体 

保護チューブ

H-1M, IFU-1（無線 LAN） H-1Y（有線 LAN）

1  端子台カバー止めネジ2本をはずし、端
子台カバーをはずします

2  コードクリップ固定ネジ2本をはずし、
コードクリップをはずします

※ コードクリップで止められている保護チューブは手
順４にて使用しますので捨てないでください。

3  電源ケーブル（VVF2芯単線φ1.6）の皮
むきをします

 

20mm 40mm 

皮むき寸法10mm 電源ケーブル
（VVF 2芯単線φ1.6） 

※ 電源入力端子から配線口までのケーブル長は約
50mm必要です。

4  電源ケーブルを付属の保護チューブに通
し、端子台のネジ2本で固定します

 （ネジ締付けトルク1.0 ～ 1.3N･m）
白色のケーブルをN側、黒色のケーブルを L側
に接続してください。

5  保護チューブに通した電源ケーブルを
コードクリップで押さえ、コードクリッ
プ固定ネジ2本で固定します
● 電源ケーブルは引っぱっても動かないように
確実に固定してください。

● コードクリップは保護チューブの上から押さ
えつけてください。

6  端子台カバー止めネジ2本で端子台カ
バーを固定します
端子台カバーは保護チューブの上から押さえつ
けるように固定してください。

お願い
 コードクリップ、端子台カバーを確実に固定してく
ださい。

お願い
 上記のネジ以外は外さないでください。
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カラーモニター用 

分電盤内
分岐ブレーカー 
(5～20A) 

ラベルを貼り付ける 

計測ユニットの
電源ケーブルから
(VVF線 2芯単線φ1.6)

黒色の電源ケーブル 

白色の電源ケーブル L N

 1  分電盤内の空き分岐ブレーカー（交流
100V）に、計測ユニットの端子台から
の電源ケーブル（VVF2芯単線φ1.6）を
接続します
● 分電盤内に空き分岐ブレーカーがない場合
は、分岐ブレーカー（5～ 20A）を増設し
てください。

● 白色の電源ケーブルを分岐ブレーカーの中性
線（N）側、黒色の電源ケーブルを分岐ブレー
カーの L側に接続してください。

● 計測ユニットを接続した分岐ブレーカー近く
の見やすい位置に同梱の「計測ユニット用分
岐ブレーカーラベル」 P.5  から「カラーモ
ニター用」をはがして貼り付けてください。

 （他のブレーカーと区別するために必ず貼り
付けてください。）

お願い
計測ユニットの電源は、分電盤内の空き分岐
ブレーカー、または増設した分岐ブレーカー
からとるようにしてください。
（コンセントから電源をとると、誤計測の原
因となります。）

お知らせ
カラーモニター用ブレーカーを接続する電源
と、発電電力計測用電流センサーで計測する
パワーコンディショナの電源の位相が異なる
場合は、発電を正しく計測することができま
せん。

 3-3. AC100Vブレーカーに接続

※ この時点ではブレーカーを「入」にしないでください。

3. 計測ユニットの設置　つづき
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 3-4. LANケーブルの接続（形名にH-1Yが付く製品）

1  情報収集ユニットのLANポートにLAN
ケーブル（市販）P.7 を差し込みます
お願い  
「カチッ」と音がするまで差し込んでくださ
い。差し込みが不十分な場合、通信異常の原
因になります。

2  計測ユニットのLAN端子にLANケーブ
ルを接続します
お願い
● 「カチッ」と音がするまで差し込んでくだ
さい。差し込みが不十分な場合、通信異常
の原因になります。

● LANコネクタには余分な応力が加わらな
いよう、LANケーブルを引き廻してくだ
さい。

● LANケーブルは計測ユニット本体からは
み出さない様、LANケーブルを引き廻し
てください。

LAN端子

LANケーブル

H-1Y（有線 LAN）

計測ユニットと情報収集ユニット間を有線 LAN接続 P.28 する場合に以下の作業を行います。無線 LANの場合
は後作業にて行いますので「3-5」にお進みください。

LANポート

LANケーブル

 ブロードバンドルーターと
 接続されたLANケーブル
（WANポートに接続）

P.32
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 3-5. 通信ケーブルを適合パワーコンディショナに接続

3. 計測ユニットの設置　つづき

■ 通信ケーブルの接続について
通信ケーブル総延長、パワーコンディショナの最大接続台数は「■パワーコンディショナ機種による仕様の違い」 
P.14  を参照ください。

お願い  
● パワーコンディショナと接続する通信ケーブルには極性（＋ /－）があります（極性を誤ると通信ができま
せん）。

● 複数台のパワーコンディショナへ接続する場合はバス結線で接続してください。また、別途パワーコンディ
ショナのアドレス設定 P.39  の設定を行ってから「■接続前の準備」に入ってください。

適合パワー
コンディショナ

表示ユニット

極性なし

適合パワー
コンディショナ

計測ユニット

1台目 2台目 10台目

ボタンを矢印の方向に押しながら
通信ケーブルを差し込む

（＋）

（－）

通信ケーブル モニター用端子 
（CN101）

ボタンを矢印の方向に押しながら
通信ケーブルを差し込む

（＋）

（－）

通信ケーブル モニター用端子 
（CN101）

2台目の
パワーコンディショナへ

計測ユニットへ 絶縁被覆付き閉端接続子

TRM1

通信ケーブル 通信ケーブル 

表示ユニットへ
（極性なし）

適合パワーコンディショナへ
（極性あり）※1

TRM1端子を拡大した図

⊕→ ←⊖

（＋）（－）（無極性）

極性あり

極性あり

極性あり

極性あり

極性あり

P.7

P.40P.40
P.40

P.41

P.41
P.42

P.40

P.7
P.7

※１ 接続時に通信ケーブルをショートさせないようにしてください。

■ 接続前の準備
お願い  
 通信ケーブルの接続時は、すべての太陽電池開閉器、直流開閉器を「切」、パワーコンディショナの運転切換スイッ
チを「停止」、分電盤の太陽光発電用ブレーカーを「切」にしてください（パワーコンディショナを運転したま
まだと、通信ケーブルの接続でショートし、パワーコンディショナが故障する場合があります）。
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 ■ パワーコンディショナのアドレス設定
適合パワーコンディショナを複数台接続する場合に設定します。
お願い  ● アドレス設定を行うために、フロントパネルを取りはずす必要があります。

 取りはずし方法はパワーコンディショナの据付工事説明書を参照ください。
● 日射がありパワーコンディショナが発電可能な状態で行ってください。

  1  パワーコンディショナの運転切換スイッ
チを「停止」にします

2  デジタル表示部右横の「設定SETスイッ
チ」を「設定」にして設定モードにします

3  デジタル表示部を見ながらアドレス設定
をします。接続するすべてのパワーコン
ディショナに異なるアドレスを設定して
ください
アドレス番号は下記の表を確認し設定してくだ
さい。

アドレス変更スイッチ操作
UP
スイッチ

アドレスの数値
が大きくなる (rCA 0 → 1→ 2→…→9)

DOWN
スイッチ

アドレスの数値
が小さくなる (rCA 9 → 8→ 7→…→0)

お願い  
アドレス設定中は、「表示切換スイッチ」は
押さないようにしてください。誤って押した
場合は、表示が「 」になるまで繰り返し
押してください。表示は以下のように切替わ
ります。

 

 4  設定が完了したら「設定SETスイッチ」を
「通常」に戻します

運転切換
連系自立 停止

設定
通常

表示切換スイッチ
（押さないでください。）設定SETスイッチ

デジタル
表示部

UPスイッチ

DOWNスイッチ

運転切換スイッチ

※上の図は屋内タイプ（HQ-D-K○○）の場合で、屋内・屋外
兼用タイプ（HQ-D-RA○○）の場合は運転切替スイッチのス
イッチカバーを取外す必要があります（詳細はパワーコンディ
ショナの据付工事説明書を参照ください）。
　スイッチの位置は上図と同様になります。
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3. 計測ユニットの設置　つづき

1  通信ケーブルを図のように加工します
露出配線の場合、２重シース（皮）タイプの通
信ケーブルは外周シース（皮）を 20mm程度
にむきます。

2  接続図を参照して通信ケーブルを接続し
ます
お知らせ
パワーコンディショナへ接続する通信ケーブ
ルには極性 (＋ /－ ) があります。極性を誤
ると通信ができません。

お願い  
● 各ケーブルの差し込み状態を確認してく
ださい。差し込みが不十分の場合、通信異
常発生の原因になります。

● 接続時に通信ケーブルをショートさせな
いようにしてください。

3  配線の処理を行います
お願い  
● 通信ケーブルを接続する際に、壁穴を埋め
たパテを触った場合、必ず元通りに配線口
を埋め戻してください。

● パワーコンディショナとの通信ケーブル
は、電力線（直流側ケーブル、交流側
ケーブル）やこの製品以外の通信線と
300mm以上離し、同一管内への配線は
行わないでください（通信異常の原因にな
ります）。

 4  フロントパネルなどを元通りに取付けます
取付方法はパワーコンディショナの据付工事説
明書を参照ください。

20mm 

皮むき寸法
 9mm

内周のシース

外周のシース

※上図は屋内タイプ（HQ-D-K○○）の場合で、屋外・屋内兼用
タイプ（HQ-D-RA○○）の場合も端子位置および接続方法は上
図と同様になります。

離して配線すること

通信ケーブル モニター用端子
（CN101） 

通信ケーブル

ノックアウト穴
（φ10mm）

露出配線の場合

ボタンを矢印の方向に押しながら
通信ケーブルを差し込む

（＋）
（＋）

（－） （－）

 ■ 適合パワーコンディショナ側の接続
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1  通信ケーブルを図のように加工します
露出配線の場合、2重シース（皮）タイプの通信
ケーブルは外周のシース（皮）を 20mm程度
（カバーの外側に合う長さ）にむきます。

2  通信ケーブルを速結端子（TRM1の左側
２端子）に接続します
● 極性を合わせて接続してください（極性を誤
ると、通信ができずパワーコンディショナが
正常に動きません。また、故障の原因になる
場合があります）。

● 速結端子にケーブルを接続するときは、速結
端子のボタンを押しながらケーブルを差し込
み、差し込んだままボタンを放してください。

内周のシース

外周のシース

TRM1

ボタンを
矢印方向に押す 

通信ケーブル 

皮むき寸法9mm

皮むき寸法が正しくないと
接触不良や短絡の原因となります。 

20mm

速結端子
(TRM1) 

(+)(－)

(+) (－)

(+)

(－)
斜め下から
挿入

 ■ 計測ユニット側の接続

お願い
● ここでは計測ユニットのカバーは取付けません。
 計測ユニットの配線が完了してからカバーを取付けてください。
● 各ケーブルの差し込み状態を確認してください。差し込みが不十分な場合、通信異常発生の原因になります。
● 接続時に通信ケーブルをショートさせないようにしてください。
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1  通信ケーブルを図のように加工します
露出配線の場合、2重シース（皮）タイプの通
信ケーブルは外周のシース（皮）を 20mm程
度（カバーの外側に合う長さ）にむきます。

2  通信ケーブルを速結端子（TRM1の右側
２端子）に接続します
● 表示ユニットと計測ユニットの間の通信ケー
ブルは、極性はありません。

● 速結端子にケーブルを接続するときは、速結
端子のボタンを押しながらケーブルを差し込
み、差し込んだままボタンを放してください。

 4-1. 通信ケーブルを計測ユニットに接続

TRM1

PVC線２芯

皮むき寸法9mm 

外周のシース

内周のシース

皮むき寸法が正しくないと
接触不良や短絡の原因となります。 

20mm 

表示ユニット

計測ユニット

ボタンを
矢印方向に
押す 

通信
ケーブル 

速結端子
(TRM1) 

斜め下から
挿入

表示ユニット側の
接続は P.43~44
で行います。

お願い
● ここでは計測ユニットのカバーは取付けません。
 計測ユニットの配線が完了してからカバーを取付けてください。
● 接続時に通信ケーブルをショートさせないようにしてください。
● 各ケーブルの差し込み状態を確認してください。差し込みが不十分な場合、通信異常発生の原因になります。

4. 表示ユニットの設置
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1  表示ユニット本体を下ケース（表示ユ
ニットの裏蓋）から取りはずします
① 表示ユニット下部にあるネジをはずします。 
はずしたネジをなくさないようにしてくださ
い。

② 下ケースの蓋を開けます。蓋の開け方は下記
を参照ください。

③ 表示ユニット本体と下ケース間のコネクタ
ケーブルを取りはずします。

④ 表示ユニット本体を下ケースからはずしま
す。

表示ユニット本体

下ケース ネジ

 4-2. 表示ユニットの固定、通信ケーブルの接続

表示ユニットをスイッチボックスに取付ける場合：20mm
表示ユニットを壁に直接取付ける場合：130mm

皮むき寸法10mm 

外周のシース

内周のシース

① 左手（右手）の親指のハラを
　 下ケースのケーブル口に添えます。
  （ケーブルを指に挟まないように
　 してください。）

② 右手（左手）の親指のハラで
　 表示ユニットの爪を下方向に
　 押さえて0.5ｍｍ～１ｍｍ程度
　 の隙間を空けます。

③ 左手（右手）の親指でハラで
　 下ケースを持ち上げます。

2  通信ケーブルを図のように加工します
２重シース（皮）タイプの通信ケーブルは外周
のシースを図のようにむきます。
皮むき寸法が正しくないと接触不良や短絡の原
因となります。

下ケースの蓋の開け方について
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下ケース

通信ケーブル

端子台

この部分は下ケースの一部です。

通信ケーブル

4. 表示ユニットの設置　つづき

木ネジ

下ケース

通信ケーブル

表示ユニット本体
薄肉部 

① 通信ケーブルを図のように下ケースへ引き込
みます。

② 下ケースを途別用意のスイッチボックス取付
用ネジ4本で固定します。

お願い  
壁から外気が侵入すると、製品内が結露し、
故障につながることがあります。そのため、
パテまたはシリコン系シーリング材で通信
ケーブル引き込み部をふさいでください。

 3  下ケースを設置場所に取付けます

    表示ユニットを壁に直接取付ける場合 

  表示ユニットをスイッチボックス（2個用）に取付ける場合 

下ケース

ロックナット・ブッシング（市販）

通信ケーブル

スイッチ
ボックス
（市販）

スイッチボックス
取付用ネジ（市販）

① 通信ケーブルを図のように下ケースへ引き込
みます。通信ケーブルは、下ケースの上部か
ら引き込みます。

② 付属の木ネジ4本で下ケースを壁に固定しま
す。

③ 表示ユニット本体の上部裏側の薄肉部をニッ
パーなどで切り取ります。

指示に従い
必ず行う

据付工事は製品質量に耐える壁面に確実
に据付ける
落下によりけがの原因になります。
石膏ボードなど壁材が弱い場合は、ボー
ド用アンカーなどで補強する
落下によりけがの原因になります。

 4  通信ケーブルを接続します
下ケースの端子台のネジをゆるめ、通信ケーブ
ルを締めつけ接続します。
（締付トルク：0.5 ± 0.1N·m）

お願い
● ケーブルの接続状態を確認するため、通信
ケーブルをかるく引っ張って抜けないこ
とをご確認ください。

 （接続が不十分の場合、通信異常発生の原
因になります。）

● 接続時に通信ケーブルをショートさせな
いようにしてください。

P.7

P.7P.7

P.5
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表示ユニット
本体

下ケース

 5  表示ユニット本体を下ケースに取付けま
す
① 下ケースのコネクタケーブルを表示ユニット本
体のコネクタに取付けます。

② 通信ケーブルを表示ユニットの裏側に収めま
す。

③ 表示ユニット本体を下ケースの引っ掛け部
（ケース上部）に合わせて両側の押さえで固
定します。

④ 表示ユニット本体の底面をネジ1本で固定し
ます。
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 5. オプションセンサーの接続

 5-1. 電力計測用電流センサー（PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ）の接続
（オプション作業）

消費電力を計測するために必要な電力計測用電流センサーを接続する場合に以下の作業を行います。全量買取制度
でかつ消費電力を計測しない場合は、「5-2」にお進みください。

■ 計測ユニット側の接続

電力計測用電流センサー接続のケーブルをコ
ネクタ（CN10）に接続します
お願い
● 木ネジで固定する際、木くずなどが計測ユニッ
ト内部に残らないように取り除いてください。
ケーブルの差し込み状態を確認してください。
差し込みが不十分な場合、正しく計測できない
場合があります。

● 有線 LANの場合、LANケーブルの引き廻しと
干渉させないためにケーブルを引き廻す際、本
体中央のクランパに差し込んでください。

クランパ

CN10 CN10

LAN
ケーブル

電力計測用電流センサー接続ケーブル

H-1M, IFU-1（無線 LAN） H-1Y（有線 LAN）

本製品設置後に分電盤工事や電力メーター交換工事などにより「電源ケーブルの接続や電源の位置が変わった」、
「オプションセンサーをはずした」場合は、「オプションセンサーの判定（オプションセンサーを使用する場合
のみ）」 P.66̃69  および「電力計測用電流センサーの方向判定」 P.70  をやり直してください。
（手順は「運用種別以外の施工設定を変更したい」 P.83  を参照ください。やり直さないと正しく計測ができ
なくなります。）

本製品設置後の分電盤工事などによるお願い

電力計測用電流センサークランプ部のツメを
はずして開きます
電力計測用電流センサーに「電力計測用電流センサー
ラベル」 P.5  を貼り付けてください。※１

（他のセンサー類と区別するために必ず貼り付けてくだ
さい。）

※1 ラベルが貼り付けられている電力計測用電流セ
ンサーの場合は貼り付けは不要です。

太陽光発電
モニター用

854C856A10

施工時、電力計測用電流
センサーのボディに、下の
ラベルを貼り付けてください

電力計測用電流センサー

電力計測用電流センサーラベル

ツメ 

「太陽光発電モニター用」
 と書かれたラベルを2つの
 センサーに貼り付ける

P.5

■ 電力計測用電流センサーの準備

P.37
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■ 宅内の配線の確認
単相三線のうち、電圧側線（L1、L2）、中性線（N）の3本の電線が共に家庭内に引き込まれている場合と、
L1または L2のいずれか1本とNの2本の電線が家庭内に引き込まれている場合で手順が異なります。
① お客様宅の分電盤のカバーをはずし、内部配線が確認できる状態とします。
② 分電盤内の主電源用漏電ブレーカーを確認し、「お客様宅内の配線状態」によって手順を確認してください。

お客様宅の配線の状態 手順
単相三線のうち、L1、L2、Nの3本の
電線が共に家庭内に引き込まれている。

通常の施工になります。
設定はこのまま行ってください。

単相三線のうち、L1または L2のいず
れか1本とNの 2本の電線が家庭内に
引き込まれている。

特殊な施工になります。
施工手順が一部異なりますので「主電源用漏電ブレーカーの使用負
荷が2線（100V）のみの場合」 P.71 を参照ください。

電力計測用電流センサーは取付ける電線の外径より大きいものを選定してください。（下表参照）
電力計測用電流センサーは、主電源用漏電ブレーカーおよび太陽光発電用ブレーカーの接続点よりも、必ず系
統電源側の電圧側線に取付けてください。（下図参照）

取付位置A 取付位置B契約ブレーカーがある分電盤へ電力
計測用電流センサーを取付ける場合。

契約ブレーカーが無い分電盤へ電力
計測用電流センサーを取付ける場合。 

電力計測用電流センサー 
太陽光発電用
ブレーカー  

主電源用漏電ブレーカー 

（系統電源側）

太陽光発電用ブレーカー 
主電源用漏電ブレーカー 

契約
ブレーカー  

電力計測用電流センサー 

● 電力計測用電流センサーが計測できる電力は下表のとおりです。
形名 最大計測電力（電流） 取付け電線外径

PV-DC10A-HQ 12kW（60A） φ10未満
PV-DC16A-HQ 20kW（100A） φ16未満
PV-DC24A-HQ 22kW（110A） φ24未満

 電力計測用電流センサーを分電盤に接続する際のお願い
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電力計測用
電流センサー  

電圧側線L1
またはL2

電力計測用
電流センサー 

中性線 N

電圧側線L2
またはL1

計測
ユニット  

主電源用漏電
ブレーカー  

カラーモニター用ブレーカー 

（系統電源側）
中性線 

（契約ブレーカー）

中性線には取付けないこと 

契約
ブレーカー

L N

L

N
（
系
統
電
源
側
）

■ 分電盤側の配線

電力計測用
電流センサー  

中性線 N
ラベル

ラベル

計測ユニットへ 
電力計測用
電流センサー
接続ケーブル   

注意タグ
（センサーに関する注意事項が掲載されていますので
　はがさないでください。）

1  分電盤内の電圧側線に電力計測用電流セ
ンサー（2個）を取付けます
● 電力計測用電流センサー（2個）の取付け位
置は、契約ブレーカーよりも系統電源側であ
ることを確認してください。 P.47  を参照
ください。

● 電力計測用電流センサーについている矢印の
向きは、どちらでも構いません。

● 電力計測用電流センサー（2個）が2本の電
圧側線にそれぞれ取付けられており、中性線
には取付けられていないことを確認してくだ
さい。

● クランプ部に異物がはさまっていないことを
確認してください。

お願い
● 電力計測用電流センサーを取付ける際、ク
ランプ部を「カチッ」と音がするまでしっ
かりロックしてください。

● 電力計測用電流センサーをはずした場合、
カラーモニターの設定（施工設定モード）
を最初からやり直してください。※1

● 分電盤などのブレーカー端子台のネジを
緩めた場合は締め直し、増し締めを行って
ください。

 2  電力計測用電流センサーと計測ユニット
からの電力計測用電流センサー接続ケー
ブルを接続します
電力計測用電流センサー接続ケーブルが短い場
合は、最大25mまで延長可能です。 P.49  を
参照ください。

 お願い
● 電力計測用電流センサー接続ケーブルを
無理に引っぱらないでください。断線の原
因になります。

● 電力計測用電流センサー接続ケーブルの2
つのコネクタに対し、どちらにどの電流セ
ンサーを接続しても問題ありませんが、カ
ラーモニターの設定（施工設定モード）を
行った後で電力計測用電流センサーをは
ずした場合は、カラーモニターの設定（施
工設定モード）をやり直してください。※1

※１ ● 手順は「運用種別以外の施工設定を変更したい」 P.83  を参照ください。
 ●  電力計測用電流センサーをはずす前の線に、はずす前と同じ向きに戻せる場合は、カラーモニターの設定

（施工設定モード）をやり直す必要はありません。

指示に従い
必ず行う

電流センサーの電線への取付けは、必ず
電線の被覆のついた部分にはさみ込む
充電部が露出した部分に取付けると、感
電・故障の原因になります。

5. オプションセンサーの接続　つづき
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電力計測用電流センサー
接続ケーブル

(2.5m)

ケーブルを切断する 

計測ユニット 

追加リード線 

絶縁被覆付
閉端接続子
（市販）  

電力計測用
電流センサー
接続ケーブル 

電力計測用
電流センサー
接続ケーブル 

各リード線が
同じ色どうし
になるよう
追加リード線で
延長する 

1  電力計測用電流センサー接続ケーブル
を計測ユニットより外部位置で切断し
ます

2  電力計測用電流センサー接続ケーブル
のシースを50mm皮むきし、さらに
リード線の被覆部を6～ 8mm皮むき
します
● 追加するリード線の被覆部も同様に 6～
8mm皮むきしてください。

● 追加リード線の仕様
 導体断面積 0.2mm2（AWG24）※
 絶縁体厚さ 0.4mm
※ 線材例：VCTF-0.3SQ-4C（0.3mm2 4 芯）

 お願い
全長（電力計測用電流センサー接続ケーブ
ル＋追加リード線）を25m以下にしてく
ださい。

3  電力計測用電流センサー接続ケーブル
の各リード線と追加リード線を絶縁被
覆付閉端接続子（市販）でかしめます
お願い
● 追加リード線にキズがつかないように保
護を行ってください。

 また適宜結束してください。
● 工事後は導通確認を行ってください。
 ● 電力計測用電流センサー接続ケーブルを
無理に引っぱらないでください。断線の
原因になります。

シース皮ムキ（50mm） 追加リード線 

追加リード線 
電力計測用
電流センサー
接続ケーブル

リード線の被覆部を皮むきする
皮むき長さ6～8mm

電力計測用
電流センサー
接続ケーブル   

シース皮ムキ（50mm）

リード線の被覆部を皮むきする
皮むき長さ6～8mm

● 電力計測用電流センサー（PV-DC10A-HQ/16A-HQ/24A-HQ）の接続ケーブルを延長する場合の手順で
す（配線時に電力計測用電流センサー接続ケーブルの長さが足りないときは下記手順に従って延長してくださ
い）。

● 発電電力計測用電流センサー（PV-DC01-HQ）、個別電力計測用電流センサー（PV-DC06J1-HQ/J2-HQ）
についても、同様に延長が可能です。

P.7

5-1(a) オプションセンサー接続ケーブルの延長 （オプション作業）
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1  「適合外パワーコンディショナ1台」、
「11台目の適合パワーコンディショナ」
を接続する場合は、発電電力計測用電流
センサーに付属の接続ケーブル1本をコ
ネクタ（CN11）に接続します

 「適合外パワーコンディショナ2台」、
「11台目、12台目の適合パワーコンディ
ショナ」、「外部発電機」、「定置型蓄電池」
のいずれかを接続する場合は、発電電力
計測用電流センサーに付属の接続ケー
ブル2本をコネクタ（CN11）とコネクタ
（CN12）に接続します

2  図のように、各コネクタに接続したケー
ブルをクランパでしっかりとまとめます
● 有線LANの場合、図のようにCN11、CN12
ケーブルを中央のクランパに差し込んでくだ
さい。

● 有線LANの場合、丸で囲んだ部分にケーブ
ルがかからないようにしてください。

● クランパ部にゆるみがあるとケーブルを通し
てコネクタに外力が加わり、接続不良の原因
となります。

● 各ケーブルが重ならないように配線してくだ
さい。

● 各ケーブルをクランパでしっかりまとめる際
に、ラベルに印刷されたパスワードを隠さな
いでください。

3  発電電力計測用電流センサークランプ部
のツメをはずして開きます

 5-2. 発電電力計測用電流センサー（PV-DC01-HQ）の接続
（オプション作業）

クランパ

発電電力計測用
電流センサーケーブル

CN11

CN12

発電電力計測用
電流センサーケーブル

CN11

CN12

パスワード
記載ラベル

H-1M, IFU-1（無線 LAN） H-1Y（有線 LAN）

お知らせ
● 本説明は新規設置時の説明となっております。
増設時は計測ユニットのカバー取はずし P.34
と分電盤内のカラーモニター用ブレーカー 
P.36  の「切」を行ってください。

● 「出力制御あり」 P.16 の場合は適合外パワー
コンディショナおよび適合パワーコンディショ
ナ（11、12台目）は使用できません。

発電電力計測用電流センサー

ツメ 

発電電力計測用電流センサー（別売）を「適合外パワーコンディショナ」、「11台目、12台目の適合パワーコンディ
ショナ」、「外部発電機」、「定置型蓄電池」のいずれかと接続する場合に以下の作業を行います。接続をしない場合は、
「5-3」にお進みください。

5. オプションセンサーの接続　つづき
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指示に従い
必ず行う

電流センサーの電線への取付けは、必ず
電線の被覆のついた部分にはさみ込む
充電部が露出した部分に取付けると、感
電・故障の原因になります。

4  各機器の電源ラインに発電電力計測用電
流センサーを取付けます
● システム概要図  P.20̃24  の該当する箇所
を参照ください。

● 定置型蓄電池の場合は、一般負荷の電源ライ
ンに取付けてください。詳細は定置型蓄電池
の説明書を参照ください。

お願い
● 発電電力計測用電流センサーを取り付け
る際、クランプ部を「カチッ」と音がする
までしっかりロックしてください。

● 太い電線や曲がった部分に無理に取付け
ないでください（正しく電流を検出できな
くなります）。

5  発電電力計測用電流センサーと計測ユ
ニットからの発電電力計測用電流セン
サー接続ケーブルを接続します
発電電力計測用電流センサーも、電力計測用電
流センサーと同様に延長が可能です。 P.49  を
参照ください。

発電電力計測用
電流センサー

計測ユニットへ 
発電電力計測用
電流センサー
接続ケーブル
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● 個別電力計測用電流センサー（別売）を分岐ブレーカー（100Vまたは200V）と接続する場合に以下の作業
を行います。接続をしない場合は、「5-4」にお進みください。

● 下記の表に従って、個別電力計測用電流センサー（別売）に付いている空白のラベルにセンサー番号（「センサー
1」～「センサー2」）を記入してください。

必要な
センサーの数

個別電力計測用
電流センサーの形名

（別売）
数量

計測ユニットに接続するコネクタ番号

CN11 CN12

個別電力計測用
電流センサーの使用数

1個
PV-DC06J1-HQ 1 ○

センサー1 －
PV-DC06J2-HQ －

2個
PV-DC06J1-HQ － ○

センサー1
○

センサー2PV-DC06J2-HQ 1

 5-3. 個別電力計測用電流センサー（PV-DC06J1-HQ/J2-HQ）の接続
（オプション作業）

1  個別電力計測用電流センサーを1個接続
する場合は、付属のケーブルをコネクタ
（CN11）に接続します

 個別電力計測用電流センサーを2個接続
する場合は、付属のケーブルのうち「セン
サー1」と書かれた方をコネクタ（CN11）
に、「センサー 2」と書かれた方をコネク
タ（CN12）にそれぞれ接続します

2  図のように、各コネクタに接続したケー
ブルをクランパでしっかりとまとめます
● 有線LANの場合、図のようにCN11、CN12
ケーブルを中央のクランパに差し込んでくだ
さい。

● 有線LANの場合、丸で囲んだ部分にケーブ
ルがかからないようにしてください。

● クランパ部にゆるみがあるとケーブルを通し
てコネクタに外力が加わり、接続不良の原因
となります。

● 各ケーブルをクランパでしっかりとまとめる
際に、ラベルに印刷されたパスワードを隠さ
ないでください。

クランパ

CN11

CN12

CN11

CN12

個別電力計測用
電流センサーケーブル

個別電力計測用
電流センサーケーブル

パスワード
記載ラベル

H-1M, IFU-1（無線 LAN） H-1Y（有線 LAN）

お知らせ
 本説明は新規設置時の説明となっております。増設
時は計測ユニットのカバー取はずし P.34 と分電
盤内のカラーモニター用ブレーカー P.36  の「切」
を行ってください。

3  個別電力計測用電流センサークランプ部
のツメをはずして開きます

個別電力計測用電流センサー

ツメ 

5. オプションセンサーの接続　つづき
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個別電力計測用電流センサー 

各負荷へ 

L1またはL2

L2またはL1
N

主電源用
漏電ブレーカー  

S

L

個別電力計測用
電流センサー 

計測ユニットへ 
個別電力計測用
電流センサー
接続ケーブル 

4  分電盤内の負荷側に個別電力計測用電流
センサーを取付けます
お願い  
● 個別電力計測用電流センサーを取付ける
際、クランプ部を「カチッ」と音がするま
でしっかりロックしてください。

● 個別電力計測用電流センサーおよび個別
電力計測用電流センサー接続ケーブルが、
分電盤のブスバー、充電部、エッジなどに
触れないように処置を行ってください。

● 太い電線や曲がった部分に無理に取付け
ないでください（正しく電流を検出できな
くなります）。

 5  個別電力計測用電流センサーと計測ユ
ニットからの個別電力計測用電流セン
サー接続ケーブルを接続します
● 個別 1として計測する分岐ブレーカーに取付
けた個別電力計測用電流センサーに、「セン
サー1」と書かれたケーブルを接続してくだ
さい。

● 個別電力計測用電流センサーを2個取付ける
場合は、個別 2として計測する分岐ブレー
カーに取付けた個別電力計測用電流センサー
に、「センサー 2」と書かれたケーブルを接
続してください。

● 個別電力計測用電流センサーも、電力計測
用電流センサーと同様に延長が可能です。 
P.49  を参照ください。

指示に従い
必ず行う

電流センサーの電線への取付けは、必ず
電線の被覆のついた部分にはさみ込む
充電部が露出した部分に取付けると、感
電・故障の原因になります。
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トラップ 

シールパテ
（市販）

各ケーブル  

カバーを
本体上側に
引っ掛けてから
取付ける 

カバー 

カバー固定ネジ 

 5-4. 計測ユニットカバーの取付け

1  図のように、各コネクタに接続したケーブ
ルをクランパでしっかりと締め込みます
お願い  
クランパ部にゆるみがないようにしてくださ
い（ゆるみがあると、ケーブルを通してコネ
クタに外力が加わり接続不良の原因となりま
す）。

2  埋設配線をする場合は、ケーブル類を壁
穴に押し込みます
お願い  
● 壁内の結露水が製品内部へ侵入しないよ
うにトラップを設けてください。

● 壁の穴をシールパテ（市販）で必ず埋めて
ください。

3  露出配線をする場合はカバー底面の配線カ
バーを取り除きます
配線カバーを取り除いた後、やすりなどでバリ
を削ってください。

 4  計測ユニットのカバー固定ネジ2本でカ
バーを固定します
カバーを本体上側に引っ掛けてから取付けてく
ださい。
お願い  
ネジ止めを忘れないようにしてください。
カバーが落下する原因になります。

配線カバー

クランパ

5. オプションセンサーの接続　つづき
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 6. カラーモニターの設定（施工設定モード）

入 入 入

ふた 
ふた固定ネジ 

● 接続箱 

太陽電池アレイ出力ケーブル  

太陽電池開閉器すべて「入」 

 カラーモニターの設定をする前に
お願い
● お客様によるカラーモニターの設定はできません。必ず販売店様・工事店様が行ってください。
● カラーモニターの設定作業は、日射がありパワーコンディショナが発電可能な状態で行ってください。
● 情報収集ユニットを使用しており、情報収集ユニットの電源が入っていない場合は、情報収集ユニットの電
源を入れてください（電源を入れる手順は P.32  の手順２、３を参照ください）。

■カラーモニターの設定の前準備

カラーモニター
用 

ブレーカーを「入」にする  

入
入

運転切換
連系自立 停止

運転切換スイッチ

※ 図はHQ-D-K40-1の場合。 

 1  分電盤のカラーモニター用ブレーカー 
P.36 を「入」にします
 お知らせ
表示ユニットの売電ランプ（緑）と買電ラン
プ（赤）が点灯します。 P.9

2  パワーコンディショナの運転切換スイッ
チを「停止」にして、パワーコンディショ
ナを停止させます
お願い
● 適合外パワーコンディショナ（11、12
台目適合パワーコンディショナ）、外部発
電機（エコウィル、エネファームなど）は
運転（発電）させてください。

● 分電盤の太陽光発電用ブレーカーが「切」
になっている場合は、「入」にしてくださ
い。

3  すべての太陽電池開閉器、直流側開閉器
を「入」にします

4  表示ユニットの画面※1が日付・時刻の設
定画面 P.57  になっていることを確認
します
 お知らせ
● 手順３の作業から画面が表示されるまで
約１分かかります。

● 表示ユニットの画面※1 が消えていた場合
で、「ホーム」ボタン※1 を押しても画面が
表示されない場合は、計測ユニットと適合
パワーコンディショナ間の通信ケーブル
の極性が間違っている可能性があります。
P.38  を参照ください。

※１ 表示ユニットの画面、「ホーム」ボタンの位置は P.9 を参照ください。
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 施工設定モードのながれ
● 施工設定モードとは、カラーモニターへ接続する機器や売電・買電を検出するセンサーの設定・確認などを行う
状態で、お客様にご使用いただく前に、あらかじめ必要な設定を行います。

 施工設定モードを完了しなければ、お客様がご使用になれません。
● 設定は「日付・時刻の設定」 P.57  から順にウィザード形式で設定を行います（設定内容により、設定不要な
項目の設定画面は表示されません）。

● 各設定画面の［戻る］ボタンまたは［キャンセル］ボタンで前の設定画面に戻ります。

6-1. 日付・時刻の設定 P.57

6-2. 運用種別の設定 P.58

6-3. 適合パワーコンディショナの検出 P.59

6-4. 適合パワーコンディショナの整定値一括設定 
P.60

6-5. 制御対象容量の設定（「出力制御あり」の場合の
み） P.63

6-6. 買取制度の選択 P.64

6-7. オプションセンサーの選択 P.65

6-8. オプションセンサーの判定（オプションセンサー
を使用する場合のみ） 

6-8(a) 外部発電機用の発電電力計測用
電流センサーの方向判定 P.66

6-8(b) 定置型蓄電池用の発電電力計測用
電流センサーの方向判定 P.67

6-8(c) 適合外パワーコンディショナ用の発電電力
計測用電流センサーの方向判定 P.68

6-8(d) 個別電力計測用電流センサーの
方向判定 P.69

6-9. 電力計測用電流センサーの方向判定 P.70

6-10. 保護機能動作履歴表示設定 P.72

6-11. 設定確認 P.74

 お知らせ  
● 2 回目以降の設定時、設定を変更しない設定画面は［設定完了］を選択し、［確定］ボタンまたは［次へ］ボ
タンを押して次の設定画面にお進みください（設定画面によって［スキップ］ボタンが表示され、［スキップ］
ボタンを押すと次の設定画面に進みます）。

● 本書内の画面は参考であり、数値などは実際とは異なります。
● 施工設定モードの設定中は電力計測が停止するため、施工設定モードのまま放置されますと電力データのグ
ラフが欠落する場合があります。

お願い  
● 設定の途中でパワーコンディショナとの通信確認が必要です。通信確認は夜間や日射が不十分なときはでき
ませんので、設定は日射が安定している時間に行ってください。

● カラーモニターの設定（施工設定モード）に必要な時間は、「出力制御なし」 P.16  の標準で10分程度、「出
力制御あり」 P.16  の標準で30分程度です。

 （標準は、適合パワーコンディショナ1台のみを接続している場合を想定しています。時間に余裕を持って行っ
てください。）

● 設定した内容は整定値一括設定 P.60  をのぞき、設定確認 P.74  で「保存実施」をするまで保存されま
せん。

● 施工設定モードの途中でカラーモニターの電源が切れた場合は施工設定モードが完了せず、最初からのやり
直しとなりますので、カラーモニターの電源を施工設定モードの途中で切らないでください。

● カラーモニターの設定（施工設定モード）の完了後にパワーコンディショナを交換、増設した場合は、正し
く動作しなくなりますので、施工設定をやり直してください（手順は「施工設定の変更」 P.84  を参照くだ
さい）。

メモ  
● 施工設定モードの設定中に適合パワーコンディショナが運転中の場合、自動で運転を停止することがありま
すが、施工設定モードを抜けると、すべてのパワーコンディショナ運転が再開されます（パワーコンディショ
ナの運転切換スイッチを「停止」にしてある場合は除きます）。

● 施工設定モードの設定中のまま、カラーモニターの電源を切ると、パワ－コンディショナの運転が停止した
ままとなりますので、お気をつけください。

6. カラーモニターの設定（施工設定モード）　つづき
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［▲］ボタンまたは［▼］ボタンを押して日付・時刻の
位置を移動、［－数値］ボタンまたは［数値＋］ボタン
にて値を変更してください。

 6-1. 日付・時刻の設定

設定完了後、［設定完了］を選択して［OK］ボタンを
押してください。
日付・時刻は即時に反映されます。

 お知らせ

 「運用種別の設定」 P.58  において［出力制御あり
／ネットワークなし］または［出力制御あり／ネッ
トワークあり］を選択する場合、正しい時刻を設定
しないと発電ができないことがあります。

 お知らせ  
● この画面は初回設定時のみ表示となり、2回目以降の施工設定モードは「運用種別の設定」 P.58 から始ま
ります。

● 施工設定が完了してからの日付・時刻の変更手順は「日付・時刻の設定方法について」P.92  を参照ください。

 こんな画面が表示されたら
エラー画面 原因：処置

原因：①計測ユニットの電源が入っていません。
　　　②計測ユニットと表示ユニットの通信異常です。
処置：①カラーモニターのブレーカーを「入」にする。
　　  P.36 を参照ください。

　　　② 通信ケーブルが正しく接続されていて、通信
ケーブルが断線していないことを確認してくだ
さい。 P.42~44  を参照ください。

　　　　問題がない場合、すべての「太陽電池開閉器　
　　　　および直流開閉器」 P.38 、カラーモニター
　　　　のブレーカー P.36  を一度「切」にしてから
　　　　「入」にしてください。
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 6-2. 運用種別の設定

運用種別の内容 P.17  を確認して運用種別を選択し
ます。
選択する項目に［▼］ボタンで移動し［選択］ボタン
を押すと、選択項目の先頭に「●」が付きます（「●」
が付いている行が選択している運用種別になります）。

お願い
 表示ユニットを使用［しない］の設定は使用しませ
んので「表示ユニットを使用しない」になっている
場合は［する］ボタンを押してください。

※ 上の画面は［出力制御なし／ネットワークあり］を
選択している状態になります（表示される文言は、
ソフトウェアのバージョンにより異なります）。

選択完了後、［設定完了］を選択して［確定］ボタンを
押してください。

お願い

● 運用種別の内容は P.17  を参照ください。
● 「出力制御あり」 P.16  の場合、「運用種別の設定と作業」 P.102  を参照して運用種別を設定してく
ださい。

● インターネット接続を後日行う場合も「ネットワークあり」 P.16  で設定してください。
● 情報収集ユニットがない場合は「ネットワークあり」にしないでください。

 お知らせ  
● 正しく設定しないと「電力会社との契約に違反する」、「正常に発電ができなくなる」などの不都合が起
きる場合があります。

● 運用種別は、お客様が変更することはできません。販売店様・工事店様による施工設定が必要です。
 （手順は「施工設定の初期化」 P.88  を参照ください。）

運用種別の設定について 

6. カラーモニターの設定（施工設定モード）　つづき
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［－数値］ボタンまたは［数値＋］ボタンを押して接続
している適合パワーコンディショナの台数を設定して
ください。

 お知らせ

 適合パワーコンディショナ（適合パワコン）設置台
数に「EXT」と表示される場合がありますが、「EXT」
は使用しませんので［数値+］ボタンで台数を変更
して［検出］を押してください。

 6-3. 適合パワーコンディショナの検出

入力した台数と同じ台数の適合パワーコンディショナ
が検出された場合に表示されます。
台数に間違いがないか確認してください。
確認完了後、［次へ］ボタンを押してください。

台数設定後、［検出］ボタンを押してください。検出に
は数分かかる場合があります。

 こんな画面が表示されたら
エラー画面 原因：処置

原因： ① パワーコンディショナのアドレス設定が正しく
行われていません。

　　　② 通信ケーブルの誤結線または差し込み不足など
により適合パワーコンディショナと通信ができ
ません。

　　　③ パワーコンディショナの設定した台数が間違っ
ています。

　　　④日射が不足しています。
処置：① パワーコンディショナのアドレスが正しく設定

されていることをご確認ください。 P.39  を
参照ください。

　　　② 通信ケーブルが正しく接続されていることをご
確認ください。 P.38̃40  を参照ください。

　　　③ 通信ケーブルで接続されている適合パワーコン
ディショナの台数をご確認の上、入力してくだ
さい。

　　　④日射が十分であることをご確認ください。
　　 上記を確認してから、再度［検出］ボタンを押して
ください。
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［▼］ボタンで項目移動、［－数値］ボタンまたは［数値＋］
ボタンで値を変更してください。
値の増減はあらかじめ決められた範囲でのみ行えます
（ P.62  を参照ください）。
● 複数のパワーコンディショナが接続されており、か
つ、それらの間で整定値が異なる場合は現在値に「不
一致」と表示され、表示されている値で統一されま
す。

項目の最下段に［設定実施（即時反映）］の項目があり
ますので、［▼］ボタンで選択項目を移動させて［確定］
ボタンを押してください。

 お知らせ
 整定値一括設定は［確定］ボタンを押した時点でパ
ワーコンディショナの整定値が変更されます。

 6-4. 適合パワーコンディショナの整定値一括設定
お願い
● 整定値の設定は電力会社の指示に従い設定してください。
● 複数のパワーコンディショナが接続されている場合、パワーコンディショナ毎に整定値を設定することは
できません。個別に設定したい場合は「適合パワーコンディショナ毎に整定値を設定して運用する場合」 
P.61  を参照ください。

  整定値を変更しない場合 

  整定値を変更する場合 

既にパワーコンディショナで設定済みの場合で値を変
更しない場合は、［▼］ボタンで［変更なし（スキップ）］
まで移動し、［確定］ボタンを押してください。

6. カラーモニターの設定（施工設定モード）　つづき
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事前に適合パワーコンディショナ毎に整定値が設定されている場合、「適合パワーコンディショナの整定値一括
設定」 P.60  を実施すると整定値が初期値で一括設定されてしまいます（整定値を変更しない場合の［変更
なし（スキップ）］が表示されないので［設定実施（即時反映）］にて一括設定されます）ので、下記の手順に
て対処を行ってください。

① パワーコンディショナにて個別に設定されている整定値をメモします。※1

② 「適合パワーコンディショナの整定値一括設定」 P.60  にて、選択項目を項目の最下段にある「設定実施（即
時範囲）」項目に移動させます。

③ ［確定］ボタンを押します。

④ パワーコンディショナ本体にて整定値を元の値（手順①にてメモした値）に設定します。※1

※ 1 整定値の表示および設定方法は、パワーコンディショナの据付工事説明書を参照ください。

 適合パワーコンディショナ毎に整定値を設定して運用する場合
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 6. カラーモニターの設定（施工設定モード）　つづき

 整定値の項目一覧（工場出荷値は「標準値」の値に設定されています。）

整定項目
整定値

単位
標準値 整定値範囲

OVRレベル 115 110･111･112･113･114･115･116･117･118･119･120 V
OVR検出時間 1.0 0.5･0.6･0.7･0.8･0.9･1.0･1.1･1.2･1.3･1.4･1.5･1.6･1.7･1.8･1.9･2.0 秒
UVRレベル 80 80･81･82･83･84･85･86･87･88･89･90･91･92･93 V
UVR検出時間 1.0 0.5･0.6･0.7･0.8･0.9･1.0･1.1･1.2･1.3･1.4･1.5･1.6･1.7･1.8･1.9･2.0 秒

OFR
レベル

50Hz 用 51.0 50.5･50.8･51.0･51.3･51.5 (50Hz)
Hz

60Hz 用 61.2 60.6･60.9･61.2･61.5･61.8 (60Hz)
OFR検出時間 1.0 0.5･0.6･0.7･0.8･0.9･1.0･1.1･1.2･1.3･1.4･1.5･1.6･1.7･1.8･1.9･2.0 秒

UFR
レベル

50Hz 用 47.5 47.5･47.7･48.0･48.2･48.5･48.7･49.0･49.2･49.5 (50Hz)
Hz

60Hz 用 57.0 57.0･57.3･57.6･57.9･58.2･58.5･58.8･59.1･59.4 (60Hz)
UFR検出時間 1.0 0.5･0.6･0.7･0.8･0.9･1.0･1.1･1.2･1.3･1.4･1.5･1.6･1.7･1.8･1.9･2.0 秒
電圧位相跳躍レベル 3 2･3･4･5･6･7･8･9･10 度
復帰時間 300 150･160･170･180･190･200･210･220･230･240･250･260･270･280･290･300 秒
出力電圧上限値 109.0 107.0･107.5･108.0･108.5･109.0･109.5･110.0･110.5･111.0･111.5･112.0 V
出力制限レベル 50 0･50 %
力率一定制御設定※1 OFF ON･OFF -

力率一定制御レベル 1.00 0.81･0.82･0.83･0.84･0.85･0.86･0.87･0.88･0.89･0.90･0.91･0.92･0.93･0.94･0.95･
0.96･0.97･0.98･0.99･1.00 -

手動復帰設定 OFF ON･OFF -
出力制御機能設定※2 OFF OFF･rC（リモコン通信による出力制御）･rS（RS485通信による出力制御） -
出力制御変化時間※3 5 5･6･7･8･9･10 分

※１ 力率一定制御レベルの設定に応じて自動設定をするので、カラーモニターに表示されません。
※２ 運用種別 P.17 の出力制御あり／なしに応じて自動設定をするので、カラーモニターに表示されません。
※３ 「出力制御あり」 P.16  の場合のみ表示されます（電力会社の指示に従い設定してください）。
 また、この項目はパワーコンディショナ本体の整定値の設定には表示されません。

お願い  
● OFRレベル、UFRレベルの整定値は、ご使用の地域の周波数に合わせて設定してください。
● 「出力制御あり」 P.16  の場合かつ、施行完了後に電力会社から力率一定制御レベルの変更指示があった場
合は、カラーモニターにて「適合パワーコンディショナの整定値一括設定」 P.60  および「制御対象容量の
設定」 P.63   を再設定してください（パワーコンディショナで力率の変更を行うと、電力会社の配電線の
運用に影響が生じる場合があります）。

6. カラーモニターの設定（施工設定モード）　つづき
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● それぞれのパワーコンディショナに接続されてい
る太陽電池モジュールの合計容量※1（太陽電池モ
ジュールの最大出力×接続枚数）を入力してくださ
い（単位はWで入力します。初期値は「パワーコ
ンディショナの定格出力電力× 設定力率」の値が
セットされています）。

● 表示内容は以下の通りです。

制御対象容量の確認画面が表示されます。［了解］ボ
タンを押してください（もう一度再確認したい場合は
［キャンセル］ボタンを押すと上の画面に戻ります）。

 6-5. 制御対象容量の設定（「出力制御あり」の場合のみ）

お知らせ
●  制御対象容量 P.16  は、各パワーコンディショ
ナの発電容量（①または②の小さい方）を合計
した値が自動でセットされます。

●  ［－数値］、［数値＋］を長押しすると数値の変化
が加速します。

●  正しく設定しないと「電力会社との契約に違反
する」、「正常に発電ができなくなる」などの不
都合がおきる場合があります。

P01（00）  4000 ／ 4000 W

太陽電池モジュール
の合計容量[W] ①

パワーコンディショナの
定格出力電力 × 設定力率[W] ②※2 ※3

パワーコンディショナ番号
（アドレス番号）

ここに太陽電池モジュールの
合計容量を入力

※１ 太陽電池モジュールの合計容量が10000[W] 以上の場合は、9999[W] を入力してください。
※２ パワーコンディショナの最大出力電力を示すものではありません。
※３ NP定格とHP定格を持つ機種については、HP定格を設定してもNP定格の定格出力電力で計算されます。
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買取制度を選択します。
選択する項目に［▼］ボタンで移動し［選択］ボタン
を押すと、選択項目の先頭に「●」が付きます（「●」
が付いている行が選択している買取制度になります）。
• 余剰
余剰買取制度の場合に選択します。
電力計測用電流センサー（PV-DC10A-HQ
/16A-HQ/24A-HQ）が必要となります 
（ P.46  を参照ください）。
• 全量（消費計測あり）
全量買取制度で消費電力を計測する場合に選択
します。電力計測用電流センサー（PV-DC10A
-HQ/16A-HQ/24A-HQ）が必要となります
（ P.46  を参照ください）。
• 全量（消費計測なし）
全量買取制度で消費電力を計測しない場合に選
択します。

選択完了後、［設定完了］を選択して［確定］ボタンを
押してください。

 6-6. 買取制度の選択

※ 上の画面は［余剰］を選択している状態になります。

6. カラーモニターの設定（施工設定モード）　つづき
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 6-7. オプションセンサーの選択
● 使用するオプションセンサーを選択します（下記の
いずれかの選択となり、併用することはできませ
ん）。

● 選択する項目に［▼］ボタンで移動し［選択］ボタ
ンを押すと、選択項目の先頭に「●」が付きます（「●」
が付いている行が選択しているオプションセンサー
になります）。
 •オプションセンサーを使用しない
  ･･･ オプションセンサーを使用しません。

(a) •外部発電機を併用  P.50
  ･･･ 外部発電機の発電電力を計測します。

(b) •定置型蓄電池を併用  P.50
  ･･･ 定置型蓄電池の充放電電力を計測し

ます。
(c) •適合外パワコンを併用  P.50
  ･･･ 適合外パワーコンディショナ（他社

パワーコンディショナ）や適合パワー
コンディショナ11、12台目の発電
電力を計測します。

(d) •個別消費1のみ  P.52
  ･･･ 個別消費1の消費電力を計測します。

(d) •個別消費2のみ  P.52
  ･･･ 個別消費2の消費電力を計測します。

(d) •個別消費1/2　xxxV/xxxV  P.52
   ･･･ 個別消費1および個別消費2の消費

電力を計測します。

※ 上の画面は［オプションセンサーを使用しない］を
選択している状態になります。

※ 上の画面は［適合外パワコンを併用］を選択した場合。 ※ 上の画面は［個別消費1］を選択した場合。

選択完了後、［設定完了］を選択して［確定］ボタンを
押します。

● ［適合外パワコンを併用］、［個別消費1のみ］、［個別消費2のみ］については、これらの項目を選択した後、適
合外パワーコンディショナの台数、個別1の電圧（100V/200V）、個別2の電圧（100V/200V）を変更す
ることができます。

お知らせ  
● 「買取制度の選択」 P.64  において［全量（消費電
力なし）］を選択した場合、(a)・(b)・(d) の項目は
使用できない項目のため、表示されません。

● 「運用種別の設定」P.58  において［出力制御あり］
を選択した場合は、(c) の項目は使用できない項目
のため、表示されません。
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6. カラーモニターの設定（施工設定モード）　つづき

発電電力計測用電流センサーが外部発電機の電源ラインに取付けられていることを確認してください（ P.20 ［応
用例2］または P.23  ［応用例2］を参照ください）。

 6-8(a) 外部発電機用の発電電力計測用電流センサーの方向判定

外部発電機が発電を行っていることを確認してから、
［判定］ボタンを押してください。

お知らせ
 外部発電機（エコウィル、エネファームなど）は、
起動してから発電するまで時間がかかる場合があり
ます。詳細は、外部発電機の説明書を参照ください。

方向判定が完了すると、「エネファームまたはエコウィ
ルの発電電力計測用電流センサーの方向判定ができま
した」と画面に表示されます。
外部発電機の発電を停止してから、［次へ］ボタンを押
してください。

方向判定が正常にできない場合は「エネファームまた
はエコウィルの発電電力計測用電流センサーの方向判
定ができませんでした」と画面に表示されます。
原因として次のようなことが考えられます。
● 外部発電機、または発電電力計測用電流センサーが
正しく接続されていない。
⇒ 外部発電機およびセンサーが正しく接続されて
いることをご確認ください。P.20 ［応用例2］、
P.23 ［応用例2］を参照ください（施工方法
は P.50  を参照ください）。

● 外部発電機が発電を行っていない。
⇒ 発電を行っていることをご確認ください。
 （外部発電機の取扱説明書を参照ください。）

上記を確認してから、再度［判定］ボタンを押してく
ださい。

■方向判定が正常な場合

■方向判定が異常な場合

「オプションセンサーの選択」 P.65  で選択したオプションセンサーについて各センサーの方向判定を行います。
お願い
カラーモニターの設定（施工設定モード）の完了後にオプションセンサーの取付け場所や向きを変更した場合は、
正しく動作しなくなりますので、オプションセンサーの方向判定を再度行ってください。

 6-8. オプションセンサーの判定（オプションセンサーを使用する場合のみ）
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発電電力計測用電流センサーが定置型蓄電池の一般負荷の電源ラインに取付けられていることを確認してください。
（ P.21 ［応用例3］または P.24 ［応用例3］を参照ください。）

 6-8(b) 定置型蓄電池用の発電電力計測用電流センサーの方向判定

 方向判定が完了すると、「定置型蓄電池の発電電力計測
用電流センサーの充電（または放電）方向の判定がで
きました」と画面に表示されます。
放電判定を行った場合は定置型蓄電池の放電を停止さ
せてから、［次へ］ボタンを押してください。

方向判定が正常にできない場合は「定置型蓄電池の発
電電力計測用電流センサーの充電（または放電）方向
の判定ができませんでした」と画面に表示されます。
原因として次のようなことが考えられます。
● 定置型蓄電池、または発電電力計測用電流センサー
が正しく接続されていない。
⇒ 蓄電池およびセンサーが正しく接続されている
ことをご確認ください。 P.21 ［応用例 3］、
P.24  ［応用例3］を参照ください（施工方法
は P.50  を参照ください）。

● 定置型蓄電池が動作していない。
⇒ 定置型蓄電池が充電または放電を行っているこ
とをご確認ください。

 （定置型蓄電池の取扱説明書を参照ください。）
上記を確認してから、再度［放電判定］、または［充電
判定］ボタンを押してください。

定置型蓄電池が放電または充電を行っていることを確
認し、放電しているときは［放電判定］ボタン、充電
しているときは［充電判定］ボタンを押してください
（［放電判定］または［充電判定］のいずれかの方向判
定を行えばよく、両方を行う必要はありません）。

お願い  
 ［放電判定］ボタンと［充電判定］ボタンを間違え
て押すと、放電と充電の表示が逆になります。間違
えないようにして押してください。蓄電池が放電し
ているか充電しているかについては、蓄電池の説明
書を参照ください。

■方向判定が正常な場合

■方向判定が異常な場合
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発電電力計測用電流センサーが適合外パワーコンディショナ、または適合パワーコンディショナ（11、12台目）
の電源ラインに取付けられていることを確認してください（ P.20 ［応用例1］または P.23 ［応用例1］を
参照ください）。

 6-8(c) 適合外パワーコンディショナ用の発電電力計測用電流センサー
の方向判定

方向判定が完了すると、「適合外パワコンの発電電力計
測用電流センサーの方向判定ができました」と画面に
表示されます。
パワーコンディショナ※１の発電を停止させてから、［次
へ］ボタンを押してください。

方向判定が正常にできない場合は、「適合外パワコンの
発電電力計測用電流センサーの方向判定ができません
でした」と画面に表示されます。
原因として次のようなことが考えられます。
● パワーコンディショナ※1 に発電電力計測用電流セ
ンサーが正しく接続されていない。
⇒パワーコンディショナの発電電力計測用電流セン
サーが正しく接続されていることをご確認くだ
さい。 P.20 ［応用例1］、P.23 ［応用例1］
を参照ください（施工方法は P.50  を参照く
ださい）。

● パワーコンディショナ※1 が発電を行っていない。
⇒ 発電を行っていることをご確認ください。

上記を確認してから、再度［判定］ボタンを押してく
ださい。

パワーコンディショナ※１が発電していることを確認し
てから［判定］ボタンを押してください。

■方向判定が正常な場合

■方向判定が異常な場合

6. カラーモニターの設定（施工設定モード）　つづき

※1 パワーコンディショナは「適合外パワーコンディショナ」または「適合パワーコンディショナ（11、12台
目）」のことです。
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個別電力計測用電流センサーが分岐ブレーカーに取付けられていることを確認してください（ P.21 ［応用例４］
または P.24 ［応用例4］を参照ください）。

 6-8(d) 個別電力計測用電流センサーの方向判定

方向判定が完了すると、「個別電力計測用電流センサー
の方向判定ができました」と画面に表示されます。
動作させた家電機器を停止させてから、［次へ］ボタン
を押してください。

方向判定が正常にできない場合は、「個別電力計測用電
流センサーの方向判定ができませんでした」と画面に
表示されます。
原因として次のようなことが考えられます。
● 分岐ブレーカーに個別電力計測用電流センサーが正
しく接続されていない。
⇒ センサーが正しく接続されていることをご確認
ください。 P.21 ［応用例4］、 P.24 ［応用
例4］を参照ください（施工方法は P.52̃53  
を参照ください）。

● 分岐ブレーカーに接続されている家電機器が動作し
ていない。
⇒ 家電機器が動作していることをご確認ください。

● 「オプションセンサーの選択」で個別電力計測用セ
ンサーが正しく選択されていない。
⇒ 正しく選択してください。 P.65  を参照くだ
さい。

上記を確認してから、再度［判定］ボタンを押してく
ださい。

対象の分岐ブレーカーが「入」、分岐ブレーカーに接続
されている家電機器が動作している（運転スイッチが
ON）になっていることを確認してから［判定］ボタン
を押してください。

■方向判定が正常な場合

■方向判定が異常な場合
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「買取制度の選択」 P.64  で［余剰］または［全量（消費計測あり）］を選択した場合のみ画面が表示されます。

 お願い
● パワーコンディショナまたは外部発電機（エコウィル、エネファームなど）が発電している場合や、定置型
蓄電池が放電している場合は、電力計測用電流センサーの方向判定を正しく行うことができませんので、停
止させてください。

● カラーモニターの設定（施工設定モード）の完了後に電力計測用電流センサーの取付け場所や向きを変更し
た場合は正しく動作しなくなりますので、電力計測用電流センサーの方向判定を行ってください。

 6-9. 電力計測用電流センサーの方向判定

すべてのパワーコンディショナ、外部発電機の発電、
定置型蓄電池の放電を停止し、家電機器（200V機器
が望ましい※1）を500W以上の電力で動作させてから、
［判定］ボタンを押してください。
※1 200V 機器が設置されていない場合は、位相

の異なるコンセント（例：U-0 相およびW-0
相に接続しているコンセント）に、それぞれに
ドライヤーなどの家電機器を接続してそれぞれ
500W以上の電力で動作させてください。

方向判定が完了すると「電力計測用電流センサーの方
向判定ができました」と画面に表示されます。
動作させた家電機器を停止させてから、［次へ］ボタン
を押してください。

方向判定が正常にできない場合は「電力計測用電流セ
ンサーの方向判定ができませんでした」と画面に表示
されます。
原因として次のようなことが考えられます。
● パワーコンディショナまたは外部発電機が発電を
行っている。
⇒ パワーコンディショナと外部発電機が停止して
いることをご確認ください。

● 定置型蓄電池が放電を行っている。
⇒ 定置型蓄電池の放電が停止していることをご確
認ください。

 （定置型蓄電池の取扱説明書を参照ください。）
● 電力計測用電流センサーで計測している消費電力が
小さい。
⇒ IH クッキングヒーター、ドライヤーなど、消費
電力の大きな機器を動作させてください。

● 使用負荷が2線（100V）のみの可能性がある。
⇒ 詳しくは  P.71  を参照ください。

上記を確認してから、再度［判定］ボタンを押してく
ださい。

■方向判定が正常な場合

■方向判定が異常な場合

 お知らせ

 方向判定中に適合パワーコンディショナ P.14 が
運転中の場合、パワーコンディショナの運転を自動
停止します。この場合は、方向判定完了後、150
秒～ 300秒経過した後で運転が再開されます。た
だし、パワーコンディショナの運転を自動停止中に
計測ユニットの電源が切れた場合は運転が再開され
ないため、パワーコンディショナを手動で運転再開
させてください。

6. カラーモニターの設定（施工設定モード）　つづき
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引き込みは、単相三線式で分電盤まできているが、
使用負荷が2線（100V）のみの場合（右図およ
び図1を参照ください）、電力計測用電流センサー
（別売）2個の判定ができません。下記方法にて、
電力計測用電流センサーを検出後（図1を参照く
ださい）、一方の電圧側線に電力計測用電流セン
サーを取付け直してください（図2を参照くださ
い）。 電力計 

分電盤（市販）

家電品用ブレーカー 
（負荷は2線（100V）
のみ使用）

契約ブレーカー（単相三線）

パワーコンディショナが
接続されている  

家電製品が
接続されている  

家電製品が
接続されていない  

契約ブレーカー 

系統電源 電力計測用電流センサー 
 （リード線が出ている面） 

系統電源 

契約ブレーカー 

パワーコンディショナが
接続されている  

家電製品が
接続されている  

電力計測用電流
センサー
（リード線が
 出ている面）  

設定完了後、
いずれか一方の
電流センサーを
向きを反転して
取付ける   

電力計測用電流
センサー
（リード線が
 出ていない面）   

リード線が出ている面 

リード線が出ていない面 

電力計測用
電流センサー 

リード線 

電力計測用
電流センサー

リード線 ツメ 

リード線が出ている面 

① 屋内分電盤内部の単相二線の主幹ブレーカー一次側の配線色、線径を確認します。
② 電力量計に最も近い単相三線ブレーカー（カラーモニターの電力計測用電流センサーを取付ける部分）の配
線のうち、単相二線が接続されている電線を確認します。

③ 単相二線が接続されている電線の L側へカラーモニターの電力計測用電流センサー2個をリード線が出て
いる面が系統電源側に向くように取付けます（図1、図3を参照ください）。

④ 「カラーモニターの設定（施工設定モード）」の「■カラーモニターの設定の前準備」から「電力計測用電流
センサーの方向判定」 P.55̃70  までを行います。
※ ヘアードライヤーなどの機器を停止する前は表示ユニットの表示部の消費電力はヘアードライヤーの消
費電力の2倍以上となります（理由は図1のとおり電力計測用電流センサー2個で検出するためです）。

⑤ 電力計測用電流センサーの2個のうち、1個の電力計測用電流センサーを取りはずし、リード線が出てな
い面が系統電源側に向くように変更して、もう一方の電圧側線へ取付けます（図2、図3を参照ください）。

⑥ 適合パワーコンディショナの運転切換スイッチを「連系」として、パワーコンディショナを連系運転させて、
表示ユニットの表示部の発電電力の数値が増えることと消費電力に大きな変動が無いことを確認します（図
2のとおり、一方の電力計測用電流センサーの向きを反転して取付けたことを確認します）。

図1： 電力計測用電流センサー2個へ
買電電力を検出させる

図2： 一方の電力計測用電流センサーを
取付け直す

図3

 主電源用漏電ブレーカーの使用負荷が2線（100V）のみの場合
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保護機能動作※1（電圧上昇抑制※2、温度出力制限※3）
が発生した際の表示設定（する／しない）の設定をし
ます。
初期値は［する］です。
設定完了後、［次へ］ボタンを押してください。

お知らせ
● 電圧上昇抑制表示機能、温度出力制限表示機能
についてはパワーコンディショナの取扱説明書
を参照ください。

 6-10. 保護機能動作履歴表示設定
● 保護機能動作※1（電圧上昇抑制※2、温度出力制限※3）が発生した際に表示される、画面上部のステータスアイ
コンなどの表示設定を行います（詳細は P.73  を参照ください）。

● 2回目以降のカラーモニターの設定（施工設定モード）の場合、この画面は表示されません（設定手順は
 「保護機能動作履歴の表示設定を変更」 P.89  を参照ください）。

6. カラーモニターの設定（施工設定モード）　つづき

※上の画面は［する］と設定されている場合。

※上の画面は［しない］と設定されている場合。

※１ 保護機能動作とは
 パワーコンディショナが電圧上昇抑制※2 または温度出力制限※3 により発電出力を制限する動作のことです。
※２ 電圧上昇抑制とは
 家電機器を保護するため、電気事業法により系統側の電圧は最大107Vと定められていますが、これを超

えそうな状況が発生すると、パワーコンディショナは発電出力を制限（売電を制限）するなどして、系統側
の電圧上昇を抑制します。

 この状態が頻発する場合は電力会社と相談するなどの対策が必要となります。
※３ 温度出力制限とは
 周囲温度の上昇などによりパワーコンディショナ内部の温度が高くなった場合に、パワーコンディショナを

保護するため、発電出力を制限して内部の温度を上昇しないようにします。
 この状態が頻発する場合はパワーコンディショナの周囲温度を下げる対策が必要となります。
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6※上の画面はホーム画面の場合。

アイコン領域１に表示

 保護機能動作履歴／ステータスの表示とは
● 保護機能動作履歴／ステータスの表示とは、電圧上昇抑制、温度出力制限が発生した際に、発生したこと
が分かるように下記の画面に表示することです。

■ 画面上部のステータスアイコン※1 の表示

保護機能動作中は、画面上部のアイコン領域１に
保護機能動作のアイコンが表示されます。
（保護機能動作履歴／ステータスの表示を［しない］
とした場合は、保護機能動作のアイコンが表示さ
れません。）

お知らせ  
保護機能動作のアイコンは以下のとおりです。

：電圧上昇抑制中

：温度出力制限中

■ 保護機能動作履歴画面※2 の表示
保護機能動作をしたパワーコンディショナと動作
日時が表示されます。
（保護機能動作履歴／ステータスの表示を［しない］
とした場合は、保護機能動作履歴画面が表示され
ません。）

■ パワコン別状況画面※2 およびパワコン一括操作画面※2 のパワーコンディショナ運転状況に表示

保護機能動作中の場合、パワーコンディショナの
運転状況に表示されます。
（保護機能動作履歴／ステータスの表示を［しない］
とした場合は、保護機能動作中でも「運転中」と
表示されます。）

※上の画面はパワコン別状況画面の場合。

※１ ステータスアイコンの詳細は、取扱説明書の「表示ユニットの画面の説明」を参照ください。
※２ 画面の表示方法、画面についての説明は、取扱説明書を参照ください。
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「日付・時刻の設定」 P.57  から「保護機能動作履歴表示設定」 P.72  までの施工設定を保存します。

 6-11. 設定確認

6. カラーモニターの設定（施工設定モード）　つづき

施工設定を行った設定内容が表示されますので、設定
内容に間違いがないかを確認します。

お願い
 発電所 IDが未発行の場合は、運用種別を「出力制
御なし／ネットワークあり」または「出力制御なし
／ネットワークなし」で設定し直してください。

お知らせ
 運用種別の設定が誤っていると「電力会社との契約
に違反する」、「正常に発電ができなくなる」などの
不都合がおきる場合があります。

 設定内容が正しい場合 

［保存実施］ボタンを押します。
施工設定が保存され、次の作業に進みます。次の作業は運用種別によって異なります。

運用種別 次の作業
出力制御なし／
ネットワークなし 「据付工事後の確認」 P.80  にお進みください（ホーム画面 P.80  が表示されます）。

出力制御なし／
ネットワークあり

インターネット接続が「開通済み」の場合
⇒「インターネット接続が「開通済み」の場合」 P.75  にお進みください。

インターネット接続が「未開通」の場合
⇒「インターネット接続が「未開通」の場合」 P.78  にお進みください。

出力制御あり／
ネットワークなし 「SDカードによる発電所 IDの登録」 P.107  にお進みください。

出力制御あり／
ネットワークあり

インターネット接続が「開通済み」の場合
⇒「インターネット接続が「開通済み」の場合」 P.75  にお進みください。
インターネット接続が「未開通」の場合
⇒「インターネット接続が「未開通」の場合」 P.78  にお進みください。

お知らせ

施工設定の初期化 P.88  をしていない場合は、ネットワーク接続 P.75~79  や出力制御の設定 
P.103~109  はスキップされます。

 設定内容が誤っている場合 

誤っている設定の画面まで戻り、設定を修正します。
［戻る］ボタンを押すと、保護機能動作履歴表示設定画面 P.72  に戻ります。
［やり直す］ボタンを押すと、日付・時刻の設定画面 P.57  に戻ります。
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 計測ユニットと情報収集ユニットの接続が無線 LAN 
 の場合 
① 画面の表示が「インターネット接続 確認済み」※2

であることを確認します。
② 情報収集ユニットのWPSボタン P.11  を押しま
す※3（「登録ランプ」 P.12  が点滅するまで押し
続ける）。

③ 表示ユニットの［通信確認］ボタンを押します。
 （②を行ってから1分以内に行ってください。）
お願い

接続および接続確認のために計測ユニット内の
LANアダプターを取り外さないでください（接続
および接続確認は表示ユニットで行います）。

 計測ユニットと情報収集ユニットの接続が有線 LAN 
 の場合 
① 画面の表示が「インターネット接続 確認済み」※2

であることを確認します。
② 表示ユニットの［通信確認］ボタンを押します。

 7. ネットワーク接続

 7(a) インターネット接続が「開通済み」の場合

ここでは計測ユニットの「情報収集ユニットに接続」および「インターネットに接続」の確認を行います。
（この作業の必要有無は「■ネットワークを使用する場合の設定」 P.26 を参照ください。）

※ 上の画面はインターネット確認済み（開通済み）
の場合。

 7. ネットワーク接続

1. 情報収集ユニットのランプ表示で情報収集ユニットの状態を確認する
情報収集ユニットの電源を入れてから10分以上経過後に、ランプの状態を確認してください（電源を入れる手順
は「ブロードバンドルーター（市販）に接続」の手順2、3 P.32 を参照ください）。

回線状況
ランプ※１

オプション１
ランプ※１

WAN
ランプ※１

オプション２
ランプ※１

オプション３
ランプ※１ 対処

緑点灯 緑点灯
緑点灯
または
緑点滅

赤点灯以外 消灯 「手順2」にお進みください。

上記以外

● 「ブロードバンドルーターに接続」
の手順３ P.32 をご参照ください。

● オプション２ランプが赤点灯のとき
は、ブロードバンドルーターがイン
ターネットに接続できていることを
確認してから情報収集ユニットの電
源を入れ直して上記のランプ点灯に
なることを確認してください。

2. 情報収集ユニットとの通信確認をする

※１ 表に記載以外のランプ表示は確認不要です。ランプの位置は P.12  を参照ください。 
10分経過する前だと、正しいランプ状態になっていない場合があります。

※２ 画面の表示が「インターネット接続 未開通」（ P.78  の画面）となっている場合、［確認済み］ボタンを
押してください（画面の表示が「インターネット接続 確認済み」に変わります）。

※３ 無線 LAN中継器を使用している場合は、無線 LAN中継器のWPSボタンを押します。 P.97  を参照くだ
さい。
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次の設定・確認作業
「据付工事後の確認」 P.80 にお進みください（ホーム画面 P.80 が表示されます）。

以上でネットワーク接続は完了です。

 7. ネットワーク接続　つづき

三菱電機クラウドサーバーに接続します。
接続が完了するまで、しばらくお待ちください。
接続が完了すると下記の処理へ進みます。
※ エラー画面が表示された場合は P.77  を参照く
ださい。

 3. 三菱電機クラウドサーバーに接続

通信確認が完了し、左の画面が表示されると計測ユニッ
トの「情報収集ユニットに接続」および「インターネッ
トに接続」の確認は完了です。
［次へ］ボタンを押してください。

※ エラー画面が表示された場合は P.77  を参照く
ださい。

運用種別 P.17 次の設定・確認作業
出力制御なし／
ネットワークあり 手順３にお進みください。

出力制御あり／
ネットワークあり 「表示ユニットによる電力会社の設定」 P.103  にお進みください。
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 こんな画面が表示されたら
エラー画面 原因：処置

原因： 計測ユニットと情報収集ユニットの接続に問題が
あります。

処置： ● 無線 LANの場合、通信障害により通信できな
いことがあります。

　　　　　⇒ 情報収集ユニットおよび計測ユニットの近
く（1m以内）に他の無線機器がないこと
をご確認ください。

 ● 有線 LANの場合、計測ユニットと情報収集ユ
ニットとの接続 P.37  に問題がないことを
ご確認ください（市販の LANケーブルを使
用している場合、付属の LANケーブル P.6   
を使用して試してください）。

原因： インターネットが接続されていないまたはイン
ターネットの接続に問題があります。

処置： ● インターネット接続が「未開通」の場合は、
インターネット接続状態を「インターネット
接続未開通」に変更してください。 P.78   
を参照ください。

 ●  インターネットの接続および情報収集ユニッ
トとブロードバンドルーターの接続に問題が
ないことをご確認ください。※2

処置を行った後、無線LAN接続の場合は、情報収集ユニットのWPSボタン P.11  を押して※3（「登録ランプ」
P.12  が点滅するまで押し続ける）から［通信確認］ボタンを有線 LAN接続の場合は［通信確認］ボタン
を押してください。

エラー画面 原因：処置
原因： インターネットが接続されていないまたはイン

ターネットの接続に問題があります。
処置： ●  インターネットの接続および情報収集ユニッ

トとブロードバンドルーターの接続に問題が
ないことをご確認ください。

 ● インターネットの接続確認方法は、ブロード
バンドルーターの取扱説明書を参照ください。

 ●  情報収集ユニットとブロードバンドルーター
の接続は「ブロードバンドルーター（市販）
に接続」 P.32  を参照ください。

※１ 電波レベルは計測ユニットと情報収集ユニット間の電波の強さを表します（３以上であれば正常で、
 ３未満の場合は、計測ユニットと情報収集ユニットの位置を調整してください）。
※２ エラーコード別の処置方法は「ネットワーク関連のエラーについて」 P.112~113  を参照ください。
※3 無線 LAN 中継器を使用している場合は、無線 LAN 中継器のWPS ボタンを押します。 P.97  

を参照ください。

※1 ※2

※1 ※2

※2
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 7(b) インターネット接続が「未開通」の場合

通信確認が完了し、左の画面が表示されると計測ユニッ
トの「情報収集ユニットに接続」の確認は完了です。
［次へ］ボタンを押してください。運用種別  P.17  
により処理の流れが異なります。

※ エラー画面が表示された場合は P.77  を参照く
ださい。

 計測ユニットと情報収集ユニットの接続が無線 LAN 
 の場合 
① ［未開通］ボタンを押してください（左の画面のよ
うに表示が「インターネット接続 未開通」に変わ
ります）。

② 情報収集ユニットのWPSボタン P.11  を押しま
す※2（「登録ランプ」 P.12  が点滅するまで押し
続ける）。

③ 表示ユニットの［通信確認］ボタンを押します。
（②を行ってから1分以内に行ってください。）
お願い

接続および接続確認のために計測ユニット内の
LANアダプターを取り外さないでください（接続
および接続確認は表示ユニットで行います）。

 計測ユニットと情報収集ユニットの接続が有線 LAN 
 の場合 
① ［未開通］ボタンを押してください（左の画面のよ
うに表示が「インターネット接続 未開通」に変わ
ります）。

② 表示ユニットの［通信確認］ボタンを押します。

※ 上の画面はインターネット未開通の場合

運用種別 P.17 次の設定・確認作業
出力制御なし／
ネットワークあり 手順3 P.79  にお進みください。

出力制御あり／
ネットワークあり 「表示ユニットによる電力会社の設定」 P.103  にお進みください。

※1 表に記載されている以外のランプ表示は確認不要です。ランプの位置は P.12  を参照ください。 
10分経過する前だと、正しいランプ状態になっていない場合があります。

※２ 無線 LAN中継器を使用している場合は、無線 LAN中継器のWPSボタンを押します。 P.97  を参照くだ
さい。

1. 情報収集ユニットのランプ表示で情報収集ユニットの状態を確認する
情報収集ユニットの電源を入れてから10分以上経過後に、ランプの状態を確認してください（電源を入れる手順
は「ブロードバンドルーター（市販）に接続」の手順2、3 P.32  を参照ください）。

回線状況
ランプ※１

オプション１
ランプ※１

WAN
ランプ※１

オプション３
ランプ※１ 対処

橙点灯 緑点灯 消灯 消灯 次の作業（手順2）にお進みください。

上記以外 「ブロードバンドルーターに接続」の手順3
 P.32 をご参照ください。

2. 情報収集ユニットとの通信確認をする

 7. ネットワーク接続　つづき
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三菱電機クラウドサーバーに接続する準備が完了する
と、左の画面になります。

ボタン表示 内容

了解 ホーム画面  P.80  が表示され
ます。

次の設定・確認作業
「据付工事後の確認」 P.80  を参照ください。

 3. 三菱クラウドサーバーとの接続準備をする

以上でネットワーク接続は完了です。
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8-1. 据付工事後の確認について
据付工事が終わりましたら、「据付工事全体のながれ」 P.25̃26  に従って、作業漏れなどがないかをもう一度点
検してください ( 点検は必ず行ってください。作業漏れなどがあった場合は機能が発揮できないばかりか安全性が
確保できません )。

 8. 据付工事後の確認

● お客様立ち会いで試運転を行ってください。
● お客様にご説明する際に取扱説明書をご準備ください。
 （新築などの未入居の場合は、発注者様または管理人様立ち会いで行ってください。）

カラーモニター
用 

ブレーカーを
「入」にする  

※ IHクッキングヒーターなど 

 8-2. 試運転

1  カラーモニターの電源を入れます（カラー
モニターの電源が入っていない場合）
● 分電盤のカラーモニター用ブレーカー P.36
を「入」にします（約1分後に表示ユニット
の画面（ホーム画面）が表示されます）。

● 表示ユニットの画面が消えている場合は、任
意のボタンを押して画面を点灯させます。

● ホーム画面が表示されていない場合は、［ホー
ム］ボタンを押してホーム画面を表示します。

2  取扱説明書の「使用前の準備」の確認事項
を確認します
表示ユニットと計測ユニットの電源を確認する

表示ユニットで運用種別を確認する

インターネット接続を確認する※１

日付・時刻を確認する

発電所 IDおよび固定スケジュールの
更新期限を確認する※2

3  消費電力を確認します
IH クッキングヒーターなど、200V仕様の機器
を動かし表示ユニットのホーム画面で消費電力
が増えることを確認してください。
※ 200V仕様の機器がない場合は、すべての部
屋の照明を点灯させるなど電力を消費する状
態にしてください。

ホーム画面

※ 上の画面は初期状態の表示例です。
※ ホーム画面の表示内容は取扱説明書の「表示ユ
ニットの画面の説明」および「ホーム画面の使
い方」を参照ください。

こんなときは

 IH クッキングヒーターなど、200V仕様の機器を動かしても消費電力が増えない
⇒ 電力計測用電流センサーの接続  P.46̃48  をご確認ください。
⇒ 分電盤内のカラーモニター用ブレーカーを入れ直してください。

※１ 運用種別が「出力制御なし／ネットワークあり」または「出力制御あり／ネットワークあり」の場合のみ、
確認します。

※２ 運用種別が「出力制御あり／ネットワークなし」または「出力制御あり／ネットワークあり」の場合のみ、
確認します。
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入 入 入

ふた 
ふた固定ネジ 

● 接続箱 
太陽電池開閉器すべて「入」 

運転切換
連系自立 停止

※ 図はHQ-D-K40-1の場合。 

運転切換スイッチを
「連系」 にする

● パワーコンディショナ 

4  発電電力を確認します
● 接続箱またはパワーコンディショナの太陽電
池開閉器および直流側開閉器がすべて「入」
となっていることを確認してから、パワーコ
ンディショナの連系運転を開始してくださ
い。

● パワーコンディショナが発電を開始したら、
表示ユニットのホーム画面 P.80  で発電電
力が増えることを確認してください。

 お願い  
パワーコンディショナの連系運転の開始は、
契約されている電力会社との連系協議後に
行ってください。

こんなときは

発電電力が増えない
⇒ パワーコンディショナと計測ユニット間
の配線（通信ケーブル）をご確認ください。
P.38̃40  を参照ください。

⇒ 発電できる状態（日中の晴天時あるいは曇
天時）のときに行ってください。

お知らせ  
● オプションセンサーを使用している場合は、下記の手順にて確認できます。

オプションセンサーの用途 確認手順（例）
適合外パワーコンディショナ
適合パワーコンディショナ
（11、12台目）

パワコン別状況画面※１の適合外 *（* は数字）に現在の運転状況および
発電量が表示されます。

定置型蓄電池 ホーム画面※1 P.80  に蓄電池の絵が表示され、現在の充電電力または
放電電力が表示されます。

個別消費計測 個別消費状況画面※1 に現在の個別消費電力が表示されます。
※ 外部発電機の発電（データ）は正しい消費を表示するために使用するものなので、発電（データ）として
表示されません。

● 「出力制御あり」 P.16  で、かつ出力制御運転中である場合、ホーム画面※1 P.80  に出力制御のステータ
スアイコン※2が表示されます。

※1 画面の表示方法、画面についての説明は取扱説明書を参照ください。
※2 ステータスアイコンの詳細は、取扱説明書の「表示ユニットの画面の説明」を参照ください。
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 9. お客様への説明
お願い
● 別冊の取扱説明書に従って、お客様へ正しい使い方をご説明ください。
 （新築などで未入居の場合は、発注者様または管理人様などに説明してください。）
● 特に「安全のために必ず守ること」の項は安全に関する重要な注意事項を記載していますので、必ず守るよ
うにご説明ください。

● この据付工事説明書は、据付け後お客様にお渡しください。なお別冊の取扱説明書および保証書も必ずお客
様にお渡しください。

● 本製品が正常に動作しないなどの問題が発生した場合は、取扱説明書・据付工事説明書の「故障かな？と思っ
たら」および取扱説明書の「通知画面」を参照いただく様、ご説明ください。

● 出力制御※1 に対応する予定があるお客様は電力会社より「発電所 ID」※1 が発行されたら、すみやかにお買上
げの販売店、工事店に「出力制御の開始の設定」をご依頼ください。

 （出力制御を行わないまま運用を続けると「電力会社との契約に違反する」、「正常に発電できなくなる」などの
不都合がおきる場合があります。また、お客様による出力制御の設定および設定変更は電力会社との契約違反に
なる場合があります。）

● インターネット接続をする予定がある場合、インターネット開通後、販売店、工事店またはお客様による「イン
ターネット接続が開通した後の作業」 P.90̃91  の作業が必要です。

● 下記の説明事項をお客様にご説明ください。説明事項は運用種別※1 によって異なります。
 （運用種別が「出力制御なし／ネットワークなし」の場合、運用種別における説明事項はありません。）

■運用種別※1 が「出力制御なし／ネットワークあり」の場合
ご説明事項 内　容

日付・時刻の修正※2 ● インターネットを経由して自動調整します。
インターネット接続が
未開通の場合 ● インターネット接続が開通するまで日付・時刻の自動調整ができません。

■運用種別※1 が「出力制御あり／ネットワークなし」の場合※3

ご説明事項 内　容

日付・時刻の修正※2

● お客様による日付・時刻の修正はできません。5分以上ずれている場合は、正し
く発電ができない可能性がありますので、定期的（年に１回以上）に日付・時刻
の確認を行ってください。5分以上ずれている場合は、販売店・工事店にご相談
ください。

● 長期停電（３日以上）などにより日付・時刻情報が消失した場合、販売店・工事
店による対応が必要です。※4

固定スケジュール※１

の更新について ● 販売店・工事店による「固定スケジュールの更新」作業が年に1 回以上必要です。

■運用種別※1 が「出力制御あり／ネットワークあり」の場合
ご説明事項 内　容

日付・時刻の修正※2

● インターネットを経由して自動調整します。
● 長期停電（３日以上）などにより日付・時刻情報が消失した場合、インターネッ
トを経由して自動設定されます（インターネット接続が「未開通」の場合は、販
売店・工事店による対応が必要です※4）。

インターネット接続が
未開通の場合

● インターネット接続が開通するまで日付・時刻の自動調整、計測ユニットおよび
情報収集ユニットのソフトウエアのアップデートができません。

● 施工時から 13ヶ月以内にインターネット接続を開通してください（固定スケ
ジュールの更新期限を過ぎると発電が停止したままとなります）。

※１ 用語の説明は P.16̃17  を参照ください。
※2 詳細は「日付・時刻の設定方法について」 P.92  を参照ください。
※3 インターネットに接続しないで出力制御を行うには電力会社に対応可否の確認が必要です。
※4 日付・時刻情報を設定するまで、発電が停止したままとなります。
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 10. カラーモニターの施工、設定について、こんなときは
 10. カラーモニターの施工、設定について、こんなときは
ここに記載している作業は、必ず販売店様、工事店様が行ってください。

こんなときは 説明
電力計測用電流センサーなどのセンサー接
続ケーブルが届かない

「電流センサー接続ケーブルの延長（オプション作業）」を参照してセ
ンサー接続ケーブルを延長してください。 P.49  を参照ください。

お客様のブロードバンドルーターがモバイ
ル用のブロードバンドルーターなどで、有
線 LANポートがない

無線 LANイーサネットコンバータ（市販）を使用します。 P.98  
を参照ください。

ブロードバンドルーターと情報収集ユニッ
ト間、情報収集ユニットと計測ユニット間
で有線 LANケーブルが届かない

ネットワークハブ(市販 )を使用して、最大500mまで延長可能です。
※ ネットワークハブの使用方法などについては、ネットワークハブ
の取扱説明書などを参照ください。

運用種別※1 の変更をしたい 「施工設定の初期化」 P.88  を参照ください。
運用種別以外の施工設定を変更したい
・適合パワーコンディショナの台数や整定値を変更
・電力計測用電流センサーの方向判定
・オプションセンサーの種別や取り付け位置を変更
・買取制度を変更

「施工設定の変更」 P.84  を参照ください。
※ 保護機能動作履歴の表示設定変更は下記を参照ください。

保護機能動作履歴の表示設定を変更したい 「保護機能動作履歴の表示設定を変更」 P.89 を参照ください。
日付・時刻修正をしたい

「日付・時刻の設定方法について」 P.92  を参照ください。
お客様より日付・時刻修正の依頼があった

お客様より日付・時刻設定の「パスワード
確認画面※2 表示がされている」との連絡
があった

日付・時刻を設定するために販売店様・工事店様によるパスワードの
入力が必要で、パスワード入力後に日付時刻設定画面が表示されます。
⇒ パスワード入力については「パスワード入力画面」 P.87 を参照
ください。

お知らせ  
 日付・時刻の設定が完了するまで、発電が停止したままとなります。

発電所 ID※1 を修正したい、または発電所
IDが発行されたので入力したい

施工設定をやり直す必要があります。
⇒「施工設定の初期化」 P.88  を参照ください。

有効期限の間違った固定スケジュール※1

を登録してしまったので固定スケジュール
を登録し直したい

運用種別が「出力制御あり／ネットワークあり」の場合
施工設定をやり直す必要があります。
⇒「施工設定の初期化」 P.88  を参照ください。

運用種別が「出力制御あり／ネットワークなし」の場合

「SDカードを使用した固定スケジュールの更新」 P.110  にて固定
スケジュールの上書きをしてください。

固定スケジュールを更新したい 「SDカードを使用した固定スケジュールの更新」 P.110  を参照く
ださい。

インターネット接続が開通した 「インターネット接続が開通した後の作業」の P.90  を参照くださ
い。

インターネット接続のプロバイダー契約を
変更したい

プロバイダー契約変更による作業は不要です。
※ プロバイダー契約の変更によりブロードバンドルータを交換する
場合は、「ブロードバンドルータ（市販）に接続」 P.32 を参照
ください。

ネットワークが繋がらない 「インターネット接続が開通した後の作業」の「■接続作業後の確認」
P.91  を参照ください。

お知らせ  ※１～※2の注釈は次ページを参照ください。
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こんなときは 説明
表示ユニットのソフトウェアを
アップデート※3 したい 「表示ユニットのアップデート実施」 P.95  を参照ください。

情報収集ユニットのソフトウェアを
アップデート※3 したい

情報収集ユニットがインターネットに接続された状態であれば自動で
アップデートされます。

計測ユニットのソフトウェアを
アップデート※3 したい

計測ユニットおよび情報収集ユニットがインターネットに接続された
状態であれば自動でアップデートされます。

※１ 用語の説明は P.16̃17  を参照ください。
※２ 画面は「パスワード入力画面」 P.87  を参照ください。
※３ アップデートの情報は当社にお問合せください。

10. カラーモニターの施工、設定について、こんなときは　つづき

 10(a) 施工設定の変更
● ここでは運用種別、発電所 IDの変更以外の「施工設定内容の変更」手順について説明します。
 （この作業は、必ず販売店様、工事店様が行ってください。）
● 保護機能動作履歴の表示設定変更は「保護機能動作履歴の表示設定を変更」 P.89  を参照ください。

1. 施工設定モードを開始する
① ホーム画面 P.80  が表示された状態で、［設定］→設定メニュー画面で［施工設定メニューへ］を選択し［OK］
→処理実施確認画面で［了解］→施工設定メニュー画面で［施工設定］を選択し［OK］をします（画面遷移は 
P.85~86 を参照ください）。

② パスワード入力画面が表示された場合はパスワードを入力してください。
 （パスワード入力は「パスワード入力画面」 P.87  を参照ください。）
③ 施工設定モードが開始され、運用種別選択画面 P.58  が表示されます。

2. 目的の設定画面へ遷移し、設定を変更する   P.58~73 を参照ください。
① 設定変更しない設定画面は［スキップ］ボタンが表示されている場合は［スキップ］ボタン、［スキップ］ボタ
ンが表示されていない場合は［選択完了］を選択し［確定］または［次へ］ボタンを押して次の設定画面へ進み
ます。

② 目的の設定画面が表示されたら設定を行います。

3. 設定を保存する
① 設定確認画面 P.74  に遷移し、［保存実施］ボタンを押して変更した施工設定を保存してください。
（「適合パワーコンディショナの整定値一括設定」 P.60  は、整定値一括設定画面の［設定実施（即時反映）］
ボタンを押した時、パワーコンディショナに整定値が保存されます。）

お知らせ
● 各オプションセンサーの再設定は上記手順にて以下の画面に遷移して行います。
電力計測用電流センサー P.70
外部発電機用の発電電力計測用電流センサー P.66
定置型蓄電池用の発電電力計測用電流センサー P.67
適合外パワーコンディショナ用の発電電力計測用電流センサー P.68
個別電力計測用電流センサー P.69
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 10(b) 設定画面の画面遷移図
● 設定変更または設定をやり直す場合に使用する画面の画面構成です。
● ホーム画面 P.80  で［設定］ボタンを押すと設定メニュー画面が表示されます。

施工設定メニュー

設定メニュー

お客様が操作する画面です。
詳細は取扱説明書を参照ください。

パワコン一括操作

お客様が設定する画面です。
詳細は取扱説明書を参照ください。

お客様が設定する画面です。
詳細は取扱説明書を参照ください。

保護機能動作履歴表示

日付時刻設定

画面/定時保存設定

処理実施確認
（施工設定内容表示）

（次ページへ
 つづく）

ソフトウェアのバージョン確認
「計測ユニット：」および「表示
ユニット：」の｢Ver.」のうしろ
の数字はソフトウェアのバージョ
ン番号を表します（製品に表示さ
れているバージョン番号は本紙と
異なる場合があります）。

発電所 IDと更新期限の確認
「発電所 ID:」のうしろの数字は
発電所 ID（26 の数字）を表し
ます。発電所 ID のうしろのカッ
コ内の日付けは、固定スケジュー
ルの更新期限を表します。
発電所 ID の前の「＊＊＊」は電
力会社設定　　　　　で選択し
た電力会社名が表示されます。

運用種別の確認
「運用種別：」のうしろが、設定
されている運用種別 
　　　　になります。

P.92お知らせ

お知らせ

お知らせ

P.17
P.58

P.103
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 画面の画面遷移図

10. カラーモニターの施工、設定について、こんなときは　つづき

故障交換時に使用します。
（普段は使用しません。）

施工設定

ネットワーク接続をOFF/ONにする

WPS（無線）接続を行う

その他施工設定メニューその他施工設定 日付時刻設定

交換時積算データ継続

情報表示設定

ネットワーク設定

施工設定モード

記録した電力データを全て初期
化します。
（普段は使用しません。）

電力データの初期化

施工設定を開始する
にはパスワード入力
が必要です。

その他施工設定を開
始するにはパスワー
ド入力が必要です。

販売店様・工事店様用
の日付・時刻設定

P.87

P.89

P.87

P.58~74

P.93

P.94

P.57

「運用種別の設定」 P.58 から設定が開始されます。

P.92
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 10(c) パスワード入力画面
設定変更を行う際に、下のようなパスワード入力が表示される場合があります。
表示された際は、パスワードを入力して、［設定完了］ボタンを押してください。

パスワードの入力を行います。

ボタン表示 内容
＜ １つ左の項目に移動します。
＞ １つ右の項目に移動します。
－数値 数値を減らします。
数値＋ 数値を増やします。
キャンセル 元の画面に戻ります。
確定 パスワード入力を確定します。

パスワードの記載箇所について
パスワードは、計測ユニットのカバーを取りはずし
た計測ユニット本体の端子カバー部に記載してあ
ります。
※ PW：XXXXX
 5 桁の数字がパスワードになります。

端子カバー

パスワードが記載されたラベル

お知らせ

 長期停電（3日以上）などにより、日付・時刻の情報が消失した場合に以下の画面が表示される場合があります。
表示された際は、パスワードを入力してください。日付・時刻の設定画面 P.57 が表示されます。
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設定の初期化確認が表示されるので、［了解］ボタンを
押します。

設定を初期化するために運用種別選択画面 P.58  に
て設定されている運用種別とは異なる運用種別を選択
します。
※ 左の画面は［出力制御あり／ネットワークあり］か
ら［出力制御なし／ネットワークあり］に変更する
場合。

3. 運用種別 P.17 の変更

 10(d) 施工設定の初期化
● ここでは運用種別、発電所 IDを変更する場合などの「施工設定の初期化」手順について説明します。
 （この作業は必ず販売店様・工事店様が行ってください。）
● これらの初期化により、電力データおよびパワーコンディショナの整定値が初期化されることはありません。

● ホーム画面 P.80  が表示された状態で、［設定］
→設定メニュー画面で［施工設定メニューへ］を選
択し［OK］とすると左の画面（現在の設定内容）
が表示されます（画面遷移は P.85~86  を参照く
ださい）。

● 設定内容（運用種別、適合パワコン設置台数、買取
制度、オプションセンサー、保護機能動作履歴表示
など）が再設定の際に必要になりますので、メモを
取るなどしてお控えください。

1. 現在の設定内容を控える

2. 施工設定モードを開始する
① 上記の状態で、［了解］→施工設定メニュー画面で［施工設定］を選択し［OK］をします（画面遷移は
P.85~86  を参照ください）。

② パスワード入力画面が表示された場合は、パスワードを入力してください。
 （パスワード入力は「パスワード入力画面」 P.87 を参照さください。）
③ 施工設定モードが開始され、運用種別選択画面 P.58 が表示されます。

誤操作防止のための再確認画面が表示されるので、［了
解］ボタンを押します。
（［了解］ボタンの位置が前回と異なります。）

10. カラーモニターの施工、設定について、こんなときは　つづき
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初期化中は左の画面が表示されます。
初期化が完了すると、表示ユニットが再起動※１し、「日
付・時刻の設定」 P.57  の設定画面が表示されます
ので設定を行ってください（設定は初回設定時と同じ
で「日付・時刻の設定」から順にウィザード形式で設
定を行います）。

 お願い  
● 施工設定は、前ページの「現在の設定内容を控える」で控えた内容を元に設定を行ってください。
● 施工設定モードでの設定中は電力計測が停止するため、設定途中で放置しないでください。

※1　再起動中は画面表示が消えたり、売電ランプ／買電ランプ P.9  が点灯したりします。

 10(e) 保護機能動作履歴の表示設定を変更
● ここでは「保護機能動作履歴の表示設定の変更」手順について説明します。
● 保護機能動作履歴の表示設定とは、保護機能動作（電圧上昇抑制 P.72 、温度出力制限 P.72  ）が発生した
際に、画面上部のステータスアイコン表示などを表示する／しないの設定のことです（詳細は P.73  を参照
ください）。

1. 情報表示設定画面に遷移する
① ホーム画面 P.80  が表示された状態で、［設定］→設定メニュー画面で［施工設定メニューへ］を選択し［OK］
→処理実施確認画面で［了解］→施工設定メニュー画面で［情報表示設定］を選択し［OK］をします（画面遷
移は P.85~86  を参照ください）。

2. 情報表示設定を変更する

ボタン表示 内容
▲ 1つ前の項目に移動します。

する／しない 履歴およびステータスアイコンの表示
をする／しないを切りかえます。

OK 設定を反映し、施工設定メニュー画面
に戻ります。

戻る 設定を反映しないで施工設定メニュー
画面に戻ります。

▼ 1つ次の項目に移動します。
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 10(f) インターネット接続が開通した後の作業
ここでは「インターネット接続が開通した後の作業」手順について説明します。下記に従って作業を行います。

■ 接続作業フロー

※1 運用種別 P.17  の確認は処理実施確認画面で確認できます（画面の表示方法は P.85  を参照ください）。
※2 「ブロードバンドルーター（市販）に接続」P.32  の手順１～３の作業が完了しているかをご確認ください。
※3 「ブロードバンドルーター（市販）に接続」P.32  の手順１～３の作業を行います。情報収集ユニットのアッ

プデートが必要な場合（アップデートの必要有無は手順３にて確認します）は P.33  の手順４～６も併せ
て行います。

※４ 運用種別の変更は、「施工設定の初期化」 P.88  を参照ください。
お願い
お客様による運用種別の変更はできません。必ず販売店様・工事店様が行ってください。

運用種別を確認
します。※1 

・情報収集ユニットをブロード
　バンドルーターに接続しま
　す。※３
 
・運用種別を「出力制御なし／
　ネットワークあり」または
　「出力制御あり／ネットワーク
　あり」に変更します。 ※４

「出力制御なし／ネットワークなし」 
または「出力制御あり／ネットワークなし」 

「出力制御なし／ネットワークあり」 
または「出力制御あり／ネットワークあり」 

情報収集ユニットと
ブロードバンドルーター
（市販）の接続が完了
してますか？ ※２ 

・情報収集ユニットを
　ブロードバンドルーターに
　接続します。 ※３

「完了していない」 

次の「■接続作業後の確認」　　　　へお進みください。 

「完了している」 

P.91

10. カラーモニターの施工、設定について、こんなときは　つづき
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ホーム画面のアイコン領域４に下表のアイコンが表示
されていないことを確認してください。
表示されていなければインターネット接続は正常です。
（アイコン領域4に下表以外のアイコン※4 が表示され
ている場合があります。）

アイコン領域４

アイコン
表示 アイコンが表示されていた場合の対処

計測ユニットのネットワーク接続がOFFになっています。「ネットワーク接続をOFF/ONにする」
P.93 からネットワーク接続をON にしてください。
計測ユニット本体のネットワーク通信に異常が発生しています。
カラーモニター用ブレーカーの電源を入れ直してください。 P.80  を参照ください。
① 情報収集ユニットのランプが右表の「情報収集ユニット
のランプ表示」のように点灯していることをご確認くだ
さい。

・ 点灯していない場合
⇒「ブロードバンドルーター（市販）に接続」の手順３ 
P.32  または情報収集ユニットの取扱説明書を参照
ください。

・ 点灯している場合
⇒ 「ネットワーク接続をOFF/ONにする」 P.93  また
は、無線 LAN の場合は「WPS（無線）接続を行う」 
P.94  を参照ください。

② 情報収集ユニットのソフトウェアのアップデートが必要
かどうかをご確認ください。
⇒ 「ブロードバンドルーター（市販）に接続」の手順4 
P.33  を参照ください。

情報収集ユニットのランプ表示

ランプ種類 状態
電源ランプ 緑点灯
アラームランプ 消灯
回線状況ランプ 緑点灯

WANランプ
緑点灯
または
緑点滅

※各ランプの位置は P.12  を
　参照ください。

三菱電機クラウドサーバーがメンテナンス中、またはインターネットやお客様のブロードバンドルー
ターに障害が発生している可能性があります。
⇒ お手持ちのスマートフォンやタブレットなど（市販）でブロードバンドルーターに接続し、インター
ネットに接続可能かをご確認ください（手順はブロードバンドルーターの取扱説明書などを参照
ください）。

⇒ スマートフォンやタブレットなど（市販）でブロードバンドルーター経由でインターネットに接
続可能な場合は、三菱電機クラウドサーバーメンテナンス中またはサーバー障害の可能性があり
ますので、１時間程度の時間を置いてからご確認ください（時間が経過しても消えない場合は情
報収集ユニットの取扱説明書記載の「三菱電機お客様相談センター」にご相談ください）。

※4 アイコン（ステータスアイコン）の詳細は、取扱説明書の「表示ユニットの画面の説明」を参照ください。

お知らせ
 カラーモニターをインターネットに接続したときに「サーバー通信障害発生」のエラー画面が表示された場合
は、 エラーコード別の処置に従ってください。エラーコードに対する処置は「ネットワーク関連のエラーについ
て」 P.112~113  を参照ください。

 ■ 接続作業後の確認
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 10(g) 日付・時刻の設定方法について
ここでは日付・時刻の設定（修正）方法について説明します。運用種別 P.17  およびインターネット接続状況に
より日付・時刻の設定方法が異なります。

△：販売店様・工事店様にて設定が必要、○：お客様にて設定が可能、×：自動設定により手動設定不可

運用種別  P.17 インターネット
接続状況

日付・時刻の設定方法

通常時 日付・時刻
情報消失時

出力制御なし／
ネットワークなし － ○（※２） ○（※３）

出力制御なし／
ネットワークあり

開通済み ×（※４） ×（※４）

未開通 ○（※２） ○（※３）

出力制御あり／
ネットワークなし －        △（※５ ※６）        △（※３ ※６）

出力制御あり／
ネットワークあり

開通済み ×（※４） ×（※４）

未開通        △（※５ ※６）        △（※３ ※６）

※1 用語の説明は P.16̃17  を参照ください。
※2 日付時刻設定画面にて日付・時刻の設定が可能です。
 日付時刻設定画面は、ホーム画面 P.80  が表示された状態で、［設定］→設定メニュー画面で［日付時刻設定］

を選択すると表示されます（画面遷移は P.85~86  を参照ください）。
※3 長期停電（３日以上）などにより日付・時刻情報が消失した場合、日付・時刻の設定画面が表示されますの

で日付・時刻を設定してください。
お知らせ
 出力制御※１を行っている場合、日付・時刻を設定するまで、発電が停止したままとなります。

※4 インターネット経由で日付・時刻が自動設定されるので、手動による日付・時刻の設定はできません。
● ５分以上のズレが頻繁に発生する場合は、インターネット接続に異常がある可能性がありますので、「イ
ンターネット接続が開通した後の作業」 P.91  にてインターネット接続をご確認ください。

● 出力制御※１を行っている場合、日付・時刻が自動設定されるまで、発電が停止します。
※5 販売店様・工事店様用の日付時刻設定画面にて日付・時刻の設定が可能です。
 日付時刻設定画面は、ホーム画面 P.80  が表示された状態で、［設定］→設定メニュー画面で［施工設定

メニューへ］を選択し［OK］→処理実施確認画面で［了解］→施工設定メニュー画面で［その他施工設定］
を選択し［OK］→パスワード入力画面にてパスワードの入力※6 →その他施工設定メニュー画面で［日付時
刻設定］を選択し［OK］とすると表示されます（画面遷移は P.85~86  を参照ください）。
お知らせ
● 現在の時刻から10分以上ずれた時刻変更はできません。
● 10分以上の時刻変更をする場合は、施工設定をやり直す必要があります。 
⇒「施工設定の初期化」 P.88  を参照ください。

※6 日付・時刻の設定にはパスワードの入力が必要です。パスワード入力については「パスワード入力画面」
P.87  を参照ください。

お知らせ
 30 分以上ずれた時刻修正を行った場合、電力データが正しく表示されなかったり、グラフが欠落する場合があ
ります。

10. カラーモニターの施工、設定について、こんなときは　つづき
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 お願い
 ネットワーク接続をOFF のままにすると、自動時
刻調整、固定スケジュールおよび更新スケジュール
の取得ができなくなるので必ずONに戻してくださ
い（ネットワーク接続がOFF の場合は、ホーム画
面 P.80  のステータスアイコンのアイコン領域4
に  が表示※２されます）。

お知らせ  
 ONへの切りかえに失敗すると、左の画面が表示さ
れます。この場合、［了解］ボタンでネットワーク
設定メニュー画面に戻り、再度実行してください。

 10(h) ネットワーク接続をOFF/ONにする
● 本作業は情報収集ユニットと計測ユニットの通信が異常の場合アイコン領域４に  が表示されているなど）、
一時的にネットワーク接続を停止（OFF）したい場合に使用します。

● ネットワーク接続をOFFにした場合は、最終的には必ずネットワーク接続をON※１にしてください。

1. ネットワーク接続画面に遷移する
① ホーム画面 P.80  が表示された状態で、［設定］→設定メニュー画面で［施工設定メニューへ］を選択し［OK］
→処理実施確認画面で［了解］→施工設定メニュー画面で［ネットワーク設定］を選択し［OK］→ネットワー
ク設定メニュー画面で［ネットワーク接続をOFFにする］（ネットワーク接続をONにする）を選択し［OK］
とすると本画面が表示されます（画面遷移は P.85~86  を参照ください）。

2. ネットワーク接続をOFF/ONにする

ボタン表示 内容
キャンセル ネットワーク設定画面に戻ります。

了解

ネットワークがONの場合はOFFに、
OFFの場合はONに切りかえます。
切りかえが完了するとネットワーク設
定メニュー画面に戻ります。

※ 上の画面はネットワーク接続がONの場合。

※１ ONにするにはネットワーク設定メニュー画面から［ネットワーク接続をONにする］を選択します。
※２ 表示位置は P.91  を参照ください。
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 10(i) WPS（無線）接続を行う　（形名にH-1M, IFU-1が付く製品のみ）
本作業は情報収集ユニットと計測ユニットの通信が異常の場合アイコン領域４に  が表示されているなど）に使
用します。

1. WPS（無線）接続画面へ遷移する
① ホーム画面 P.80  が表示された状態で、［設定］→設定メニュー画面で［設定メニュー］を選択し［OK］→
処理実施確認画面で［了解］→施工設定メニュー画面で［ネットワーク設定］を選択し［OK］→ネットワーク
設定メニュー画面で［WPS（無線）接続を行う］を選択し［OK］とすると本画面が表示されます（画面遷移は 
P.85~86  を参照ください）。

2. WPS（無線）接続を行う

ボタン表示 内容
キャンセル ネットワーク設定画面に戻ります

 接続実施

WPS接続を行います。
情報収集ユニットのWPS ボタン
P.11  を押して（「登録ランプ」
P.12  が点滅するまで押し続ける）
から、1分以内に［接続実施］ボタン
を押してください。
※ 無線 LAN中継器を使用している
場合は、無線 LAN中継器のWPS
ボタンを押します。 P.97  を参
照ください。

 お願い
● 情報収集ユニットと計測ユニットの通信が異常
な場合のみ、「接続実施」を行うようにしてくだ
さい。

● 「接続実施」は、ネットワーク接続がOFF の状
態で行わないでください（ネットワーク接続を
ONにする方法は「ネットワーク接続をOFF/
ONにする」 P.93  を参照ください）。

お知らせ
 通信に失敗すると、左の画面が表示されます。この
場合下記の事を確認してから、［了解］ボタンでネッ
トワーク設定メニュー画面に戻り、再度実行してく
ださい。
・  処理エラー画面の「電波レベル」が３未満。
⇒  情報収集ユニットと計測ユニットの位置を
調整してください。距離は1m以上離して、
最大距離は見通しのよいところで 10mと
なります（電波が届きにくいまたは距離が
10m以上ある場合は、無線 LAN中継器（市
販） P.97  をご使用ください。

⇒  情報収集ユニットおよび計測ユニットの1m
以内に他の無線機器がある場合は、他の無線
機器を移動するなどして1m以上離してくだ
さい。

情報収集ユニット

③無線LAN
　接続が完了

①WPS
　ボタン
　を押す

計測ユニット

表示ユニット

②接続実施
　ボタンを押す

※ WPS接続のイメージ

※１

※１ エラーコード別の処置方法は「ネットワーク関連
エラーについて」P.112~113 を参照ください。

10. カラーモニターの施工、設定について、こんなときは　つづき
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● ここでは、表示ユニットのアップデートを行う手順を説明します（計測ユニットおよび情報収集ユニットはイン
ターネットに接続された状態であれば自動でアップデートされます）。

● 表示ユニットのソフトウェアのアップデートの必要有無については当社にお問合せください。
 （これらのアップデートにより、設定および電力データが初期化されることはありません。）

 お願い
 アップデート中はカラーモニターの電源を切ったり、SDカードを抜いたりしないでください（正常に動かなく
なり、メーカー修理が必要になる場合があります）。

お知らせ
● 「出力制御あり」 P.16  の場合、出力制御の規格が変更された場合、アップデートが必要になる場合があり
ます。

● バージョンアップを行った場合、古いバージョンへ戻すことはできません。

ご準備が必要なもの

必要なもの 説明

SDカード（市販）

別途ご準備のSDカード※1 または表示ユニットで使用しているSDカード※2

※１ SDカードはSD( ～ 2GB) またはSDHC(4/8/16/32GB) をご使用くだ
さい（SDXCおよびmicroSDカードは使用できません）。

※２ 表示ユニットで使用しているSDカードを使用する場合は、SDカード内の
フォルダファイルを移動、削除しないようにお気をつけください。

■ 事前準備
表示ユニットのソフトウェアのアップデートファイルをSDカードにダウンロードします。
アップデートファイルの入手方法は当社にお問合せください。

■ SDカードメニュー画面から表示ユニットのアップデート実施画面へ進む

● ホーム画面 P.80  が表示された状態で、表示ユ
ニットのSDカードスロット P.9  に SDカード
を挿入すると左の画面が表示されるので、［表示ユ
ニットのアップデート実施］を選択し、［アップデー
ト］ボタンを押します。

● 「Ver.」の後ろに続く文字はアップデートするソフ
トウェアのバージョン番号になります。アップデー
トを行った後でバージョンアップされていることを
確認しますのでメモを取るなどしてバージョン番号
をお控えください。

お知らせ
 SD カード内のバージョンアップ用ソフトウェアの
バージョンが表示ユニットのソフトウェアバージョ
ンと同じまたは古い場合は、ソフトウェアのアップ
デートをする必要がないため［表示ユニットのアッ
プデート実施］は表示されません。

 11. 表示ユニットのアップデート実施
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■ 表示ユニットのアップデート実施画面からアップデートの実施
確認画面が表示されるので、［実施する］ボタンを押し
ます。

誤操作防止のための再確認画面が表示されるので、［実
施する］ボタンを押します。
（［実施する］ボタンの位置が前回と異なります。）

アップデート中は左の画面が表示されます。しばら
くすると自動で再起動し、約 1 分後にホーム画面 
P.80  が表示されます（再起動中は画面表示が消え
たり、売電ランプ／買電ランプ P.9  が点灯したりし
ます）。

お願い  
● アップデート中はカラーモニターの電源を切っ
たり、SDカードを抜いたりしないでください（正
常に動かなくなり、メーカー修理が必要になる
場合があります）。

● 表示ユニットのソフトウェアのアップデートに
失敗した場合、エラー内容が画面に表示される
ので、エラー内容に従って処置をしてください。

● ホーム画面 P.80  が表示された後、ホーム画面 
P.80  で［設定］ボタンを押して設定メニュー画
面（左の画面）を表示させます。

● 表示ユニットのバージョン番号が更新されているこ
とを確認してください（更新されていない場合は、
アップデートができなかった可能性がありますの
で、再度アップデートを行ってください）。

以上で表示ユニットのアップデートは完了です。

表示ユニットのバージョン番号

11. 表示ユニットのアップデート実施　つづき
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 12. 無線 LAN中継器（市販）の使い方

● 情報収集ユニットと計測ユニットを無線ＬＡＮで接続する場合（形名にH-1M, IFU-1 がついている製品のみ）で、
情報収集ユニットと計測ユニットが10m以上離れていたり電波を通しづらい壁や床などで仕切られたりで電波
が届かない場合に、無線 LAN中継器（市販）を使用することで、情報収集ユニットと計測ユニットを無線 LAN
接続することができます。

● 動作確認済み（2017年４月現在）の無線 LAN中継器は下記の機種になります。

 メーカー ：株式会社バッファロー 
 商品名 ：AirStation　　型番：WEX-G300 

※ 「AirStation」は株式会社バッファローの登録商標です。
※ 上記の機種は「無線 LAN中継機」として発売されておりますが、「中継機」と「中継器」の
機能は同じです。

 無線 LAN中継器について

 無線 LAN中継器を使用した場合の接続手順
■ 無線 LAN中継器の事前設定
パソコンを無線 LAN中継器に有線 LANにて接続（手順は無線 LAN中継機の取扱説明書を参照ください）し、無
線 LAN中継器の設定画面にて「LAN側 IPアドレス」の設定を「DHCPサーバーから IPアドレスを自動取得」に
設定します。

■ カラーモニターの事前設定
施工設定をネットワーク接続（ P.75  または P.78  ）が開始できる状態まで進めます。
（情報収集ユニットと計測ユニットを無線 LAN中継器経由で、再接続する場合は「WPS（無線）接続を行う」    
P.94  が開始できる状態にします。）

■ 無線 LAN中継器を使用した場合の情報収集ユニットと計測ユニットの接続図

■ 接続手順
① 情報収集ユニットのWPSボタン P.11  を押します。
  　①の作業後、２分以内

② 無線 LAN中継器のWPSボタン※1 を押します。
  

 約 30秒～数分で情報収集ユニットと無線 LAN中継器の無線接続が完了します。
  

③ 無線 LAN中継器のWPSボタン※1 を押します。
  　③の作業後、１分以内

④ 表示ユニットの［通信確認］ボタンまたは［接続実施］ボタンを押します。
 約 30秒～数分で無線 LAN中継器と計測ユニットの無線接続が完了します。

以上で無線 LAN中継器を使用しての情報収集ユニットと計測ユニットの接続は完了です。

※1 WPSボタンの位置は無線 LAN中継器の取扱説明書を参照ください。

メモ   ● 停電などで各機器の電源が切れた場合、計測ユニットと情報収集ユニットの通信が再開されるまで 
 約２時間程度の時間がかかる場合がありますが、情報収集ユニットの電源が入ってから10分程度 
 経過後に、無線 LAN中継器の電源の切→入することで、数分程度で通信が再開されます。

 ● 無線 LAN中継器のソフトウェアはアップデートしないでください。

計測ユニット
（H-1M, IFU-1：無線）

表示ユニット

情報収集ユニット 無線LAN中継器（市販）

手順① 手順④
手順②、③

(１) （2）

無線 LAN中継器は (１) と (２) の距離が
等しくなるような場所に設置します。
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情報収集ユニットブロードバンドルーター
（市販）

手順① 手順②

手順③

無線LAN
イーサネットコンバータ

（市販）※1

有線 LAN ケーブルを用意し、情報
収集ユニットはWANポート、無線
LAN イーサネットコンバータは
LANポートに接続します。

ブロードバンドルーターは IP
アドレスの自動割り当て機能、
WPS 機能がついているものを
ご用意ください。

 13. 無線 LANイーサネットコンバータ（市販）の使い方

● お客様のブロードバンドルーターがモバイルルーターなどで有線 LANポートが無く、ブロードバンドルーター
と情報収集ユニットの無線 LAN接続が必要な場合、無線 LANイーサネットコンバータ（市販）を使用するこ
とでブロードバンドルーターと情報収集ユニットを無線 LANで接続することができます。

● 動作確認済み（2017年４月現在）の無線 LANイーサネットコンバータは下記の機種になります。

 メーカー ：株式会社バッファロー 
 商品名 ：AirStation　　型番：WEX-G300 

※ 「AirStation」は株式会社バッファローの登録商標です。
※ 上記の機種は「無線 LAN中継機」として販売されておりますが、「無線 LANイーサネットコ
ンバータ」としてもご使用可能です。

※ １台の無線 LAN中継器を「無線 LAN中継器」と「無線 LANイーサネットコンバータ」の両 
用途で使用することはできません。「無線LAN中継器」と「無線LANイーサネットコンバータ」
を同時使用する場合は２台の無線 LAN中継器が必要になります。

 無線 LANイーサネットコンバータについて

 無線 LANイーサネットコンバータを使用した場合の接続手順
■ 無線 LANイーサネットコンバータの事前設定
パソコンを無線 LANイーサネットコンバータに有線 LANにて接続（手順は無線 LANイーサネットコンバータの
取扱説明書を参照ください）し、無線 LANイーサネットコンバータの設定画面にて「LAN側 IP アドレス」の設
定を「DHCPサーバーから IPアドレスを自動取得」に設定します。

■ 無線 LANイーサネットコンバータを使用した場合のブロードバンドルーター（市販）と情報収集ユニットの接続図

■ 接続手順

① ブロードバンドルーターのWPSボタン※2 を押します。
  　①の作業後、２分以内

② 無線 LANイーサネットコンバータのWPSボタン※2 を押します。
  

 約 30秒～数分でブロードバンドルーターと無線 LANイーサネットコンバータの無線接続が完了します。
  

③ 情報収集ユニットと無線 LANイーサネットコンバータを LANケーブル（市販） P.7  にて接続します。
 （情報収集ユニット側はWANポート P.11  、無線LANイーサネットコンバータ側はLANポートに接続します。）

以上で無線 LANイーサネットコンバータを使用してのブロードバンドルーターと情報収集ユニットの接続は完了
です。

※１ 無線 LAN中継器 P.97  と無線 LANイーサネットコンバータを同時使用する場合は、各々の機器（２台）
が必要です。

※２ WPSボタンの位置は各機器の取扱説明書を参照ください。

メモ   ● 停電などで各機器の電源が切れ、電源が普及した後で、計測ユニットと情報収集ユニットの通信異 
 常が発生した場合は無線 LANイーサネットコンバータの電源の切→入を行ってください。

 ● 無線 LANイーサネットコンバータのソフトウェアはアップデートしないでください。
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 14. 出力制御の設定について

お願い
 この章は、出力制御に関する設定についてのお願い事項が記載されております。出力制御に対応するまたは対応
する予定がある場合は必ずお読みください。

 この章は、2019年 2月までの出力制御に関する情報を基に作成したものですので、内容が変更になる場合が
あります。

出力制御について

● 出力制御対応パワーコンディショナ P.14  と出力制御非対応パワーコンディショナ P.14  （適合外パワーコ
ンディショナ P.14  を含む）との混在はできません。

● 一つの発電所に複数のカラーモニター（他社の出力制御ユニットを含む）は設置できません。
● 電力会社から複数の発電所 IDが発行された場合は、枝番が一番小さい発電所 IDをカラーモニターに登録します
（カラーモニターに複数の発電所 IDの設定はできません）。
● 出力制御機能に対応する場合、パワーコンディショナ毎に異なる力率は設定できません。
● 本製品は低圧連系の出力制御のみに対応しており、高圧連系の出力制御には非対応です。
● モジュール、パワーコンディショナ増設などで設備対象容量 P.16  が変更になる場合は、「施工設定の初期化」 
P.88  が必要です。

お知らせ
インターネットに接続しないで出力制御を行うには電力会社に対応可否の確認が必要です。

 14-1. システムの設計および設定に関するお願い事項
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 14-2. 出力制御に対応する場合の形名別のシステム構成例
■ インターネットを使用して固定スケジュール  P.16  および更新スケジュール  P.16  を自動
取得する場合

運用種別 P.17 「出力制御あり／ネットワークあり」

新規設置の場合

計測ユニット
（IFU）表示ユニット

（MRC）

情報収集ユニット
（GW）

ブロードバンド
ルーター（市販）

出力制御対応
パワーコンディショナ　　　　

HQ-D-M06(H-1M, H-1Y) のご購入（計測ユニットと情報収集ユニットと表示ユニット 3機器セット）

インターネット
※インターネット接続
の環境が必要です

※1

P.14

三菱HEMSの情報収集ユニット［HM-GW03］を併設する場合

計測ユニット
（IFU）

表示ユニット
（MRC）

情報収集ユニット
（GW）

ブロードバンド
ルーター（市販）

HQ-D-M06IFU-1 のご購入（計測ユニットと表示ユニット 2機器セット）

HM-GW03

インターネット
※インターネット接続
の環境が必要です

ソフトウェア
アップデート※1

※2

出力制御対応
パワーコンディショナ　　　　P.14

※1 計測ユニットと情報収集ユニットの接続
  H-1M, IFU-1 は無線 LANによる接続
  H-1Yは有線 LANによる接続
※2 情報収集ユニットのソフトウェアのアップデートはインターネットを介して自動で行われますので、あらか

じめインターネット環境をご準備ください。

 14. 出力制御の設定について　つづき
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 ■ SDカードにより固定スケジュール  P.16  を手動で登録する場合

運用種別 P.17 「出力制御あり／ネットワークなし」

新規設置の場合

計測ユニット
（IFU）

表示ユニット
（MRC）

HQ-D-M06IFU-1 のご購入（計測ユニットと表示ユニット 2機器セット）

出力制御対応
パワーコンディショナ　　　　P.14
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お願い  
 下記の記載事項は、2019年 2月時点の対応方法です。最新の対応方法は、お買上げの販売店または当社にお
問合せください。

■ 運用種別 P.17  の設定と作業フロー

※1 電力会社から「発電所 ID」 P.16  が発行されていない場合は、「未発行」へ進み施工設定を完了し、後日「発電所 ID」が発行された
ときに、「発行済み」へ進み再施工設定を実施してください。運用種別の変更は、「施工設定の初期化」 P.88  を参照ください。

※2 出力制御開始の設定は販売店様・工事店様にて実施してください。
※3 情報収集ユニットとブロードバンドルーター（市販）の接続が完了していない場合は、「ブロードバンドルーター（市販）に接続」

P.32  の手順１～３の作業を行ってください。情報収集ユニットのアップデートが必要な場合（アップデートの必要有無は手順３にて
確認します）は P.33  の手順４～６も併せて行ってください。

※4 準備する手順は「SDカードによる発電所 IDの登録」の「■事前準備」 P.107  を参照ください。

 14-3. 運用種別の設定と作業

「未接続」 

情報収集ユニットは
ありますか？ 

「ある」 

「ない」 

・事前準備 
（固定スケジュールの入ったSDカードを用意）※4

・運用種別を「出力制御あり／
　ネットワークなし」に設定。 

・お客様への説明
　運用種別「出力制御あり／ネットワークなし」
　の説明事項をお客様へご説明ください。 

カラーモニターを
インターネットに
接続済みですか？ 

「接続済み」※3

・事前準備 
（固定スケジュールの入ったSDカードを用意）※4

・ネットワーク接続 （インターネット接続が
　「未開通」の場合）　　　　を実施。 

・SDカードによる発電所IDの登録
　　　　　を実施。 

・運用種別を「出力制御あり／
　ネットワークあり」に設定。

・ネットワーク接続 （インターネット接続が
　「開通済み」の場合）　　　　を実施。 

・運用種別を「出力制御あり／
　ネットワークあり」に設定。 

・表示ユニットによる発電所IDの入力 
　　　　　を実施。 

・お客様への説明
　運用種別「出力制御あり／ネットワーク
　あり」の説明事項ををお客様へご説明
　ください。 

発電所ID　　　　
が発行済みですか？ ※1

「発行済み」 

「未発行」 

・運用種別を「出力制御なし／
　ネットワークあり」に設定。 

情報収集ユニットは
ありますか？

・ネットワーク接続 （インターネット接続が
　「未開通」の場合）
または 
・ネットワーク接続 （インターネット接続が
　「開通済み」の場合） 
を実施

「ある」

・運用種別を「出力制御なし／
　ネットワークなし」に設定。 

・お客様への説明
　「発電所ID発行後、出力制御開始
　の設定※2が必要になること」をお
　客様へご説明ください。 

「ない」 

・お客様への説明
運用種別「出力制御なし／ネットワークあり」
の説明事項および「発電所ID発行後、出力制
御開始の設定※2が必要になること」をお客様
へご説明ください。

・お客様への説明
運用種別「出力制御あり／ネットワークあり」
の説明事項および、「13ヶ月以内にインター
ネットに接続する必要があること」をお客様
へご説明ください。

・表示ユニットによる電力会社の設定
　　　　　を実施。

・表示ユニットによる電力会社の設定
　　　　　を実施。

・SDカードによる発電所IDの登録
　　　　　を実施。 P.107

P.16

P.82 P.82

P.78

P.75

P.82

P.82

P.82

P.107

P.78 P.75

P.104

 14. 出力制御の設定について　つづき

P.103 P.103
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 14-4. 表示ユニットによる電力会社の設定

電力会社から発行された「発電所 ID」の通知書を確認
して、出力制御スケジュール情報の配信を行う電力会
社を選択します。選択する項目に［▲］［▼］ボタンで
移動し、[選択 ] ボタンを押すと、選択項目の先頭に「●」
が付きます（「●」が付いている行が選択している電力
会社になります）。

選択完了後、[ 設定完了 ] を選択して、[ 確定 ] ボタン
を押してください。

■電力会社の設定方法

● 本画面は施工設定時に表示される画面で「ネットワーク接続」から遷移されます。
● 電力会社を設定するにはお客様が契約されている電力会社が発行する「発電所 ID」が必要です。
 （電力会社から「発電所 ID」が未通知の場合は、運用種別を「出力制御なし／ネットワークあり」で設定し直し
てください。）

※ 上の画面は、[ 九州電力 ] を選択している状態に
なります。

お知らせ
● 誤った電力会社を設定すると正しく出力制御ができず、発電できなくなる場合があります。また電力会社との契
約違反となる場合があります。

● 出力制御スケジュール配信サーバーの電力会社は、ご契約されている電力会社とは異なる場合があります。ご不
明の場合は、ご契約されている電力会社にお問い合わせください。

インターネット接続 次の設定・確認作業

「開通済み」の場合 「表示ユニットによる発電所 IDの入力」 P.104  にお進みください。

「未開通」の場合 「SDカードによる発電所 IDの登録」 P.107  にお進みください。



104

① ［発電所 IDを表示ユニットで入力する］を選択※１さ
れていることを確認します。

② ［次へ］ボタンを押します。

※１ 項目の先頭に「●」がついているのが選択項目
になります。

 ［発電所 IDを表示ユニットで入力する］以外が
選択されている場合は、［▼］ボタンで［発電所
IDを表示ユニットで入力する］に移動し［選択］
ボタンを押します（［発電所 IDを表示ユニット
で入力する］の項目の先頭に「●」が付きます）。

お知らせ  
 ［発電所 ID を継続（故障交換時）］は施工では使用
しません（メーカーが故障交換を行う際に使用する
項目です）。

 14-5. 表示ユニットによる発電所 IDの入力

■発電所 IDの設定方法

発電所 IDの設定を行います。
（電力会社から複数の発電所 IDが発行された場合は枝
番が一番小さい発電所 IDを設定してください。）

ボタン表示 内容
▲ １つ前の項目に移動します。
▼ １つ次の項目に移動します。
＜ １つ左の項目に移動します。
＞ １つ右の項目に移動します。
－数値 数値を減らします。
数値＋ 数値を増やします。

設定した発電所 IDが電力会社が発行した発電所 IDと
あっていることをご確認の上、［確定］ボタンを押して
ください（「■出力制御スケジュール配信サーバーに接
続」に進みます。［戻る］ボタンを押すと「■発電所
IDの設定方法」に戻ります）。
※ ［確定］ボタンを押した時に設定した発電所 IDが正
しいかの確認が行われます。エラー画面が表示され
た場合 P.106  を参照ください。

 ■ 発電所 IDの設定

「発電所 ID」 P.16 を設定するにはお客様が契約されている電力会社が発行する「発電所 ID」が必要です。
（電力会社から「発電所 ID」が未通知の場合は、運用種別を「出力制御なし／ネットワークあり」で設定し直して
ください。）

お願い  
 毎時「17分～30分」および「47分～00分」は機器内で処理を行っている可能性がありますので、発電所
IDの設定後の「■出力制御スケジュール配信サーバーに接続」 P.105 はその時間を避けてください。
お知らせ  
 誤った発電所 IDを設定すると正しく出力制御ができず、発電できなくなる場合があります。また電力会社との
契約違反となる場合があります。

 14. 出力制御の設定について　つづき
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出力制御スケジュール配信サーバーに接続します。

※ エラー画面が表示されたときは P.106  を参照く
ださい。

 ■ 出力制御スケジュール配信サーバーに接続

出力制御スケジュール配信サーバーの接続が完了する
と左の画面が表示されます。発電所 IDが正しいことを
再度ご確認の上、［了解］ボタンを押してください（「■
発電所 ID と固定スケジュールの保存」に進みます。
［キャンセル］ボタンを押すと「■発電所 ID の設定」
に戻ります）。

お知らせ
 誤った発電所 IDを設定すると正しく出力制御がで
きず、発電できなくなる場合があります。また電力
会社との契約違反となる場合があります。

■ 出力制御スケジュール配信サーバーに接続完了

「発電所 IDの保存」、「固定スケジュール P.16  のダ
ウンロード」および「固定スケジュールの保存」を行
います。処理が完了するまで、しばらくお待ちくださ
い（ここでは「発電所 IDの保存」、「固定スケジュール
のダウンロードおよび保存」を行いますので10分～
15分程度の時間がかかります）。
処理が完了すると、ホーム画面 P.80  が表示されま
す。

■ 発電所 IDと固定スケジュールの保存

次の設定・確認作業
「据付工事後の確認」 P.80  を参照ください（ホーム画面 P.80  が表示されます）。

以上で表示ユニットによる発電所 IDの入力は完了です。
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エラー画面 原因：処置
原因： 入力した発電所 ID P.104  が間違っているか、

電力会社設定 P.103  で選択した電力会社が間
違っています。

処置： ●  入力した発電所 IDが電力会社の発行した発電
所 IDとあっているかをご確認ください。

 ● 電力会社設定 P.103  で選択した電力会社
があっているかをご確認ください。

原因： 電力会社設定 P.103  で選択した電力会社が間
違っているか、情報収集ユニットがアップデート
されていないことが想定されます。

処置： ●  電力会社設定 P.103  で選択した電力会社
があっているかをご確認ください。

 ● 情報収集ユニットを再起動してください（電
源アダプターのコードを情報収集ユニットか
ら抜き、10秒以上経過してから再び差しま
す）。

※１ エラーコード別の処置方法は「ネットワーク関連のエラーについて」 P.112~113  を参照ください。

お知らせ  
 上記以外のエラー画面が表示された場合でも「ネットワーク関連のエラーについて」 P.112~113  を参
照ください。

 こんな画面が表示されたら

※1

 14. 出力制御の設定について　つづき

※1



107

出
力
制
御
の
設
定
に
つ
い
て

14

インターネットブラウザを使用して電力会社のホーム
ページ（出力制御スケジュール配信サーバー）にア
クセスし、固定スケジュールファイルをSDカードの
SCHフォルダ※1 へダウンロードします。

お知らせ
● 固定スケジュールをダウンロードする際に、発
電所 IDの入力が必要になります。

● 発電所 ID を誤って入力したり、過去や未来の
期間の固定スケジュールをダウンロードすると、
正しく出力制御ができず、発電できなくなる場
合があります。また電力会社との契約違反とな
る場合があります。

ここでは、あらかじめ出力制御スケジュール配信サーバーからSDカードに固定スケジュールファイルをダウンロー
ドしておき、そのSDカードを使用して発電所 IDの登録を行います。

メモ
● 電力会社から固定スケジュールをダウンロードする方法については、契約されている電力会社へお問い合わ
せください。

● 固定スケジュール P.16  をダウンロードするには電力会社が発行する「発電所 ID」 P.16  が必要になり
ます。（電力会社から「発電所 ID」が未通知の場合は、運用種別を「出力制御なし／ネットワークあり」ま
たは「出力制御なし／ネットワークなし」で設定し直してください。

 ■ 事前準備
固定スケジュール P.16 をSDカードにダウンロードします。

ご準備が必要なもの

必要なもの 説明

発電所 ID P.16  
電力会社が発行した発電所 ID（26桁）の番号
（電力会社から複数の発電所 IDが発行された場合は、枝番が一番小さい発電所
IDを使用します。）

SDカード（市販） 別途準備のSDカード
※ SDカードはSD（～2GB）またはSDHC（4/8/16/32GB）をご使用
ください（SDXCおよびmicroSDカードは使用できません）。
お願い  お客様の表示ユニットで使用されているSDカードはご使用にならな
　　　　 いでください。

インターネットへ接続できる
パソコンなど（市販）

インターネットから電力会社のホームページ（出力制御スケジュール配信サー
バー）にアクセスして、固定スケジュールをダウンロードし、SDカードへ書
き込みができるパソコンなどの機器

（アルファベットは半角大文字）
＊＊＊＊＊.＊＊＊
ファイル名は（サーバーで設定された文字列）

CONST.SCH

ファイル名変更
 ダウンロードした固定スケジュールファイルのファイ
ル名を「CONST.SCH」（アルファベットは半角大文字）
へ変更します。
（既に「CONST.SCH」のファイルがある場合は削除
してください。）

インターネットを経由し
出力制御スケジュール
配信サーバーから
ダウンロード

出力制御スケジュール
配信サーバー

パソコンなど SDカード

固定スケジュール
ファイル P.16

P.16

※1 SDカード内にSCHフォルダがない場合は、「SCH」（アルファベットは半角大文字）の名前のフォルダを
作成してください。

 14-6. SDカードによる発電所 IDの登録
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左の画面の状態で表示ユニットの SDカードスロッ
ト P.9  に固定スケジュールの入ったSDカードを
挿入※1 します。
（運用種別が「出力制御あり /ネットワークなし」の場
合の画面です。運用種別が「出力制御あり /ネットワー
クあり」（未開通）の場合は画面が異なります。）

お知らせ
 固定スケジュールの入ったSDカードを用意する手
順は「■事前準備」 P.107  を参照してください。

SDカードを挿入すると、固定スケジュールファイル
を読み込みます。読み込みが完了すると左の画面が表
示されます。
（運用種別が「出力制御あり /ネットワークなし」の場
合の画面です。運用種別が「出力制御あり /ネットワー
クあり」（未開通）の場合は画面が異なります。）

SDカード内の固定スケジュールファイルに記録され
ている発電所 IDが表示されますので、電力会社が発行
した発電所 IDとあっているかを確認します。

 発電所 IDがあっている場合 
 ［確定］ボタンを押します。

 発電所 IDが間違っている場合 
 ［戻る］ボタンを押してから、再度、固定スケジュー
ルファイルを取得し直します。

お願い
 画面に表示されている発電所 IDが間違っている場
合は、必ず出力制御スケジュール配信サーバーより
固定スケジュールファイルを取得し直してくださ
い。

お知らせ
 間違った発電所 IDの固定スケジュールで運用する
と正しく出力制御ができず、発電できなくなる場合
があります。また、電力会社との契約違反となる場
合があります。

 ■ 固定スケジュールを使用して発電所 IDを設定する

 14. 出力制御の設定について　つづき

※1 お客様のSDカードが挿入されている場合は、お客様のSDカードを取り出します。
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● 発電所 ID および固定スケジュールの保存を行いま
す。 処理が完了する（約10分程度）まで、しばら
くお待ちください。

● 処理が完了するとホーム画面 P.80  が表示され
ます。

● 固定スケジュールの入ったSDカードを取り出しま
す。作業開始時にお客様のSDカードを取り出した
場合は、お客様のSDカードを挿入します。

固定スケジュールの転送中は計測ユニットの電源を
切らないでください。
（出力制御を行うには、固定スケジュールを計測ユ
ニットへ転送する必要があり、転送は自動で行われ
ますが、転送完了までは約120分かかります。）

アイコン領域4に  が表示されている間は固定ス
ケジュールを計測ユニットへ転送しています。アイ
コンが消えたら転送は完了です。

 　 お願い  SDカードを使用した場合の固定スケジュールの登録について

 こんな画面が表示されたら
エラー画面 原因：処置

エラー内容

原因： 固定スケジュールファイルの読込みに失敗しまし
た。

処置： エラー内容が画面に表示されるので、エラー内容
に従って処置をしてください。

 ●  異常（ファイル無し）
　　　　 ⇒  SDカードのSCHフォルダに［CONST.

SCH］のファイルがあるかを確認してくだ
さい（電力会社からダウンロードした固定
スケジュールファイルは「CONST.SCH」
に名前を変える必要があります。 P.107  
参照ください）。

 ●  異常（データが ****）「*」は任意の文字
　　　　 ⇒ 固定スケジュールファイルが異常です。再

度、電力会社より固定スケジュールファイ
ルをダウンロードし直して、SDカードへ入
れてください。

 ■ 発電所 IDと固定スケジュールを表示ユニットに保存

次の設定・確認作業
「据付工事後の確認」 P.80  を参照ください（ホーム画面 P.80 が表示されます）。

以上でSDカードによる発電所 IDの登録は完了です。

アイコン領域４

※ 上の画面は、運用種別 P.17  が「出力制
御あり／ネットワークあり」でかつインター
ネット接続が「未開通」の場合であり、設定
によってボタン表示が異なります。
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ここでは、運用種別が「出力制御あり／ネットワークなし」でかつ固定スケジュールを更新（再設定）する場合の「SD
カードを使用した固定スケジュールの更新」手順について説明します。

お知らせ
● この作業では、固定スケジュールの入ったSDカードが必要になります。
 （詳細は「SDカードによる発電所 IDの登録」の「■事前準備」 P.107  を参照ください。）
● SDカードから固定スケジュールの取り込み後、固定スケジュールを計測ユニットへ転送するのに約120分 
かかりますので、後日確認するなどの処置を行ってください。

1. 固定スケジュールの再設定に進む

● ホーム画面 P.80  が表示されている状態で表示
ユニットのSDカードスロット P.9  に SDカー
ドを挿入※1 すると SDカードメニュー画面が表示
されます。［固定スケジュールの再設定］を選択し、
［再設定］ボタンを押します。
● パスワード入力画面が表示されますのでパスワー
ドを入力してください（「パスワード入力画面」
P.87  を参照ください）。

SDカードメニューに「固定スケジュールの再設定」が表示されない場合
・ 本製品に登録されている発電所 IDと SDカード内の固定スケジュールファイルの発電所 IDが異なる※2

・ SDカードのSCHフォルダに固定スケジュールファイル（ファイル名「CONST.SCH」アルファベットは
半角大文字）がない

※2 ダウンロードした固定スケジュールファイルの発電所 IDが間違っている可能性がありますので再度ダ
ウンロードしてください。

※１ お客様のSDカードが挿入されている場合は、お客様のSDカードを取り出します。
 （夜中の１時は電力データがSDカードへ保存されますので、この時間帯は避けてください。）

 14-7. SDカードを使用した固定スケジュールの更新

 14. 出力制御の設定について　つづき
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パスワード入力後、処理実施確認画面が表示されるの
で、［了解］ボタンを押します。

誤操作防止のため再度、確認画面が表示されるので、［了
解］ボタンを押します。
（［了解］ボタンの位置が前回と異なります。）
［了解］ボタンを押すと、固定スケジュールファイルの
取込を開始します。

● SD カードから固定スケジュールの取込が完了
すると左の画面が表示されます。

 ［了解］ボタン押してSDカードメニュー画面へ戻
り［終了］ボタンを押してホーム画面 P.80  へ戻
ります。

● 固定スケジュールの入ったSDカードを取り出しま
す。作業開始時にお客様のSDカードを取り出した
場合は、お客様のSDカードを挿入します。

ホーム画面 P.80  で、アイコン領域４に  が表示
されていることをご確認ください。
アイコンが表示されている間は固定スケジュールを計
測ユニットへ転送しています。アイコンが消えたら転
送は完了です。

メモ  
 固定スケジュールの計測ユニットへの転送は約
120分かかります。

アイコン領域４

以上で固定スケジュールの更新（再設定）は完了です。

お知らせ
 エラー画面が表示された場合は、「SDカードによる発電所 ID の登録」の「こんな画面が表示されたら」
P.109  を参照ください。

 2. 固定スケジュールの再設定を行う
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 ネットワーク関連のエラーについて
表示ユニットの画面に表示されるエラーコードに対する原因・処置

「ネットワーク接続」 P.75 、「表示ユニットによる発電所 IDの入力」 P.106  などでエラーコードが付いているエ
ラー画面が表示された時の処置方法について説明します。

ここに表示されている文字から下表の
エラーコードを参照ください。

エラーコード 原因　⇒　処　置

----
I000

カラーモニターの電源が入っていません。
⇒分電盤のカラーモニター用ブレーカー P.36  を「入」にしてください。
「表示ユニットと計測ユニット間」P.27  または「計測ユニットとパワーコンディショナ間」
P.27  の通信ケーブルが切れています。
⇒通信ケーブルが断線していないことをご確認ください。

I001

● ネットワーク接続がOFFになっています。
⇒ネットワーク接続をONにしてください（手順「ネットワーク接続をOFF/ONにする」
P.93  を参照ください）。

● 計測ユニット内の通信ユニットと計測ユニット本体を接続しているコネクタケーブルが
外れています。または通信ユニットが故障しています。
⇒当社にご相談ください。

I002
I003
I004
I005

計測ユニット～情報収集ユニット間が無線 LANで接続している場合
● 無線 LANの接続に失敗しました。（電波レベルが－のとき）
⇒情報収集ユニットのWPSボタン P.11  を登録ランプ P.12  が点滅するまで押し
続けて※1 から、１分以内に［通信確認］ボタン P.75 （ ［接続実施］ボタン P.94  ）
を押してください。

● 無線 LANの接続に失敗しました。（電波レベルが３未満のとき）
⇒情報収集ユニットと計測ユニットの位置を調整してください（距離は１ｍ以上離して
最大距離は見通しの良いところで１０ｍ）。

● 情報収集ユニットが異常です。
⇒「ブロードバンドルーター（市販）に接続」の手順3 P.32  にて情報収集ユニット
の状態が正常であることをご確認ください。

● 情報収集ユニットが処理中です。
⇒５分程度の時間をおいてから再度行ってください。

計測ユニット～情報収集ユニット間が有線 LANで接続している場合
● 有線 LANの接続に失敗しました。
⇒ LANケーブルが正しく接続されていることをご確認ください。 P.32  および
　 P.37  を参照ください。
⇒ LANケーブルが断線していないことをご確認ください。

● 情報収集ユニットが異常です。
⇒「ブロードバンドルーター（市販）に接続」の手順3 P.32  にて情報収集ユニット
の状態が正常であることをご確認ください。

● 情報収集ユニットが処理中です。
⇒５分程度の時間をおいてから再度行ってください。

※ 次ページに続きます。
※1 無線 LAN中継器を使用している場合は、無線 LAN中継器のWPSボタンを押します。 P.97  を参照く

ださい。

※ 上の画面はエラーコードが「I005」が表示された
場合の表示例。
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エラーコード 原因　⇒　処　置

I006
I007
A***

（* は数字）

インターネット接続が「未開通」の場合

「ネットワーク接続」 P.75  でインターネット接続を［確認済み］にした。
⇒［キャンセル］ボタンで戻り、インターネット接続を［未開通］に変更してください。
インターネット接続が「開通済み」の場合
● 情報収集ユニットの電源が切れています。または起動途中です。
⇒ オプション1ランプ P.12  が緑点灯になってから再度行ってください（電源を入れ
てから、オプション1ランプが緑点灯するまで約10分かかります）。

● 情報収集ユニットが処理中です。
⇒ ５分程度の時間をおいてから再度行ってください。

● 三菱電機クラウドサーバーがメンテナンス中、またはインターネットやお客様のブロー
ドバンドルーターに障害が発生しています。
⇒「インターネット接続が開通した場合」の  のアイコンが表示されていた場合の対
処 P.91  にてインターネット接続が正常であることをご確認ください。

● 電力会社設定 P.103  で選択した電力会社が間違っているか、情報収集ユニットがアッ
プデートされていないことが想定されます。
⇒・ 電力会社設定 P.103  で選択した電力会社があっているかをご確認ください。
　・  情報収集ユニットを再起動してください（電源アダプターのコードを情報収集ユ

ニットから抜き、10秒以上経過してから再び差します）。

4***　
1***　
E1***

（* は数字）

入力した発電所 IDが間違っています。
⇒入力した発電所 IDが電力会社が発行した発電所 IDとあっているかをご確認ください。

お知らせ
 施工時にインターネットが未開通で「SDカードによる発電所 IDの登録」 P.107  を
行った場合、発電所 IDの修正はできませんので、施工設定をやり直す必要があります（「施
工設定の初期化」 P.88  を参照ください）。

I102
現在時刻のデータを配信しているサーバー（NTPサーバー）との通信に失敗しました。
⇒ ５分～１０分程度の時間をおいて再度行ってください（何度かやり直しても同様の場合
は、契約されている電力会社のホームページなどでサーバーの情報をご確認ください）。

I104

出力制御スケジュール配信サーバーまたは情報収集ユニットが処理中です。
⇒ 5分～ 10分程度の時間をおいて再度行ってください。毎時17分～30分および47
分～00分は機器内で集計処理などを行っている可能性があります。その時間帯を避け
て再度行ってください。

3402 電力会社設定 P.103  で選択した電力会社が間違っています。
⇒ 電力会社設定 P.103  で選択した電力会社があっているかをご確認ください。

上記以外

出力制御スケジュール配信サーバーとの通信に失敗しました。
⇒ ５分～10分程度の時間をおいて再度行ってください（何度かやり直しても同様の場合
は、当社にご相談ください。または契約されている電力会社のホームページなどでサー
バーの情報をご確認ください）。
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故障かな？と思ったら
症状 原因・処置

表示ユニットの画面が表
示されない

発電電力がゼロから変化
しない

消費電力の数値がおかし
い

カラーモニター用ブレーカーが
「入」になっていない。

表示ユニットと計測ユニット間の
通信ケーブルが断線している。

パワーコンディショナと計測ユニット
間の通信ケーブルの極性に誤りがある。

計測ユニットのTRM1結端子に通
信ケーブルが正しく接続されていな
い。

通信ケーブルが断線している。

パワーコンディショナのモニター
用端子に通信ケーブルが正しく接続
されていない。

パワーコンディショナが発電してい
ない。

電力計測用電流センサーが付いてい
ない。

電力計測用電流センサーの取付け位
置が間違っている。

パワーコンディショナとの通信が
できていない。

電力計測用電流センサーの設定が
誤っている。

外部発電機（エコウィル、エネファー
ムなど）を使用している。

定置型蓄電池 P.14  を使用してい
る。

カラーモニター用ブレーカー P.36  を
「入」にしてください。

表示ユニットと計測ユニット間の通信ケー
ブルの接続を確認してください。

通信ケーブルの極性を確認してください。
P.38̃40  を参照ください。

通信ケーブルの接続を確認してください。
P.38̃42  を参照ください。

パワーコンディショナが発電できる状態（日
中の晴天時あるいは曇天時）のときに確認
してください。

電力計測用電流センサーのクランプがしっ
かりとロックされているか確認してくださ
い。 P.46̃48  を参照ください。

主電源用漏電ブレーカー、太陽光発電用ブ
レーカーよりも1次側に取付けられている
か確認してください。 P.47  を参照くださ
い。

通信ケーブルの接続を確認してください。
P.38̃40  を参照ください。

カラーモニターの設定※１にて各センサーの
設定をやり直してください。

別売の発電電力計測用電流センサー
（PV-DC01-HQ）を設置 P.50  してから
カラーモニターの設定※１を行ってください。

別売の発電電力計測用電流センサー
（PV-DC01-HQ）を設置 P.50  してから
カラーモニターの設定※１を行ってください。

※ 次ページに続きます。
※1 手順については「施工設定の変更」を P.84  を参照ください。
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情報収集ユニットの電源
が入らない（側面の電源
ランプが緑点灯しない）

情報収集ユニットに電源が入ってい
ない。

情報収集ユニットと電源アダプターの接続
を確認してください。 P.32  を参照くださ
い。

電源アダプターとコンセントの接続を確認
してください。 P.32  を参照ください。

コンセントに他の電気機器を接続して電気
がきているか確認してください。

電源アダプターがパソコンなどに連動した
コンセントや電源タップに接続されてない
か確認してください。

パワーコンディショナ
が勝手に運転を停止した
り、開始されたりする

カラーモニターの設定（施工設定
モード）を行っている、または行っ
た。

施工設定モードの設定中に適合パワーコン
ディショナが自動で運転を停止することが
あります（施工設定モードを抜けるとすべ
てのパワーコンディショナの運転が再開さ
れます）。
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「エコキュート」は関西電力（株）の登録商標です。
「エコウィル」は大阪ガス（株）の登録商標です。
「エネファーム」は東京ガス（株）、大阪ガス（株）、新日本石油（株）の登録商標です。
「三菱HEMS」は三菱電機（株）の登録商標です。
SDおよびSDHC、SDXC、microSDXCは、SD-3C, LLCの商標です。
その他すべての製品名又はサービス名は、各社の登録商標又は商標です。

ハンファQセルズジャパン株式会社
〒108-0014  東京都港区芝4丁目10番1号 ハンファビル9階


